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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　悪事を企たくらむやつの周辺は空気が淀よどんで見える──真ま木き嶋しま和かず佐さは到とう着ちやくゲート前の人ひと混ごみに視線を走らせ、ひとりの男をマークした。

「帆ほ代しろ、到着ゲート正面に不ふ審しん者だ。二列目にいるネイビーのワークキャップの男」

「身長一七〇センチ、二十代、カーキのジャケット、瘦やせ形……ですね」

　真木嶋の右に立つ帆代が、低い声でぼそりと返す。

　ワールドツアーを成功させて帰国する女性アーティストを出で迎むかえる熱ねつ狂きよう的なファン二百人あまり、そして何かと移動が増える四月の一いつ般ぱん客きやくとで空港ロビーは混雑している。

　真木嶋と帆代は到着ゲートの手前、集団を正面に捉とらえる位置で待機し、不審者の動向を注視していた。

　ファンのうち八割は男性、コンサートグッズのフラッグや手製のボードを手にしたものが多い中、その件くだんの男はただじっと、到着ゲートを見み据すえている。瞬まばたきが極きよく端たんに少なく、時折いちばん近くに立つ制服警備員の様子を窺うかがう以外は、ジャケットの右ポケットに手を突つっ込んだまま身動きしない。

　帆代がピンマイクで「小こ幡ばた」と人混みの後方にいるはずのＳＰに声をかける。

「聞こえてるだろ。ネイビーのワークキャップの男の背後で待機だ。おかしな動きを見せたら、うしろから声をかけろ」

　真木嶋のイヤホンからも『了りよう解かい』と小幡の返事が届いた。そのすぐあとに、真木嶋たちより後方にいるＳＰから『警護マル対象者タイ、まもなくゲートに到着します』と追情報が伝えられた。

　女性有名人が男性ストーカーから狙ねらわれている、というのは決して珍めずらしくない話だ。

　そのストーカー行こう為いがエスカレートし、「俺の傍そばをこれ以上離はなれるつもりなら殺す」という物ぶつ騒そうな脅きよう迫はく状が海外ツアーに出発する直前に来たため、真木嶋らの所属する民間警護会社『ＳＰフェニックス』に入出国時の身辺警護の依い頼らいが入った。

　脅迫状はパソコンでプリントアウトし郵送されたもので、今日現在、男の正体は判明していない。

　女性アーティストがゲートに姿を現した瞬しゆん間かん、ロビーはわぁっと一気に騒さわがしくなった。

　人ひと垣がきの動きも激しくなり、制服警備員がロープを引いてそれを懸けん命めいに制止している。

　不審者を見失わないようにしつつ、ＳＰ全員の配置と状じよう況きようを今一度通信機で確かく認にんし合う。

　眼光鋭するどいＳＰが周囲を注視し、緊きん張ちよう感かんを保って警けい戒かいしている中、真木嶋はマルタイに向かって自身に纏まとった空気をほんの少し和やわらげた。

　年上の女性警護員から「黙だまってればかわいいのにね」とからかわれることもある真木嶋の顔立ちは、二十九歳という実じつ年ねん齢れいより随ずい分ぶん下に見られることが多い。

　失礼がない程度に抑おさえた栗くり色いろの髪かみ、やや垂れ気味の印象的なアーモンド・アイに、すっと形の良い鼻び梁りようで、それこそ恋れん愛あいドラマにでも出てきそうなほどに端たん整せいなルックスだ。不審者と直接対たい峙じでもしていないかぎり、真木嶋の姿容は、依頼人を安心させるためのこんな場面でもっとも有力に効果を発揮する。

「私どもが警護車両までお連れします。今いる到着ゲートを出て到着ロビーを抜ぬけ、エスカレーターで一階へ下りて、エントランスのＢ扉とびらから出ると警護車両が待機しています」

　威い圧あつ感かんなく落ち着いた口調と声こわ色いろで経路を手短に説明し、最中はしっかりとマルタイと目を合わせた。

　マルタイが慌あわてたり混乱すると、警護に思わぬ支障を来きたすことになる。短時間のうちに一定の信しん頼らいを得るには、帆代のような一八〇センチ超ちようの強きよう靭じんな身体からだが発する「何者からも護まもってみせる」という無言の説得力と併あわせて、分かりやすい言葉でマルタイの不安を少しでも取り除いてやる必要があるのだ。

　真木嶋とて帆代ほどではないにしても、脂し肪ぼうをぎりぎりまで減らした筋肉質のプロボクサー然とした体たい軀くだ。ブラックスーツの下の薄うすいシャツからも伝わる胸筋、引き締しまったウエストラインは隠かくしきれるものではない。

「大だい丈じよう夫ぶです、必ずお護りします。私どもの後方にもＳＰがふたり、こちらから見えませんが人垣の背後にも同じく待機しています。あなたはファンに向かっていつものように笑ってください」

　真木嶋がそっと微笑ほほえむと女性は長い睫まつ毛げを瞬かせる。そして、「お願いします」と首しゆ肯こうするその顔つきで、信頼を勝ち得たことを真木嶋も感じた。

　いったん緩ゆるめていた気配をパチンと切り替かえ、頰きよう筋きんを引き締める。

「行くぞ」

　真木嶋の号令で帆代が先頭を歩き出し、そのうしろに真木嶋たちが続いた。アーティストの名前を口々に叫さけぶファンと、何事かと立ち止まる無関係の野や次じ馬うま、騒そう然ぜんとする空港ロビーを進めば例の男との距きよ離りも縮まる。

　ワークキャップの男がポケットに入れっぱなしだった右みぎ腕うでをわずかに動かした瞬間、うしろにいた小幡が声をかけた。男の顔が強こわ張ばり、抵てい抗こうのそぶりをみせるのと同時に、前方から現れた帆代が男の右腕を、左を小幡ががっしりと捻ひねりながら摑つかむ。

　さらに、ポケットに忍しのばせていた刃は物ものを帆代が素す早ばやく奪だつ取しゆし、首に手刀、鳩尾みぞおちに拳こぶしを抉えぐり込ませた。海保の潜せん水すい士さながらに鍛きたえ上げた軀く体たいが繰くり出す技わざは、威い力りよくも威圧感も半はん端ぱない。まるでサバンナの猛もう獣じゆうと瘦せた野の良ら犬いぬが対峙したかのようだ。捕とらわれた野良犬は怯おびえてますます小さく見える。

　声を上げる間もなく帆代に捕ほ捉そくされた男は、背中で腕うでを捻りあげられた状態で倒たおれ込んで、そのまま人垣から引き摺ずり出された。

　喧けん騒そうの中、速すみやかに容疑者が連行されるのを、人だかりのうちの何人が気付いただろうか。

　鮮あざやかな速さで不審者を制圧する帆代たちを横目に過ぎつつ、真木嶋は以降も気を抜くことなく周辺に視線を巡めぐらせる。特定の不審者だけが警護上の危険要因ではない。興奮するあまり警備員を押し退のけてマルタイに突とつ進しんしてくる輩やからもいる。

『マル被ひは殺傷能力の高いナイフを所持。現行犯で警察に引き渡わたします』

　イヤホンに届いた帆代の声に真木嶋は「了解」と応こたえ、マルタイを警護車両へ案内した。







『ＳＰフェニックス』は企き業ぎようからの大がかりな依頼に対応するための対企業チームが六人、補ほ充じゆうのための新卒の新人・小幡が加わった対個人チームに四人、デスクと呼ばれる事務方がひとり、そしてボスの総勢十二人からなる民間警護会社だ。

　真木嶋と帆代は対個人チームのＳＰで、個人のボディーガードやストーカー・ＤＶ・チカン対策などを主に処理している。企業チームが個人チームに加勢することもあり、今日の羽はね田だ空港の件は、チームが共同で警護任務にあたった。

　ＳＰといっても、警視庁警備部警護課に所属する国家公務員のセキュリティーポリスではない。

　警護するボディーガードを十じつ把ぱ一ひと絡からげにＳＰと呼ぶ風潮だが、民間ＳＰの場合は、セキュリティーパーソンやセキュリティープロテクションの略りやく称しようとされている。

　だから本物のＳＰとは職務内容も権限もまったく異なる。携けい帯たいを認められている武器は警棒くらいで、拳けん銃じゆうや手て錠じようは所持していない。

　実際の任務はいたって地味だ。テレビドラマや映画みたいな、派手な立ち回りはない。何事もなかったかのように、粛しゆく々しゆくと任務は遂すい行こうされるのだ。

　何かが起こって騒ぎになるのは、警護の失敗を意味する。狭せまい警護業界で噂うわさが広がり、信頼を失しつ墜ついさせることになりかねない。さきほどの空港ロビーでの任務は、さしたる混乱もなく上々の対処だったといえるだろう。

「お疲つかれさまです、真木嶋さん」

　マルタイを乗せた警護のワンボックス車を見送る真木嶋に労ねぎらいの声をかけたのは、不審者を見事に取り押さえたＳＰの帆代二に晴はる、真木嶋のバディだ。

　狩かりを終えたばかりの猛獣が、低木の茂しげみをゆったりと踏ふみしめて歩むよう──帆代はいつも、野生の獣けものの姿を彷ほう彿ふつとさせる。

「警察対応のほうも無事すみました」

　空港の敷しき地ちを吹ふき抜ける春の突とつ風ぷうに、帆代は切れ長の目をいっそう眇すがめた。

　三つ年下の帆代は年ねん齢れいに似合わない余よ裕ゆうを感じさせるものの、三み十そ路じに手が届く真木嶋からすると、漆しつ黒こくの髪かみや肌はだ質には若さが溢あふれて見える。さきほどまで帆代の身辺に漲みなぎらせていた殺気は、今はすっかり霧む散さんしていた。

「おつかれちゃん」

　真木嶋は自分より十センチほど上にある目線に向かってちらりと微笑み、夕暮れのオレンジ色に染まる羽田空港を振ふり仰あおいだ。ジェット輸送機が飛行機雲を曳ひきながら、高空を飛行している。

　腕うで時ど計けいに目をやればあと十五分ほどで十八時。このあと、新人ＳＰ・小幡の歓かん迎げい会かいが予定されている。会社近くの居酒屋に集合だ。

「今日は新人歓迎会にふさわしい一日だったな」

　朝から最も寄よりの女子校で、イケメンＳＰ真木嶋と帆代の登場に色めいた二百人ほどの黄色い歓かん声せいの中チカン撃げき退たい法を指導し、午後はＤＶ被ひ害がいの証しよう拠こ集めに奔ほん走そうした。そして一日の締めくくりに、芸能人ストーカーを逮たい捕ほだ。

「相変わらず冴さえてましたね。不ふ審しん者を一発で言い当てた」

「ああいうのは、万引きＧメンのオバチャンが、万引きしそうなやつを探さぐるのと一いつ緒しよだ。纏ってる雰オ囲ー気ラが濁にごってて、挙動が不自然で、周囲から浮ういてるからな」

「真木嶋さんのは科学的根こん拠きよのない、ただの動物的な『勘かん』ですからね。まあ、それでちゃんと実績を上げてるから驚おどろきなんですけど」

　プロファイリングと、心理学や社会学に当てはまらない、真木嶋に元々備わった能力の合わせ技。とたんに陳ちん腐ぷになるから言わないが、つまりは『第六感』が働くのだ。山に籠こもって鍛えたわけでも、超ちよう能のう力りよくなんて胡う散さんくさいものでもないが、犯罪者が放つ濁ったオーラを察知し、目が離はなせなくなる。

　子供の頃ころから、スーパーで万引きしそうな客をじっと見つめてしまい、何度となく「気色悪い」と言いたげな目を向けられたものだった。

　そのとき真木嶋のブラックスーツの上着の中でスマホが鳴った。取り出したディスプレイには『ＳＰフェニックス・デスク』と表示されている。

「はぁい、真木嶋です。ちょうど今、任務完かん了りようの報告入れようと……」

『真木嶋さん、至急事務所に戻もどってください。ハルナが午後から行方ゆくえ不明なんです』

「……またぁ？」

　事務を担当している女性からの連れん絡らくにうんざりと顔を顰しかめる。

　ハルナは幾いく度どとなく脱だつ走そうを繰り返す、小太りのポメラニアンだ。最初見たとき、帆代はチャウチャウだと思っていたくらいのメタボ犬。

　事務所近くに住む飼い主のお年寄りが、『家族の保護』を名目に犬捜さがしを依い頼らいしてくる。真木嶋は随ずい分ぶん前からハルナ捕ほ獲かくの専任をボスから言い渡されているのだ。

　隣となりに立つ帆代は真木嶋の様子から用件を察したらしく、わずかに肩かたを揺ゆらしてそっぽを向いた。

　スマホをポケットに突つっ込みながら、笑ってんじゃねぇ、と高い位置にある帆代の尻しりにニーキックをかます。　>>>♥

「行くぞ帆代。お得意様からのご依頼だ」

「ハルナの家出は、真木嶋さんの気を惹ひくためなんじゃないかって気がしてきました」

「俺んこと見ると全速力で逃にげるのに」

　駐ちゆう車しやしていたＲＶ車の助手席に真木嶋がどさりと座ると、帆代が運転席に滑すべり込んだ。

「追いかけてほしくて、愛を確かく認にんするために逃げるんじゃないですか」

　帆代はルームミラーとサイドミラーを目視しつつそう言い、スイと車を発進させた。

　つねに真木嶋の右側にいる男は、今も愛がどうとか語るのとは釣つり合わない顔つきだ。知らない人間が見れば不ふ遜そんな表情に映るだろう。

　帆代は表情に乏とぼしいから不ふ機き嫌げんそうで、愛あい想そがなくて、いつも低温のテンションを保っているクールな美男だ。しかし真木嶋には、秀しゆう逸いつに整ったその横顔がときどき癪しやくに障さわる。

　年下と思えないほどの落ち着きぶりからして、かわいい後こう輩はいとは言いがたい。

　同じ年下でも小幡とは何もかもが違ちがう。新入社員らしく分かりやすい後輩キャラの小幡をこねくり回すのは楽しいのに。帆代を同じように扱あつかったら、きっと煩うるさそうに手で払はらわれ、じろりと睨にらまれて終しゆう了りようだ。

「帆代が言うとおりなら、ハルナは相当なツンデレだな。ツンデレ女子ってまだ流行はやってんの？」

「さぁ？　真木嶋さんは好きなんですか、ツンデレ」

「めんどくせーだけだろ」

　大ざっぱで面めん倒どうが嫌きらいな真木嶋らしい答えに、隣の男はとくに反論がないまま、きつい西日に目を細める。

「面倒臭くさいとか言いながら真ま面じ目めに追いかけてる真木嶋さんこそ、真のツンデレなんじゃないですか」

「俺は仕事に関して・だ・け・は質しつ実じつ剛ごう健けんなんだ」

「………………」

「おい、しつこく振っといて無視かよ」

　真木嶋のツッコミに帆代は頰ほおの表面を一ミリも動かさない。その様はＳＦ映画に出てくるサイボーグのようだ。表情筋が硬こう化かか劣れつ化かでもしてるんじゃないのか。

「お前だいたい三つも年上の先せん輩ぱいに対して遠えん慮りよなさすぎなんだよ」

「いや……自分で分かってんだなぁって、思っただけです」

「それが、失礼っつってんだろ」

　びしっびしっと帆代の首に手刀を刺さす真木嶋の手を予想どおりに煩そうに払い、「遊ぶ暇ひまあったら歓迎会ちょっと遅おくれるって、小幡に連絡入れるくらいしてくださいよ」と不遜な命令をふっかけられた。

「あ～こんなクソ生意気なバディとはコンビ解消させてくれって、ボスに相談しよっかな」

「俺以外に真木嶋さんの面倒見れる寛かん容ようなやつなんていませんよ。散らかしっぱなしの机を整理整せい頓とんおよび毎日掃そう除じしてるの誰だれだと思ってんですか」

「小さいおっさん的な妖よう精せいだろ」

「じゃあ俺がもしそいつに遇あったら、デスクのお菓か子し専用抽ひき出だしをきっちり目張りしておくように伝えます。抽出の中からキャンディーの包みとか、アーモンドチョコとか出てくるの……無む性しようにイラッとするんですよね」

「なんだその地味な嫌いやがらせ……」

　反省など皆かい無むの真木嶋はおざなりな返しをしつつ、スマホのタッチパネルを操作した。

　ＲＶ車は空港アクセス道路から繫つながる首都高一号線を都心方面へ。

　燃えるような夕ゆう映ばえの中、柔やわらかなステアリングで丁てい寧ねいな運転をする男の横顔をこっそり鑑かん賞しようする。

　観察するたびに真木嶋が思うのは、「あの高い鼻、キスのとき邪じや魔まそう、刺さりそう」だ。そんなちょっと野や卑ひな妄もう想そうを搔かき立てられる。

　真木嶋は、革かわ張ばりのシートを少し倒たおしてゆったりと身を沈しずめた。

　あとひと仕事終われば、うまい酒が飲める。

「あー、小幡？　お前の歓迎会、チョイ遅れるから先に始めといて。帆代とめくるめく３Ｐデートしてから行くわ～」

「余計なこと言わなくていいですよ」

　帆代のツッコミは右から左に流しつつ通話を終え、ネクタイのノットを緩ゆるめて「ううーん」と背せ伸のびする。

　ラペルに付けっぱなしだったピンマイクがちょうど目に付いた。

　自分のそれを外してから、帆代の上着のラペルを探ろうと右に手を伸のばすと、ビクッと肩を跳はねさせる。切れ長の眸ひとみがいつもより大きく開いているようだ。

「なんですか」

「ピンマイク、まだ付けっぱだろ」

「あ……あぁ、はい」

　大げさな反応が恥はずかしかったのか、ポーカーフェイスの耳の縁ふちが少し赤い。

　真木嶋はうっすらにやりとしながら帆代のピンマイクを取り、オフにすると、左のポケットにそれを投げ込んでやった。

　こんな微び妙みような均きん衡こうの端はしに触ふれる瞬しゆん間かん、真木嶋は密ひそかに、どうしようもなく胸の奥がざわざわとするのを感じてしまう。いや、わくわく、かもしれない。

　ふたつのシートは繫がっているのに、ふたりの間には不快感を覚えないくらいの適度な距きよ離りと、真木嶋が引いた目に見えない境界線がある。手は届くけれどこの線を踏ふみ越こえてくるなという、身勝手で明確な主張とともに。

　真木嶋はある意味、男らしい男といえるだろう。たゆたう自由と緩い束そく縛ばくを同時に欲しがる我が儘ままな生き物。べったりくっつかれると撥はねのけたくなるが、孤こ独どくではないという安心感はほしいのだ。

　いつもは澄すました顔がん貌ぼうに隠かくしきれない動どう揺ようが滲にじんだのを尻しり目めに、真木嶋はひとつ大きな欠伸あくびをして、車窓の景色を意味もなく眺ながめた。帆代の耳じ殻かくが染まって見えたのは夕焼けの錯さつ覚かくだったのかもしれないからなと、胸の内で帆代の代わりに言い訳してやる。

　ビルの隙すき間まからちらちらと覗のぞく茜あかね色いろの太陽に目を細め、真木嶋は「ちょっと休きゆう憩けいする」と呟つぶやいて、眠ねむるつもりではなく瞼まぶたを閉じた。

　聞こえてようといまいと、返事がなくても気にしない。帆代は適度に放置してくれるし、目的地の手前で気分良く「もう着きますよ」と声をかけてくれる。

　居い心地ごこちのいい場所、退たい屈くつの手前あたりの絶ぜつ妙みような距離──分を弁わきまえている帆代との関係は、これ以上なく安全で、これからも生ぬるいままだらだらと続いていくに違いない。一いつ触しよく即そく発はつの導火線は繫ぎっぱなしでも、帆代は断りもなしに勝手にそれを着火させたりしないからだ。

　視界を塞ふさいでいても時折、ざわりとするような帆代の視線を頰に感じる。

　真木嶋は微び弱じやくな電流に似た刺し激げきに無視を決め込み、心地よい揺れに身を委ゆだねていた。

　真木嶋と帆代はスーツのあちこちに泥どろ汚よごれを残したまま、小幡の新人歓かん迎げい会かいが催もよおされる居酒屋に一時間遅れで現れた。

　肩かたの辺りを叩たたけば、ぱふぱふと埃ほこりが立ちそうですらある。空港でのボディーガード任務のときのほうが、むしろスマートな風ふう采さいだったはずだ。

　女性警護員である夏なつ目めがふたり分の場所を空け、「こちらどーぞ」と手招く。

　真木嶋は畳たたみに腰こしを下ろし、帆代がその右側に座ると、『ＳＰフェニックス』のボス・豊とよ川かわが「さて、全員揃そろったところで仕切り直しだ」とグラスを掲かかげた。

「新卒新人にみんな期待してるぞ、小幡」

　ボスから激げき励れいを受け、乾かん杯ぱい、とグラスを合わせる。膝ひざ立だちでメンバー全員に小さく頭を下げながら、小幡は「これからもご指導よろしくお願いします」と照れくさそうに短たん髪ぱつを搔いた。

　四月一日付で入社した小幡は、在学中にインターンで半年の実務経験があり、すでにそのキャラも浸しん透とうしている。さらに二週間が過ぎて、メンバー全員と酒を酌くみ交かわすのは今日が初めてだ。

「羽田での任務、小幡もしっかり活かつ躍やくしてたな」

「いいえ！　あれは帆代さんがいたから」

「当たり前だ」

　帆代のぼそりとした返しに、小幡が頭をぺこぺこさせて笑う。

　新人・小幡はテレビの影えい響きようを多大に受け、大いに勘かん違ちがいをして『ＳＰフェニックス』に入社してきたという。

「ＳＰって不ふ審しん者相手に派手な大立ち回り！　みたいなカッコイイのを想像してたんですけど、予想以上に地味というか……。問題が起きないように事前に危険要因を排はい除じよして任務遂すい行こうするのが、デキる警護会社、警護員だったんですね」

　刑けい事じ物のドラマにしても、本物の刑事が見れば「あれは創作物だ」と言うのと同じだ。小幡の落らく胆たんは分からないでもない。

「そもそも小幡がウチを志望したのは、俺に、憧あこがれてたからじゃなかったのかよ」

　真木嶋が眉まゆを顰ひそめて問い詰つめると、小幡は「もちろんですよ！」と腰を浮うかせる。

「大学の防犯講習会で真木嶋さんが来たとき、すげーカッコイイって沸わきましたから。女子もみんなキャーキャー騒さわいで」

「その最初の志を、以後も忘れんなよ」

「しかしその当時の印象を軽く裏切られたというか、なんというか……いや、仕事はすげーデキるし、カッコイイのはカッコイイんですけど」

　ちらりと上目で窺うかがってくる小幡を真木嶋が「あ？」と睨にらんだところ、夏目が色気たっぷりに長い髪かみを耳にかけながら「はっきり言って……」と差し挟はさむ。

「真木嶋はひとたび仕事を離はなれると、ショーツの伸びきったゴムみたいだもの」

「ショ……」

　くくくと肩を揺ゆらす帆代の側頭部を真木嶋は手の甲こうでビシッとはたいた。夏目は「真木嶋はスイッチのオンオフが明確なのよね」と笑って続ける。

「見目が緩そうだから油断してると痛い目に遭あう。クールな印象の帆代と並ぶと、二十六歳の帆代より年下に見えるくらいで、まぁ、化け粧しよう映ばえしそうな顔立ちよね。あと、黙だまってればだけど、色っぽくて、目元がずるい」

「あー、分かります！」

「分かるのかよ」

　眉み間けんに縦たて皺じわをつけた真木嶋のツッコミに小幡は首を竦すくめながら「へへへ」と照れ笑いを浮かべ、横で夏目も微笑ほほえんだ。

「アーモンド・アイの、ほんのちょっと垂れてる目め尻じりが、何か言いたげでずるいのよ。頼たのまれなくてもお世話したくなっちゃうっていうか、つい目がはなせなくなっちゃうのよね。どうしたのって声をかけずにはいられなくなるかんじ。それでフラフラと真木嶋フェロモンにやられた人をたっぷり溺おぼれさせておいて『え、俺なんかした？』って言うタイプよ」

「なんという罪深い男なんですか！　人を夢中にさせといて、そりゃないっすよ」

「でしょ？　これがまた天然だからたちが悪いの。しかもね、どうして真木嶋がそう言えるか、小幡は分かる？」

　小幡はぶるぶると首を横に振ふる。夏目は訳知り顔だ。

「こう見えて、身持ちが堅かたいの。なかなか触さわらせてくれない気難しい猫ねこみたい。思わせぶりに視線を投げてきておいて、近付こうとすると『そんなつもりない』ってスッと逃にげちゃう」

「おおう……いたわしい……」

「魔ま性しようの男・真木嶋に嵌はまって、人生の階段を踏み外はずした殿との方がたも多数……。小幡、気をつけなさいね。あなたみたいな穢けがれを知らない純じゆん粋すいなタイプが、いちばん危ないんだから。こんなふうにお酒が入るとエロさ五割増しで……あ、しかも、真木嶋ってね、」

　こそこそ、と夏目から耳打ちされた小幡が、内ない緒しよ話ばなしの意味がなくなる素すっ頓とん狂きような声で「ノーパンッ?!」と叫さけんだ。

「ままま真木嶋さんってオフは下着つけないんですかっ。男でノーパンって……え、いろいろまずくないですかっ？」

「オフの時くらい、どんな格好しようと自由だろ。ルネッサンスの時代はシャツが下着代わりだったんだからいらねぇんだよ」

　真木嶋の役に立たない豆知識に、小幡が「現代日本で生きてる事実は無視ですかっ」とおののいている。

「真木嶋は本気で下着の必要性が分からないんですって。そういうちょっと緩いところが、きっとそそるのね。うふふ。小幡も油断しちゃ駄だ目めよ。お気をつけて」

「お前ら、俺を目の前にして言いたい放題すぎだろ。夏目さんの情報に間ま違ちがいはないけど、ひとつ補足。純じゆん朴ぼくタイプは妄もう想そう過多で面めん倒どうくさいから、小幡は好みじゃない」

「あ……何この、告白前にフラれた感」

　わざとらしく悲痛な表情をつくる小幡を、真木嶋は刺さし身みに箸はしを伸のばしながら笑う。座って十五分くらいしか経たっていないのに、真木嶋の前に置かれたのはアルコール四杯はい目となるハイボールだ。ハイペースの真木嶋の隣となりで、帆代はゆったりと冷酒を啜すすっている。

「こんだけ超ちよう個性的な真木嶋さんと並んでも、帆代さんが霞かすまず負けてないのが凄すごいです。帆代さんこそ男が惚ほれる男でしょ！　どこで鍛きたえたらそんな身体からだになるんですかって訊きいたら、素質だ、ってざっくりナナメに斬きられて、俺その素っ気なさにますます惚れました」

「帆代はスマート……とは少し違ちがう、ドライって感じよね。でもそれが真木嶋を相手にすると、ちょっと崩くずれるところが最近かわいいって思うのよね」

　かわいいんだって、とからかうように肘ひじで小こ突づく真木嶋を相手にせず、帆代は素知らぬ顔で夏目に応こたえた。

「来年三十になろうっていういい年した大人が脱ぬいだら脱ぎっぱ、出したら出しっぱ。俺の三歳の姪めいっ子のほうがまだちゃんとしてる。ちょっと手を伸ばせばゴミ箱があるのに、ゴミをゴミ箱に捨てない。この人が超ちよう絶ぜつにだらしないからメラッとくるときがあるんです」

　夏目が特にかわいいと評価するのは、その『真木嶋のせいでクールさを保てなくなる』という部分だ。

　帆代のあけすけな物言いに、夏目が「甲か斐い甲が斐いしいお嫁よめさんみたい」と返した。心外な解かい釈しやくに、帆代は能面になって固まっている。

　言われ放題の真木嶋はというと、帆代の突つきだしの小こ鉢ばちを指して「それ食べていい？」と気にもとめていない。

「真木嶋さんってもしかして、付き合ってる子や同どう棲せい相手に本ほん性しようを知られて、『こんな人だって思わなかった！』って逃げられるタイプですか」

「俺は同棲はしない」

　真木嶋のズレた答えには、小幡も笑うしかない。

「なんかますます真木嶋さんの女によう房ぼうは帆代さんじゃなきゃ務まらないって思えてきました。尊敬します、帆代さん」

「同情しなくていいんだぞ小幡。帆代は俺んこと、メロメロに愛しちゃってるんだもんな？」

「あんたが自意識過か剰じようなだけですよ」

「仮にも先せん輩ぱいに向かって『あんた』言うな」

　帆代のこの遠えん慮りよのなさは、今に始まったことじゃない。

　ふたりが初めて顔を合わせたのは一年前。

　帆代は大学を卒業後、一いつ般ぱん企き業ぎように就職し、その会社は入社二年あまりで倒とう産さん。就活中に街で強ごう盗とうと遭そう遇ぐうして仕留めた場面をたまたま目もく撃げきしていたボスがスカウトしてきた、という経歴の男だった。

　一八五センチの長ちよう軀くは、幼い頃ころから柔じゆう道どう・剣けん道どう・空手で鍛えたらしく有段者、文字通り鋼はがねのごとき肉体だ。立っているだけで存在感があり、感情をあまり表に出さず冷静沈ちん着ちやくなので、前職の『コピー機メーカーの営業』より、ＳＰという職種は彼に合っているように思えた。

　真木嶋も剣道・空手・合気道と段を有しているものの、身長は一七三センチとＳＰの中では低いほうだ。それどころか社の採用規程は一七五センチ以上なので、最低ラインにも届いていない。普ふ通つうより洞どう察さつ力に長たけた人間ばかりだから、噓うそだとすでに気付かれているに違いないが、社内では『身長一七五センチ』が公こう称しよう値だ。

　俊しゆん敏びんで喧けん嘩かに強いことを自負している真木嶋だが、帆代を目の前にしたとき「力ではこいつには敵かなわない」と察知した。

　しかしそれを口にも態度にも出さない。認めなければならないような場面は、帆代を敵にでもしない限りはあり得ないからだ。

　もちろん帆代は見かけ倒だおしの男ではない。

　初めて帆代を伴ともなって向かった案件でのこと。

　興奮のあまり真木嶋に摑つかみかかろうとしたストーカーを、帆代は片手でねじ伏ふせた。その後も、総会屋を二十秒で黙らせ、集団チカンの首しゆ謀ぼう者しやを三秒で仕留めた。チャウチャウ並みに太っているわりに機き敏びんなポメラニアンのハルナを、ヨーロッパのラガーマンのごときタックルで捕ほ獲かくするのさえお手の物だった。

　最初からなんでもできちゃう子は鼻につく。「どうすればいいですか？　おしえてください」と健けな気げにお伺うかがいされるどころか、むしろ帆代は「机、汚きたないですね」「ファイルが整理されてないから、どこに何があるのか……」と真木嶋に駄だ目め出だししたのである。

　おかげで滑すべり出しは険悪ムードだった。

　しかも真木嶋は仕事はできるが、依い頼らい人に惚れられたり、痴ち漢かん撃げき退たいに向かった先で真木嶋自身が痴漢に遭あうなど、ちょっとしたトラブルメーカーだ。帆代からすれば「この先、この人とバディで大だい丈じよう夫ぶなのか」との不安があったというのも頷うなずける。

　バディとして仕事を始めて数週間が過ぎた頃、先にキレたのは真木嶋だった。

「俺が気にくわないならバディ代えてもらえば」と、椅い子すにどっかり腰こし掛かけたまま、その脇わきに立つ帆代に言い放ったのだ。しかし帆代は泰たい然ぜんとしていた。

「身の回りを整理整せい頓とんできないとか、そのだらしない部分には閉口します。でも俺は、真木嶋さんの判断力や洞察力には絶対太刀たち打うちできない。俺は真木嶋さんをバディとして信しん頼らいし、尊敬しています。相手がメタボ犬だろうが仕事の大小に関係なく、任務に懸けん命めいなところも含ふくめて、です」──帆代のストレートな言葉に、事務所の中はシンと静まった。もちろん、ふっかけた真木嶋も目を瞬しばたたかせた。

　突とつ然ぜん褒ほめられて困こん惑わくする真木嶋に、向かいの席の夏目が「あら真木嶋、照れてる、かわいい」と微笑んだのだった。







　新人小幡の歓かん迎げい会かいは二次会のバーで解散となった。

　若い新人は素す直なおで明朗、新しい環かん境きように馴な染じもうと積極的な様子に好感を覚える。ボスと今後小幡のバディとなる警護員らは、これから三次会らしい。

「真木嶋さん、タクシー」

　ぐいと右みぎ腕うでの肘の辺りを摑まれて、ふらりと立ち上がる。

　今夜は少し飲み過ぎた。酒には強いが、一度眠ねむくなると駄目なタイプだ。

　帆代にタクシーの奥へ押し込まれ、ぐらつく頭を車窓に預ける。

「眠い……」

「とりあえず笹ささ塚づかまで。あ、寝ねないでくださいよ」

　そんなこと言ったって……と声に出ていたかは分からない。新宿から二十分ほどで到とう着ちやくし、帆代から再び腕を摑まれた。車外に引きずり出され、背後で帆代が「ちょっと待っててください」と運転手に声をかけている。

「ひとりで大丈夫」

「どうせこの辺で寝たりするでしょう。まったく……」

　世話のやける……、と肩かたを担かつぎながらぼやく帆代のネクタイが、視界の端はしをゆらゆらと掠かすめた。

「……帆代、タイピンないぞ」

「──あ、……なくした……」

　いつもの、定規で線引きしたようなしゃべり方が崩れていて、茫ぼう然ぜんとした様子につい笑ってしまう。

　獅し子しを模した銀色のタイピンは、帆代がいつも身に着けていたものだ。大切にしてるものなんだろうと、なんとなく思って見ていたのだが。

「タクシーの中に、落ちてるかも」

「……ですね」

　真木嶋が自室の前で鍵かぎ穴あなに鍵を挿さすところまで見届けて、帆代は「じゃあ」と踵きびすを返す。

　それからエレベーターのボタンを押すと、扉とびらはすぐに開いた。その小さなエレベーターに帆代が乗り込む。なんだか移送される動物園の猛もう獣じゆうみたいだ。

「ライオン……」

　真木嶋の呟つぶやきは届かなかっただろう。こちらを振ふり向いた帆代は、肉食の獣けものが草むらから静かに眸ひとみを光らせているような相そう貌ぼうだ。

　互たがいに無言で、エレベーターの扉が閉まる。階を示すデジパネの数字がひとつずつ減り、真木嶋はようやく息をついた。

　帆代が部屋の前まで送ってくれたことは何度かあるが、中に招いたことはない。

　帆代だけでなく、これまでの二十九年間にただのひとりも。

　過去の恋こい人びとだって例外でなく、自分のプライベートを他人に曝さらす気持ちになれなかったのだ。

　人と深く関かかわるのが昔から苦手だった。距きよ離りを取らないと自分が余よ裕ゆうをなくしそうで怖こわい。

　そんな真木嶋の頑かたくなさを、過去の恋人たちはみな嫌きらって去った。もしくは、真木嶋自身が遠ざけた。最初は尊重し、遠慮してくれてもやがて、「心を許さないのは愛がないのと同じ」と口を揃そろえて真木嶋を責める。

　それを否定はしない。だって許せないのは事実で、つまりそういうことなんだろうと真木嶋も納なつ得とくするからだ。

　真木嶋にとって部屋に踏ふみ込むのを許すということは、自分の骨の髄ずいまですべてを吸いつくされてもいいと決意を固めること。弱い首筋やはらわたを貪むさぼられるかもしれない、という覚かく悟ごが必要だ。

　過剰なまでの警けい戒かい心しんは長年に亘わたり真木嶋に染しみついた癖くせみたいなもので、真木嶋自身もそれを変えることができないでいる。これからもおそらく、変わらない。

　信じられるのは、自分だけ。自分を護まもるのも自分自身。

　帆代はたぶん気付いている。真木嶋の透とう明めいのバリケードに。

　だから、表面的な世話を焼くだけで必要以上に詮せん索さくしたり、図ずう々ずうしいお節せつ介かいなどしない。

『同どう僚りよう』で『後こう輩はい』で『バディ』の分を弁わきまえている。そんな帆代と一いつ緒しよにいるのは、真木嶋にとってラクなのだ。

　あんなゾクゾクする目つきで見つめておいて、部屋に上がってもいいですか、とは絶対に言わない男。少し離はなれた位置から最後まで見守り、適度に真木嶋をひとりにしてくれる。

　一年間、仕事を通じた付き合いしかないけれど、真木嶋は帆代のことをそんなふうに分ぶん析せきし、自分にとって居い心地ごこちのいい安全な距離を取ってくれる三つ年下のバディには、一定の信頼を寄せるようになっていた。







　　　　２







「ＤＶ被ひ害がい、ですか」

「詳くわしくはこれを見てほしい」

　弁護士の奥おく田だ敬けい治じから受け取ったファイルを捲めくると、依頼人についてのプロフィール、続いて依頼内容が書かれたレポートになっている。

『ＳＰフェニックス』の応接用のソファに真木嶋と帆代、その対面に奥田が座った。

　真木嶋がレポートから目線を上げると、奥田は薄うすく笑えみを浮うかべた。

　りゆうとしたスリーピーススーツの胸むな元もとにはひまわりを摸した徽き章しようが鈍にぶく光る。奥田は、さっぱりとカットした短たん髪ぱつに、ほどよく精せい悍かんな顔つきだ。法ほう曹そう界にいる人間らしく隙すきのなさそうな風ふう貌ぼうでも、無む駄だに威い圧あつ的な言動はしない。優やさしく明朗な語り口なので親しみやすさを感じると、社内の人間には受けがいい。

　しかしプライベートの情熱的な彼を知る真木嶋だけは、密ひそかに『外そと面づら装そう飾しよく男』と名状している。

　デスクの女性がコーヒーを出すと、奥田は「ありがとう」と柔やわらかに微笑ほほえんだ。当たりがソフトな男は先日三十五歳になったが、二十代で独立して自分の弁護士事務所を構えたやり手だ。

「被害を受けているのは代議士のお嬢じようさんなんだ。だからなるべく表おもて沙ざ汰たにしたくないと相談されてね。俺から『ＳＰフェニックス』さんに依頼することをオススメした。信頼できるＳＰがいて、今までに何件もＤＶやストーカー問題を解決した実績があるからって」

　裁判になると分かっていれば弁護士事務所でまるっと扱あつかう案件を民間警護会社に回してくるのには、奥田が真木嶋の知人だという以外にも理由がある。

　裁判を嫌がり、なるべく穏おん便びんに、目立たない方法で解決したいと望む依頼者が多いからだ。

　ＤＶやストーカー、チカン被害など、誰だれだって積極的に周囲に知られたくはないもの。

　イメージダウンになりかねない身辺トラブルの芽を摘つむとか、愛いとしい我が子を思って裁判を避さけるというのが大方の事情だ。そういう、弁護士事務所では扱えない極ごく秘ひ案件を持って奥田はときどき『ＳＰフェニックス』に顔を出す。

　警護会社は調査と並行して警護も行うので、一石二鳥。もしのちに裁判に発展した場合でも、その段階で『ＳＰフェニックス』が集めた証しよう拠こが裁判に有利に働くケースがほとんどで、双そう方ほうにとってうまみのある依い頼らいといえる。

「明日あした、指定したホテルの部屋で会ってやってほしい。病院の診しん断だん書を貰もらって来るはずだ。パソコン・携けい帯たいのメール、できるだけ証拠として使えるものを集めるようにお嬢さんにはお願いしておいた」

　真木嶋はファイルを隣となりの帆代に渡わたした。帆代はそれを捲り、目を通すだけで黙もくしている。異論がなければ、帆代はだいたいこんな調子だ。

「あとはその証拠を整理して、不足を補って、法的に有効・有利な書類を作成しておけば奥田さん的にはオッケーなんだろうし？」

　仕事を警護会社に回すのは本意ではないだろうけれど、これで首しゆ尾び良よくいけば「いいところを紹しよう介かいしてくれた」と評価は上がるし、裁判に持ち込むことになれば結果的に奥田はいいとこ取りになる。

　いいご身分だなと言こと葉ば尻じりに嫌いや味みを込めた真木嶋に、奥田は「持ちつ持たれつ……ですよね、ボス」と会社のトップに向かって笑いかけた。ボスも「だな」と書類に目線を落としたまま、おざなりに頷うなずく。

　仕事を受けるか否いなかはボスの判断あってのことだが、奥田が持ち込む案件に関しては信しん頼らいがあるため、真木嶋次し第だいでほぼふたつ返事だ。

　真木嶋は内心でため息をつきながら、案件に話を戻もどした。

「うちのやり方は奥田さんもご存じのとおり。ＤＶやストーカーをする人間には心からの反省を促うながして、『被ひ害がい者しやに二度と近付かない』と誓せい約やくさせるのが基本的なプランです」

　ただ依頼人について回り、身辺警護するだけじゃ、何も解決しない。

　加害者が加害行こう為いをやめるまで、永遠にボディーガードを雇やとい続ける財力があるなら話は別だが。

「念のために確かく認にんしておくけど、一刻も早い警察の介かい入にゆうと裁判を勧すすめるような案件ではないという見解があっての、うちへの斡あつ旋せんなんですよね？　相手が前科持ちのヤバいやつとか、長期に及およぶＤＶの場合は常習化していて、うちみたいな警護では手に負えない」

　警護会社だからといって、どんな犯罪者からも護りますとは言えない。

　自分たちの安全を確保してこそ、依頼人を護れるというものだ。警護の範はん囲いを逸いつ脱だつし、危険と予測されれば、依頼を受けることをボスが許可しない。

「交際期間三カ月未満、相手の身元はファイルにあるとおり。数年前に会社を起業した男だが、業績が落ちてきていることもあって苛いら立だっているのかもしれない」

　真木嶋の問いに奥田はそう答えた。

　社会的に地位のある者は、争いごとを嫌きらう。依頼人だけではなく、加害者側にしても同じだ。

　おおごとにならないうちに、トラブルを丸く収める方法のひとつとして、二度と危害を加えないと記した『誓約書』の提出を促し、解決を図はかれば、大たい概がいが引き下がる。

　加害者側がもし将来、約束を反ほ故ごにしたとしても、念書に残した自らの誓ちかいを破ったとして、依頼人にとって法的に有利な証拠となるわけだ。

　誓約そのものを拒きよ否ひされたなら、そのときは容よう赦しやなく警察に被害届を出せばいい。加害者には社会的な制裁と、裁判所において相応の審しん判ぱんが下される。

「ボス、明日依頼人と面接してもいいですか」

　ボスは右手を上げて「了りよう解かい」と答こたえた。

　用件は済んだので真木嶋が腰こしを上げかけると、奥田に呼びとめられた。

　奥田は真木嶋しか見ていない。察した帆代はそのまま二メートルほど離れた位置にある自分のデスクに戻っていく。

「なんだよ」

　奥田は「そんな怖い顔するなよ」と、真木嶋の隣に移動してきた。仕切りのないふたり掛がけのソファで膝ひざが当たるほど近付かれて、真木嶋はあからさまに嫌な顔をする。

「この間、羽田で帰国直後のアーティストの警護してただろ。お前がテレビに映ってた」

「……タレントの警護もやってんだから、画面の端はしに見切れるくらいするだろ。……くだらないお喋しやべりに付き合ってる暇ひまはない」

　再び腰を上げかけると、腕うでを引っ張って座らされた。『外面装飾男』はいいかげんしつこくてうんざりする。顔中に不快を表して、じろりと睨にらむけれど、こんな反応いつものことだと慣れている奥田はちっともめげない。　>>>♥

「そう冷たくするなって。ちょっと瘦やせて見えたから心配してるんだ。相変わらずほっそい膝して……。ちゃんと食ってるのか。うちの事務所近くにうまい小料理屋があるから、今度連れてってやろうか。コンビニメシとか、ニュルニュルした栄養補給のサプリ的なやつとか、そんなものばかり食ってると……」

「年取ったら日増しにうるさくなるな。ヘルスケア談義がしたければ、近所の奥様方とテラスで健康茶でも飲んでればいい」

「減らず口を治す薬のほうが必要みたいだ」

　どこか楽しげですらある奥田のぼやきは気にもとめず、真木嶋は「この件はボス経由で随ずい時じそちらに報告入れますから」と事務的に告げて席を立った。

　誘さそいを一刀両断された奥田はさすがに諦あきらめたらしく、半笑いで「頼たのむよ」と手をひらりとさせる。それからボスと言葉を交かわし、事務所を出て行った。

　依頼者との面接は明日だ。奥田が持ってきた仕事の計画書を作成しなきゃならない。

　パソコンを操作するが、目当てのファイルが見当たらない。

「帆代ー、計画書のテンプレがないんだけど」

「真木嶋さんにオリジナルファイルを上書きされたから、フォルダを分けました」

　ちくりと棘とげのある口調に気付いて左へ振ふり向くと、帆代の横顔に不ふ機き嫌げんが滲にじんでいる。

　いつも無ぶ愛あい想そうで、傍はた目めには分かりにくいけれど、話しかけた真木嶋と目線も合わせずあの口ぶり。

　真木嶋は内心でふぅん、とひとりごちた。

　さっきも真木嶋と奥田が無駄話を始めると、ふたりの会話に帆代が聞き耳を立てているのは気配で気付いていた。どうかすると、自分の横顔や背中に帆代の視線を感じるときもある。

　三年ほど前、真木嶋と奥田は恋れん愛あい関係にあった。すでに終わっているふたりの過去を周囲は知らないし、そもそもゲイだとカミングアウトだってしていない。ちょっと親しい間あいだ柄がらだと思われている程度だろう。

　しかし、かつて恋こい人びと同士だったというその微び妙みようなニュアンスやふたりの間に流れる特別な空気を、帆代は何か察しているのかもしれない。だから、機嫌が悪くなる。

　──分かりやすいやつ……。

　そんな自分の感情を知られたくないくせに、帆代はうまく隠かくせずにいるらしい。

　真木嶋はキャスター付きの椅い子すのまま下がり、帆代の右半身にどすんとぶつけた。

「その避ひ難なんさせたフォルダ名、俺に教えてくんない？」

　小さなため息とともにボソリと答えた帆代に、背もたれごとぐいぐいと押しつける。

「帆代、昼飯は『きのや』のごぼう天うどんがいいなぁ」

「……出前しますか」

「いや、天気いいし、食いに行こうぜ。今朝ジャケットの中から覚えのない五千円が出てきたんだ。嬉うれしいから奢おごってやる」

「嬉しいって……それ、どうせ真木嶋さんが財さい布ふに入れるのが面めん倒どうでポケットに突つっ込んでたやつでしょう……」

「気分がいいから、かやくごはんのおにぎりも付けてやる」

「…………」

　決まり、と自分のデスクに戻って、知らされたフォルダを開いた。

　さっきまでぴりぴりとしていた空気は、もう左側から漂ただよってこない。

　簡単な男だ。何を考えているのか理解しにくかったのは最初だけで、普ふ段だん、表情に乏とぼしい男はそこらの誰だれよりも感情の波を分かりやすく揺ゆらして機き微びを伝えてくる。周囲の者は微び々びたるそれに気付くことはないだろうけれど。

　こんなに近くで、ずっと一いつ緒しよにいる相棒だから、互たがいに気持ちよく仕事をするにはどうしたらいいか──無神経なようでいて真木嶋はちゃんと考えて動いているのだ。

　真木嶋と帆代の関係は、仕事を含ふくめてじつにうまくいっている。

　危あやうい瞬しゆん間かんがときどき訪おとずれても真木嶋はその対処を間ま違ちがわない自信があったし、ふたりの均きん衡こうは永遠に保たれるもの、と思っていた。







　奥田が持ち込んだ案件は、他ほかのＤＶ対処と変わりなく順調に進んでいる。

　恋人からの暴力が原因で病院へ駆かけ込んだ際、女性は「転んだだけ」と説明したらしいが、打だ撲ぼく痕こんを診しん断だんした医師はそれを疑い、機転を利きかせて「記録のために」と写真を撮とっていたのが幸いした。

　診断書と共に証しよう拠こ写真があり、そのとき病院まで付き添そった友人の証言と、その友人に相談したときのメールなど、ＤＶ男を追い詰つめるための準備は万ばん端たんの態勢で面会に臨のぞんだ。

　ホテルの一室で、件くだんのＤＶ男・田た辺なべはとくに感情を表さないまま、ひとり掛けのソファに座っている。日程と場所を伝えるために五日前にも一度面会したが、そのときも興奮することなく、攻撃的な様子もなかった。

　対面に真木嶋が、そして帆代は一部始終を録画するため、テーブルの傍かたわらに立ってデジタルビデオカメラを回している。

　田辺は現在三十代半ば。会社を興おこすのは二度目で、スイーツのフランチャイズを関東・中部地方に展開していたが、不ふ況きようの煽あおりと移ろいやすい日本人の嗜し好こうに翻ほん弄ろうされて、次々と撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされている。

　サイドの髪かみをうしろに撫なでつけ、一ひと重えの切れ長の目と薄うすい唇くちびるが冷たい印象を与あたえる細ほそ面おもて。窪くぼんだ瞼まぶたに削そげた頰ほおが単なる疲つかれではなく、ギスギスとして見える。

　会社を立ち上げた当時に撮られた写真が真木嶋の手元のファイルに挿んであるが、目の前の男は『スイーツ』とはかけ離はなれた雰ふん囲い気きで、まるで別人だ。薬物に手を出していると言われれば「どうりで」と頷うなずけるほど変へん貌ぼうしている。

　そんな田辺の前には、病院で撮られた証拠写真や自身が送信した脅きよう迫はくメールをプリントしたものがずらりと並び、それらを俯ふ瞰かんするような面おも持もちだ。

「依い頼らい人である本件の被ひ害がい女性は、あなたと今後一いつ切さい、交際・面会しないことを望んでいます。不当な暴力行こう為いおよび暴言により、被害女性は肉体的、精神的に著いちじるしい苦痛を受け、当社に証拠収集と被害者の希望する内容での念書、言げん質ちを取るよう依頼されました。加害者側の言い分も聴ちよう取しゆし、納なつ得とくの上で謝罪していただくのが私どもの目的です」

　田辺は証拠物に落としていた目線を上げ、真木嶋をまっすぐに捉とらえた。真木嶋もその目を逸そらさない。

「謝れと言っておいて、彼女ではなく、あなたたちに向かって謝罪するんですか」

「動画を撮さつ影えいし、それを依頼人にお渡わたしします。あなたが依頼人と面会することはできませんから」

「随ずい分ぶん一方的なんですね」

　自分のことは棚たなに上げ、相手にばかり常識や正論をぶつけるタイプだ。言うことを聞く者には紳しん士し的にふるまい、相手が少しでも自分の意に反することをすれば「お前が悪いからだ」と暴挙に転ずる。

「一方的に暴力をふるわれたんですから、こちらもフィフティフィフティというわけにはいかないでしょう？　何事にも公平な対処を望むなら、力で人格をねじ伏ふせるべきじゃないのに、あなたの行為は矛む盾じゆんしている。暴力で相手より上に立って、自分の思い通りに支配していたあなたが平等を語れますか。こんなときばかりフェアを望むのは身勝手です」

　真木嶋の凜りんとした言説に、田辺が初めて表情を強こわ張ばらせた。口元は緩ゆるんでいるのに頰がぶるぶると微び動どうしている。奇き妙みような表情だ。やがて震ふるえを抑おさえるように奥歯を嚙かむ様子が見て取れた。

「こんな……裁判書類をちらつかせて、あんたたちがやってることも暴力と……恐きよう喝かつと同じじゃないか」

「無理に署名しろとは言いませんよ」

「結局そうやって脅おどしてる」

「論点をずらさないでください」

　真木嶋の剛ごう直ちよくな声が響ひびき、田辺の瞳どう孔こうがわずかに開く。緊きん張ちようが増した証拠だ。

　相手にもよるが、威い圧あつ的に追つい及きゆうするのは逆効果。でも毅き然ぜんとした態度で交こう渉しように臨のぞまなければ、「書かされた、言わされた」とあとから翻ほん意いし、「宣せん誓せいは無効だ」なんて主張されたりする。

　真木嶋は終始視線を外すことなく、「逃にげられないぞ」と眸ひとみに気き迫はくを漲みなぎらせて揺らがない。無言の対たい峙じは十秒ほど続き、田辺は薄く開いた口こう唇しんの隙すき間まから細く長い息をついた。

　田辺のほうも絡からみつくような目線をほどかない。表面は冷たいのに、その奥がどろりと濁にごった目だ。

「依頼人の言い分に反論があればどうぞ。すべて調書に残し、依頼人にも伝えます。今後裁判になった場合、ここで発言したことはすべて、あなたにとって有利にも不利にもなる……とだけ申もうし添えておきます」

　田辺はその表情はあまり変化がないのに、テーブルの陰かげで何度も手のひらをきつく握にぎりしめたり少し緩めたり落ち着きなくさせているのが、シャツの腕うでの辺りが微動するので分かる。薬物でなければ、なんらかの精神疾しつ患かんに罹かかっているかもしれない。

「……書かなければ被害届を出す、書いても証拠書類として裁判に持ち込むつもりだろう」

「それは私どもの関知するところではなく、依頼人の判断に委ゆだねますので」

　いつ被害届を出されるか、裁判を起こされるのか、田辺はこれから怯おびえて暮らさなければならない。

　しばらく瞬まばたきもせず考え込むように俯うつむいていたものの、田辺はついに非を認めて、要求どおり宣誓することに同意した。

　そして田辺は今、『二度と暴力をふるわない・近付かない』旨むねを示した誓せい約やく書に署名している。「彼女にはご迷めい惑わくをおかけしました」というひと言もあり、自分が犯おかした過あやまちを認めてはいるものの、最後までその表情は乏しく、なんともいえない不気味さが漂っていた。

　真木嶋はじっと田辺を凝ぎよう視しした。

　厄やつ介かいな仕事を受けてしまったかもしれない。何か良くない予感がする。

　事前に調査した限りは逮たい捕ほ歴はもちろん、精神病歴、薬物使用歴もなかったけれど、現在はどうなのか真木嶋たちが確かく認にんするにも限界がある。

　最後に、田辺が念書を掲かかげた状態で写真を撮り、動画を撮影していた帆代も録画をとめた。

　田辺がホテルのエントランスからタクシーに乗り走り去るまでを、帆代が見送って部屋に戻もどってきた。田辺を乗せたタクシー会社に連れん絡らくして走行状じよう況きようを追つい跡せきしてもらうと、数駅先の地下鉄乗り口で下車したとのことだ。

「ちょっと独特な雰囲気の男でしたね」

「あれは再犯の可能性がないと言い切れないな。裁判に持ち込んで精神鑑かん定ていなり送そう致ちなり、法的に対処してもらいたいけど……」

　依頼人が隠おん密みつ処理を望んでいる以上、真木嶋たちがやるべきことはもうない。

　真木嶋と帆代も帰り支じ度たくを整えて部屋を出た。そして隣となりの部屋の前に立つ。

　帆代が撮影していたビデオカメラの映像はオンラインで送信され、隣りん室しつで待機する依頼人もライブ映像のかたちで見ていたのだ。

　依頼人が待つ部屋のチャイムを鳴らす。ドアが開くまでの間、真木嶋は、雨夜の泥でい濘ねいを思わせる田辺の黒目を思い出していた。







　田辺から誓約書を取り付けたあと、依頼人の女性へ簡単な報告が済み、後日、正式な書類に起こしたものを渡す約束をした。田辺との交渉の状況については、ライブ映像でほとんど伝わっている。

「今朝、わたしの携けい帯たい番号は変えました。……でも……本当にこれで納得して引き下がってくれるのか不安です」

　女性は眉まゆを狭せばめ、声を震わせている。小こ柄がらな女性が、ますます小さくなって見えた。これまで受けた心の傷は、決して謝罪文などでは癒いやされない。

　彼女が警察の介かい入にゆうを避さける理由は、父親が代議士だから迷惑をかけたくないという一点だ。父親も、そんな健けな気げな娘むすめの安全より、選挙前の自分の立場を守ることを選んだらしい。

　彼女の境きよう遇ぐうを気の毒に思いながら、真木嶋はそっと目線を合わせる。

「今後、田辺が何か仕し掛かけてくるようなことがあれば、今度こそ、証拠の書類を持って警察に駆け込んでください。付き添いが必要なら、私に連絡をくださっても構いません。どんな些さ細さいなことでも、あの男がすることを許しては駄だ目めです」

　簡単に消えることのない恐きよう怖ふに怯える女性に、真木嶋は「心を強く持って」と励はげました。

　ホテル裏口から彼女をタクシーに乗せて見送ったあと、十四時を過ぎて、真木嶋と帆代はホテル内の食事処どころで遅おそめの昼食をとった。

「このまま何もなければいいですね」

「……だな」

　食事中も頭がもやもやとすっきりしない。証しよう拠こは揃そろい、念書も取り付け、ここまでは滞とどこおりなくいっている。あとは書類を纏まとめて依頼人に渡すという事務処理だけだ。

　会社に戻るべくホテルを出る直前、真木嶋のスマホが鳴った。一時間ほど前に別れた依頼人の女性からだ。

『助けて……助けてください』

　受話側から聞こえてきた女性の声は震えている。

　真木嶋は顔色を曇くもらせ、その様子から帆代も異変を察知して眉み間けんを狭めた。

「……田辺が一いつ緒しよなんですね？　どこですか、田辺だけですか」

『助けてっ……』

　怯えた声の彼女からは、まともな答えが返ってこない。

　田辺はどうやって彼女の居所を突つきとめたのだろうか。

　同じホテルにいたことを田辺に知られたはずはない。また、彼女はほとぼりが冷めるまで友人宅に身を寄せており、なおかつ今朝、携帯番号を変えたと言っていたから、呼び出すことなどできないはず。

「けがはしてませんか」

『し……縛しばられて……』

　受話側から、ついに嗚お咽えつが漏もれてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。必ず助けますから」

『真木嶋さん』

　真木嶋の励ましに被かぶせて男の声が突とつ然ぜん聞こえた。背筋をぞくりと冷たいものが走る。

『こいつを助けたければ……今から言う場所へ来い』

　田辺が指定した場所はホテルからほど近いところにある雑居ビルだ。つまり一度タクシーを降りて、こちらへ舞まい戻っている。しかしなぜ──……？

「帆代、証拠物をホテルのフロントに預けてこい」

　これから飛び込む先を考えれば、自分たちで持っているほうがリスクが高い。

「マル被ひはおそらく単独、しかし女性を人ひと質じちにしてる」

　戻ってきた帆代と指定されたビルまで走りながら策を練る。

「どうやって依い頼らい人の居場所を特定したんでしょうか」

「分からない。けど、もう携帯のＧＰＳくらいしか……」

　しかし、ＧＰＳによる位置情報の取得には、知らせる側の認証が必要なのだ。

　田辺と別れてから三時間ほど経過している。その間に女性を拘こう束そくするための準備をしたのかもしれないし、今日の交渉前から報復を算段していたなら、なんらかの武器を所持している可能性もある。

「田辺は助けたければ来いと言ったんだ。彼女を傷つけたいわけじゃなくて、交こう渉しようの盾たてに使うつもりなんだろう」

「じゃあ、真の目的はこっちが握ってる念書と証拠の破は棄き」

「それか、プライドを傷つけられた腹いせ、……」

　将来を悲観して自棄やけを起こしたのかもしれない。

　追い詰つめられた人間は、支し離り滅めつ裂れつな思考に陥おちいって、こちらの思いも寄らない行動に出る。

　宣せん誓せいしたはずの加害者が、念書にサインしたその場で暴れ出したことが過去にあった。そうなれば即そく座ざに警察へ通報する。だから田辺はしっかりと距きよ離りを取り、こちらを油断させてから動いた──かなり周しゆう到とうだ。

　指定された雑居ビルを仰あおぎ見る。表通りから入って奥まったところにあり、昼間でも周囲に人けは少ない。

「どうしてこのビルなんですか……」

「アングラの匂においプンプンするなぁ。この辺は若わか宮みや組のシマだったのを、暴対法施し行こう後ごに一いつ掃そうしたはず……」

　階段脇わきの案内板は、地下一階から地上五階まですべて空白。かつては組関係者が集会していたかもしれないが、現在は寂さびれたビルだ。階段下を覗のぞいてみるも、光源はなく薄うす暗ぐらい。

　ホテルから徒歩圏けん内ないにあるこんなビルを、たった数時間で選定できるとは思えない。真木嶋が交渉場所にあのホテルを指定したのは最初に面会した五日ほど前のことだ。下調べするにも充じゆう分ぶんに時間はある。

「田辺は自棄を起こしたんじゃなくて、やっぱり計画してたんだ。武器を所持してるのは間ま違ちがいないな」

「俺が先に入って時間を稼かせぎます。真木嶋さんは応おう援えんを」

「帆代、彼女の解放が最優先だ。無む茶ちやはするなよ」

「了りよう解かい」

　ピンマイクをラペル裏につけ、帆代は地下に続く階段を窺うかがいながら右手にメリケンサック、腰こしに警棒を装備した。

　帆代が降りていくのを確かく認にんしながら小幡の携帯を呼び出すが、応答がない。

　左の腕うで時ど計けいを見て思い出した。今日は午後から対企き業ぎようチームで大きなミッションがあり、真木嶋と帆代を除いて全員が出で払はらっているのだ。事務所に残っているのはデスクだけ。

　騒さわぎにしたくないという依頼人の要望を無視してただちに警察を呼ぶべきかと考え始めたところ、イヤホンから帆代の声が聞こえてきた。予定どおり、帆代がまずは人質となっている女性の身代わりを申し出ている。

『……わかった。こっちへ来てそこの縄なわで両足を縛れ。女の解放はそれからだ』

　ピンマイクが拾った田辺の声も聞こえた。帆代の要求に対して、意外にもあっさりと承しよう諾だくしたようだ。彼女をいたぶることが田辺の真の目的ではないという読みが当たったことには、ホッとする。

　こちらの思おも惑わくどおり、女性の安全が確保されるなら、最初の難関はクリアだ。

『お前、ピンマイクを付けてるだろう。どこだ』

　田辺は警護員が何を身につけているのかも承知しているらしい。人を警護する仕事でありながら案外、携帯できる武器が少ないということも。

　田辺が帆代のピンマイクを見つけたらしく、音声が途と絶だえたところで、地下から女性が出てきた。階段に真木嶋を見かけ、駆かけ寄ってくる。

「わたしの代わりに帆代さんが……！」

「心配しないで。優ゆう秀しゆうなＳＰですから簡単にやられたりしません。今のところは警察へ通報もしていませんから、安心してください」

　興奮状態で泣いている女性を宥なだめ、介かい助じよしながら階段を上がらせて、表通りに出たところでタクシーを停とめる。

「田辺は何か武器を所持していますか」

「縄……縄で縛られて……」

　女性はぶるぶると横に首を振ふるだけで、まともな会話ができる状態ではない。

「こういったケースの対処も我々は慣れてますから、大丈夫です。あなたは早く安全なところへ」

　あとでご報告します、と軽く流して女性を乗せたタクシーを送り出した。

　ここからは自分たちの安全確保が最優先だ。

　女性の解放に成功しただけでも評価してほしいところだが、治ち療りようが必要なけがをすれば反省文と理り不ふ尽じんな減げん俸ぽう処分が待っている。

　対企業チームの任務は三時間後にしか終わらない。

　地下は電波が途と切ぎれる恐おそれがあるので、「女性は解放された。身代わりの帆代を助けに入る」と小幡の携けい帯たいにメッセージを残して、真木嶋は警棒をジャケットの下に忍しのばせた。

　階段を駆け下り、地階の様子を窺う。建物にあまり奥行きがないので、廊ろう下かには待ち伏ぶせて身を隠かくすような場所もなく、右からも左からも田辺が飛び出してくる気配はない。

　真木嶋はひとまず壁かべ伝いに突き当たりまで、注意を払はらいながら進んだ。

　左から三つ並んだドアのいちばん奥の部屋を覗くが、誰だれもいない。順番に確認し、三つ目のドアを開けたがやはり人の気配はなかった。

　そのドアの向かいにも、もうひとつドアがある。今チェックしてきた三つのドアをもう一度振り返った。変化はない。もうここしかない、と睨にらみ、最後のドアのほうに足を踏ふみ出したときだった。

「動くな」

　誰もいなかったはずの部屋から田辺が現れ、背中に銃じゆう口こうとおぼしきものが突きつけられている。本物か、偽にせ物ものか、現段階で確証は得られない。

「おかしいな……今確認した部屋から出てきたよね。あんたマジシャン？」

「ここも以前はヤバいことに使ってたんだ。二つ目と三つ目のドアの間に秘密部屋があって、隠し扉で繫つながってる。簡単すぎるトリックでさぞがっかりだろう」

　両手を上げ、背中に口径をあてがわれたまま三つ目の部屋に入ると、帆代が両りよう腕うでをうしろに回した状態で、テーブルの脚あしに拘束されていた。足首もロープで縛しばられている。

　真木嶋も、背後に回した両腕を結束バンドで括くくられた。片手でも簡単に締しめ上げられる構造のプラスチック製の細い紐ひもは、真木嶋の手首にきつく食い込む。

　帆代は「まんまと捕つかまるなよ」と文句を言いたげな呆あきれ顔だ。

「しょーがないだろ。隠し部屋なんて暗くて見えねぇっての。お前こそピンマイク壊こわされる前に大事な情報を伝えろって」

「こんな部屋があるって知ったの、壊されたあとだったんですよ」

　真木嶋は帆代から五メートルほど離はなれた位置にあるテーブルの脚あし下もとに乱暴に引き倒たおされ、強したたかに座骨を打った。良心のかけらもない扱あつかいだ。

「どうしてこんな場所……。お前、ヤクザの残党か」

「ヤクザのシマを一掃したはいいが、いつまでたっても買い手がつかない裏通りの雑居ビル……悪いことするのにうってつけの場所だ。昔、三下にもならないパシリで運び屋してたときは、クラブだったここをアジトに使ってた。あ……前科もないから、調べても何も出てこなくて当然だよ」

「でもどうやって彼女の居場所を突つき止めたんだ」

「心配性しようのパパの言いつけを守ったつもりだろうが、あのお嬢じようさんの携帯にはＧＰＳで居場所を特定するアプリが入ってる。ママが子供に防犯で携帯持たせるのと同じだよ。このアプリにはちょっとしたからくりがあって、一度登録したＩＤを解約しないかぎりは、機種が変わろうが、ＳＩＭカードが抜ぬかれようが、その登録ＩＤで追つい跡せきできるんだ。登録ＩＤを知ってれば、彼女の認証なんかとくに必要ないってこと」

　田辺の講こう釈しやくに舌打ちしたくなる。日々進化する技術に多様に増ぞう殖しよくするサービス、裏取引されるソフトなど、網もう羅らするのは容易ではない。

　床ゆかで体勢を立て直そうとする真木嶋に、田辺は黒い拳けん銃じゆうの銃口を向けた。

「……さっき取り付けた念書も証しよう拠こも、俺はここに持ってないよ、田辺さん」

「大事な証拠を持ったまま踏み込んでくるほどのばかとは思ってない。今ここになくてもいいんだ」

　緩ゆるんだ口元とアンバランスに、ぞっとするほど暗い泥でい濘ねい色の眸ひとみが鈍にぶく光る。それを真木嶋が睨ねめた瞬しゆん間かん、腹にも一発きつい蹴けりを食くらった。口内に酸すっぱい胃液が広がる。

「……ったいな……」

　表情を歪ゆがめながら顔を上げると、田辺が無む慈じ悲ひにそのトリガーを引いた。

　帆代が何かを叫さけび、真木嶋が声を上げる間もなくパンッと派手な音と火花が散る。同時に胸に小さな衝しよう撃げきを受けた。

「オモチャにしては精せい巧こうでしょ？」

　田辺はいたずらが成功したことに至し極ごく満足しているらしい。

「……冗じよう談だんが過ぎるよ、あんた。何が目的だ」

「まずは、すべての証拠と念書の破は棄き。やられたらやり返さなきゃ気が済まない性しよう分ぶんでね。脅おどされたから、俺も報復する。それに真木嶋さん、かなり俺の好みなんだよ。先週、最初に会った日、あ……イイなって思った。あんたにはどうしてだか、性せい衝しよう動どうを煽あおられる。とくにその目元がイイね。皮ひ膚ふを破って内側にねじ込んでくるような視線、刺し激げき的だよ。あんたのその目に検分されてる間中、俺はずっとぞくぞくしてた。ちょうど上品なお嬢じよう様さまには飽あきてたんだ。殴なぐっても怯おびえるだけで、か弱い女は面おも白しろみに欠ける」

　田辺のターゲットは今や、依い頼らい人の女性から真木嶋に移っている。自分を性的な意味でロックオンされているとは思いもしなかった。

　田辺はデジタルビデオカメラのレンズを真木嶋のほうへ向け、手近な棚たなに置いた。

「今日また交こう渉しようの席に着いて、真木嶋さんの容よう赦しやない視線とか言動とか、ぞくぞくしっぱなしだった。会うまでは迷ってたけど、決めた。動画はのちの鑑かん賞しよう用、ゆすりの手札にするから、撮とらせてもらうよ」

「イカレた変態はどうしてそういう悪あく趣しゆ味みなもんを収集したがるんだろうな」

「成果を記したい、とか？」

　そしてオモチャの拳銃の代わりに、今度は鋭えい利りな刃は先さきのナイフを鞄かばんから取り出す。光源がない部屋にキャンドルまで持参して、撮さつ影えい準備は万ばん端たんだ。

　続いて得体の知れない液体が入った瓶びんを、真木嶋の前にかざして見せた。嫌いやな予感でいっぱいになる。

「その色っぽい顔つきで、喘あえぐところが見たいな。それに、ちょっと掠かすれたイイ声で啼なくんだろうね。早く聴ききたいな。この催さい淫いん剤一本で善悪の判断がつかなくなるほどぶっ飛べるから安心して。ふふ……気持ちよすぎて泣きじゃくる真木嶋さんを想像するだけで、勃たってきた」

「最悪……バイとは節操がないな」

「食くわず嫌ぎらいは人生の半分損してるってのが、俺の持論でね」

「……ゲス野や郎ろう」

　吐はき捨てるように罵ののしると、田辺は楽しげに笑いながら、抵てい抗こうする真木嶋の脚を薙なぎ払い、腰こしの辺りに馬乗りになった。脇わき腹ばらと鳩尾みぞおちに拳こぶしを入れられて、闘とう争そう心を抉えぐられる。

　痛みで萎なえた身体からだを引き摺ずられ、左ひだり脚あしをテーブルの脚にロープで括り付けられた。

　上半身はのしかかられて固められ、帆代とアイコンタクトすら取れない。後ろ手に括られた結束バンドが暴れるたびに食い込んでくる。両手、左脚の自由を奪うばわれ、動かせるのは右脚だけ。田辺の隙すきを突いて、右脚で蹴り込むぐらいしか方法がない。油断させるために、さんざん暴れて消しよう耗もうしたふりをするか……あとはもう、頼たのみの綱つなは帆代だ。

　算段している端はしからシャツを毟むしられてボタンが弾はじけ飛び、露あらわになった胸むな元もとを田辺の手のひらが撫なで上げる。

　田辺は口角だけ上げる卑ひ猥わいな顔がん貌ぼうで笑った。

「さて、本格的な交渉に移ろうか真木嶋さん。動画をばらまかれたくなかったら、すべての証拠と交こう換かんしろ」

「交換してもコピーをばら撒まくつもりだろ……やだね」

　それまで耐たえて見守っていた帆代が「おい」と低い声を出す。

「お前は知らないだろうけど、真木嶋さんは露ろ出しゆつ狂きようだ。そんな動画が出回ったところで、大したダメージにはならない」

　真木嶋は「帆代ぉ、ホントのこと言うな」と拉ひしやげた声で苦笑いした。そんな牽けん制せいが、はたして田辺に通じるのだろうか──と危き惧ぐしたところ、案の定、裏目に出た。

「バディの目の前で強ごう姦かんされても屈くつ辱じよくを感じないっていうのが本当なら、真木嶋さんもたいがいの変態なんだね。ますます気に入った」

　ナイフを喉のど元もとに突きつけられ「瓶でけがしたくなかったら素す直なおに口を開け」と凄すごまれる。

「田辺！　自分の罪が重くなっていくだけだぞ！　逮たい捕ほ監かん禁きん罪、傷害罪に強制わいせつ罪までついて、再起の道を自分から閉とざすのか！」

　田辺は帆代の説得を無視している。口を開け、と低く命令され、真木嶋は唇くちびるをきつく結ぶと田辺を睨にらんだ。田辺はその挑ちよう戦せん的なまなざしを受けてますます悦えつに入っている。

　そして上下の歯の隙すき間まにナイフを引っかけ、否いや応おうなしに開いた口を固定するため、さっきのオモチャの拳銃を嚙かませた。さらに粘ねん着ちやくテープでそれを固定する。

　オモチャでもこのままぶっ放されでもしたらと考えると従うほかにない。

「真木嶋さんもどうせなら気持ちいいほうがいいだろ？　俺はあんたみたいな気の強そうな男が、喘いで腰こし振ふったりするのを見るのが堪たまんないんだ」

　催淫剤なんて名めい称しようで出回るものの多くは、脱だつ法ぽうの薬物だ。死に至る強きよう烈れつなものではないだろうけれど、ぐったりしているうちに本当にこの変態に強姦される。

「この変態野郎が……！　お前がどれだけゲスでクズか、俺に世間に証言してほしいってことか。こっちにその汚きたないケツ向けんな！　胸むなくそ悪いもん見せられて反吐へどが出る！」

　帆代が括られたテーブルごとガタガタと身体を揺ゆすり、ごちゃごちゃと喚わめく声にとうとう田辺の我が慢まんが切れた。

「お前いいかげんうるさいよ……」

　田辺がゆらりと立ち上がる。そして帆代の頰ほおをガツンと殴り、嚙み合わせをこじ開けて、手に持っていた瓶の中身を飲み込ませた。

　口にオモチャの拳銃を咥くわえたまま、真木嶋は絶望的に目を閉じる。

「それでしばらく黙だまってろ。……でもよかったな、お前は俺の好みじゃないんだ」

　邪じや魔まな荷物を退どけるように腹を蹴られ、その衝撃で帆代は地べたに昏こん倒とうした。それから苦しげに唸うなって身を捩よじり、やがてぐったりと動かなくなった。

　用よう意い周しゆう到とうな男は鞄の中からスペアの瓶を取り出し、真木嶋のもとへほくそ笑えみながら戻もどってくる。帆代に助けを望めなくなった今、自分まで瓶の中身を飲まされたら終わりだ。

　再び田辺が真木嶋の胴どう部ぶに跨またがった。剝むき出しの真木嶋の肌はだを田辺の指が滑すべり、裂さかれたシャツから覗のぞく乳ち首くびをぎゅっと摘つままれる。

　地味だけど鋭するどい痛みがひどく不快だ。眉まゆを寄せる真木嶋に、田辺はますます楽しげに目を細める。

「ギャラリーが減ったのはじつに残念だが……ほら、飲めよ」

　開きっぱなしの口こう唇しんに瓶の縁ふちが触ふれた瞬間、真木嶋に跨がっていた田辺が右に吹ふっ飛んだ。

　縛しばられたまま倒たおれていたはずの帆代が、真木嶋の傍かたわらで肩かたを大きく揺らしている。

　最後の頼みの綱──縄なわ抜ぬけに成功した帆代が、田辺を脇腹から蹴り上げたのだ。

　普ふ段だん、あまり感情を露わにしない男。それが檻おりから脱だつ走そうした直後の、飢うえた野や獣じゆうのような形相になっている。

　帆代はとどめを刺さすために、田辺に猛もう然ぜんと奇き襲しゆうした。真木嶋が声を上げても届かない。

　床ゆかでのたうつ田辺を、帆代が何度も殴りつける。無言で田辺に報復し続ける帆代に、真木嶋は叫きよう喚かんした。過か剰じよう防衛になってはならない。

　真木嶋の声に我に返った帆代がようやく攻こう撃げきをやめ、肩を大きく上下させながら真木嶋のもとへ駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか、真木嶋さん……！」

　しかし田辺も必死だったのだろう。帆代が目を離はなしたそのわずかな隙に、身ひとつで逃とう走そうしたのだ。

「田辺……！」

　咄とつ嗟さに追いかけた帆代の目前でガシャンとドアが閉まる。しかも外側から鍵かぎをかけられてしまった。ドアノブをガチャガチャと引いても押しても、重じゆう厚こうなドアはびくともしない。

　帆代が「……くそ！」とドアを叩たたき、苛いら立だちに大きなため息を漏もらす。

　ドアノブ下についている鍵はサムターンのつまみがなく、外から施せ錠じようされたことで内側から開けられなくなっていた。隠かくし扉とびらがあるような部屋ゆえの、元々の仕様らしい。

　帆代は録画中のビデオカメラをとめてから、真木嶋の脇わきにしゃがんだ。

　真木嶋の口元の粘着テープを剝はぎ、固定されていたオモチャの拳けん銃じゆうもはずしてもらう。

　背中で括くくられていた結束バンドをとかれて、肩や腕うで、開けっ放しで痺しびれた顎あごを真木嶋は呻うめきながらさすった。

「お前おっせーよ……お得意の縄抜けの腕、鈍にぶってんじゃねーの」

「薬物が効いたふりして田辺を油断させなきゃならなかったんですから、これが最善です。こんな……剝かれてるあんたに文句言われる筋合いはないですよ」

　帆代はそれ以上は口を噤つぐみ、捲めくれていたジャケットを整えてくれた。

「あ、今、俺の乳首見たろ」

「……ばかじゃないですか」

　呆あきれた口調で顰しかめっ面つらの帆代に「助かった、さんきゅ」と礼を言いつつ笑うと、真木嶋のポケットの中でスマホが鳴った。留守電に残したメッセージを聞いた小幡がコールバックしてきたのだ。

　しかし電波が弱い。ドアの付近まで近付き、ダメ元で応答する。

『小幡です、そっ……で……か？』

「とりあえず無事だけど、ビルの地下に閉じ込められた。助けてくれ」

『え……ど……こっちはあと三時間はかか……、待て……すか』

「時間押してんのか」

　小幡の声も途と切ぎれ途切れにしか聞こえず、真木嶋は途と中ちゆうで何度もディスプレイのアンテナ表示を確かく認にんする。

　こちらからの呼びかけに応答がない。ついに会話が完結しないまま圏けん外がいになり、通話が途切れてしまった。電波状じよう況きようが悪いせいでバッテリーの消耗も激しい。

「場所は留守電に残したから、助けにきてくれるだろ。あっちの任務も時間押してるみたいで終わるのが三時間後だって言ってる」

「今から三時間って……」

　振ふり向くと、立ち上がった帆代の身体からだがぐらりと傾かしいだ。テーブルに凭もたれかかったかと思うと、ずるずると床に崩くずれる。

「帆代……？　どうした」

　蟀谷こめかみから汗あせを垂らし、帆代が苦しげに呻いた。

「田辺から飲まされたやつか？　効いたふりじゃなかったのか」

「さっきまでは演技でしたよ……苛いらつかせてこちらに気を逸そらせたのも、わざとです」

　縄抜けも計算済み、すべてが真木嶋を守るため。

「水とか……ないですよね。催淫剤なんてどうせ子こ供ども騙だましと思って水で希き釈しやくするつもりだったのに……閉じ込められるとは想定外です。……でも、ふたりとも飲まされなくてよかった……」

　薬物が徐じよ々じよに効き始めているのだろう。帆代はネクタイのノットを緩ゆるめ、テーブルの脚あしに苦しげに額を擦こすりつけた。

　こんな状況でなければ応おう援えんを待つが、地上に出られるのは三時間後だ。勝手に警察は呼べない。でも助けを求める方法はまだある。

「……奥田に連れん絡らくしよう。携帯の電波次し第だいだけどな」

「……？」

　ぐったりしていた帆代が険しい顔つきで反応する。

「……なんだよ……いやなのかよ」

「……べつに」

　いやとは言わないものの、逸らした顔はむすっとしている。

「なんだその顔。お前がつらそうだから助けを呼ぼうって言ってんだ。まだ三時間もあるんだぞ」

「三時間もすれば小幡たちが来ます」

「そんな苦しそうなのに何言って」

　真木嶋の気き遣づかいをよそに、ついに帆代は背を向けた。

「おい、心配してんじゃねーか。そもそも俺の失敗だし……！」

「なんですかそれ。隠し部屋があるなんて知らなくて当然だし、それ以前の事前調査が甘かったのだってふたりの責任でしょう」

「……仕事受けたの、俺だ」

「その責任はボスと、奥田さん含ふくめて俺たちにあります。とにかく……あぁ、もう、しばらく黙ってくれませんか」

　口論している間に、真木嶋のスマホのアラームが鳴った。見るとバッテリー切れ、最悪だ。

「帆代、お前のスマホ貸せ」

「……さっき田辺をヤッてるときに落として壊こわれました」

　帆代がポケットから放ほうり出したスマホは、いくらボタンを押しても反応しない。

「お前がごちゃごちゃ言うから、唯ゆい一いつの連絡手段も途と絶だえた！」

「あぁ……うるさい……」

　先せん輩ぱいを敬う気持ちのかけらも感じられない言葉に舌打ちしつつ、しかし大事には至らず助かったのは帆代のおかげだと思い、真木嶋はなす術すべもなく帆代のすぐ傍そばに腰こしを下ろした。

　帆代はちらりと目線を上げ、すぐまた逸らす。それから苦しげに眉まゆ根ねを寄せ、瞼まぶたを閉じた。唇くちびるは薄うすく開き、荒あらい呼吸を繰くり返している。

　助けがくるまでの三時間、帆代を見守ることしかできないのか。

　真木嶋はあらためて周囲を見み渡わたした。二十帖じようほどの部屋は薄うす暗ぐらい。

　さっきまで帆代が繫つながれていたテーブルは左の壁かべに寄せられ、椅い子すが二脚、無造作に置かれている。田辺がデジタルビデオカメラを据すえた棚たなが右の壁側にあり、光源はそこのキャンドルひとつ。ゆらゆらと揺ゆれる陽炎かげろうもこんな状況下では癒いやし効果なんかゼロだ。

　もともと暗くら闇やみはあんまり好きじゃない。思い出したくない記き憶おくがじわじわと迫せまってくるようで、嫌いやな気分になる。真木嶋はそれを打ち消そうと、左の帆代のほうへ視線を向けた。

　前まえ髪がみの生え際ぎわが汗で濡ぬれている。不快だろうと気遣うつもりで、額に貼はり付いた前髪を真木嶋が指先でうしろに搔かき分けてやると、帆代がびくんっと肩かたを跳はねさせた。

　やがて帆代は迷めい惑わくそうな顔になり「な……んすか」とぶすっと呟つぶやいた。

「先輩の俺に対してその態度。だいたいお前クソ生意気なんだよ」

　帆代は上目でちらりと睨ねめるだけで、再び目を閉じて押し黙だまる。

　いつもは何かと軽口を叩いてくる帆代がおとなしいなんて、逆に居い心地ごこちが悪い。それをごまかそうと帆代の耳を引っ張ると、帆代は真木嶋の手をうるさそうに退のけ、「触さわんな」とだけ発してまた黙りこくってしまった。

　相当具合が悪いのだろうか。膝ひざに顔を埋うずめ、前まえ屈かがみになった背中の動きが、荒い息いき遣づかいを如によ実じつに伝える。そっと肩の辺りに手をやると、かなり体温が高い。呼吸も小刻みだ。

「う……」

　本当にマズイのではと心配になり、帆代の様子を窺うかがっているうちにハッとした。前屈みになっているのは息苦しさばかりではなかったのだ。

「あ……そっか、勃たってんのか」

「……ばかでしょ、あんた、ほんとに……」

　催さい淫いん剤なのだから、どこに作用しているのか考えれば分かりそうなのに、真木嶋のほうも少なからず冷静さを失っていたらしい。

「だから触るなって言って……何してるんですか」

　真木嶋はあえて事務的に、帆代のベルトのバックルに手をかけた。

「出しちゃえば？　俺、そっぽ向いててやるし」

「は……？」

　不ふ穏おんな空気に腰が退ひけている帆代は、懸けん命めいにその手を押し退けようとしている。

「……我が慢まんできます。放っといてください。おい……何して……！」

「意地張るなよ。こんなんなってるだろうが」

「ば、ばかだろあんた！　触さわんなっ……」

「さっきから、三つも年上の俺に向かってばかとはなんだ。こんな状態で三時間も耐たえるのかよ」

「ちょっ……！」

　スラックスの上から怒ど張ちようした帆代を摑つかむようにして、そうした真木嶋もちょっとびっくりした。

「でか……」

「おい……！」

「でもこのままなんて無理だろうが。男同士だし、出すくらいべつにどうってことないだろ。飛ばしっことか、したことない？」

　帆代は額に汗を滲にじませ、荒い息遣いで、真木嶋の手を退けようと必死になっている。

　真木嶋の手首を握にぎっている帆代の手は熱く、潤うるんだ目元で睨まれて、一いつ瞬しゆん、真木嶋はどきんと胸を高鳴らせた。

　帆代の胸むな元もとから、汗に混じったなんともいえない雄おすの匂においがする。

「あんたどんだけ無神経なんですかっ……あんたみたいな露ろ出しゆつ狂きようと一いつ緒しよにするな……！」

「プライベートでパンツ穿はいてないってだけで、露出狂じゃねーよ」

　出したほうがラクになるというのは本気の考えだったが、帆代がどんなふうに性的な反応をするのか、興味もあった。

　あの冷静沈ちん着ちやくな帆代がうろたえている。いつも澄すました顔で、真木嶋が悪ふざけをしても鼻で笑う、厚こう顔がんな後こう輩はいが大おお慌あわてで抵てい抗こうしている。

　しかも、薬物のせいか、いつもより動きが鈍にぶくて、これなら自分でも押さえ込める──そんな絶対的好機を逃のがすまいという気持ちになった。

「暴れんなって、帆代」

　どうにか帆代のベルトとウエストを緩め、すかさずそこに手を突つっ込んで、熱く滾たぎったものをがっしりと摑んだ。鬼おにの首でも取った気分でにやりと笑うと、帆代が絶望した目をする。非常に気分がいい。

「……最低」

「どうする？　このまま俺が擦こすってやろうか」

　死んだような表情の帆代に顔を寄せると、薄く開いたその唇がぶるりと震ふるえる。

　次の瞬しゆん間かん、突っ込んでいた手を乱暴に引き抜ぬかれた。その痛いくらいの強い力に驚おどろいて帆代を窺う。照れもあって、本気で心配していることが伝わらない言い方をしたが、さすがに怒おこらせたか。

　帆代はぎりっと奥歯を嚙かみ、苦しげに息を詰つめて真木嶋をきつく睨んだ。

　色しき欲よくに抗あらがい、眉み間けんを狭せばめたその相そう貌ぼうに、真木嶋が首筋を粟あわ立だたせたときだった。

「……俺はっ、あんたのことが好きなんですよ。だから触るなと言ってるんです！」

　苛いら立だちを滲ませた声に、耳を疑う。真木嶋は瞠どう目もくしたまま蠟ろう人にん形ぎようのように固まった。

　帆代の厳しい目つきとやけくその口調のせいで、告白だと気付くのに五秒ほどかかった。

　反はん芻すうし理解した途と端たん、かぁっと耳じ殻かくが熱くなる。

「…………今、言うのかよ」

「俺だって言うつもりなかったですよ！」

　想おもい人に向けるものとは思えないほど忌いま々いましげに睨められ、真木嶋も茫ぼう然ぜんとした。

　茫然としたのは、帆代の気持ちを知らなかったからじゃない。

　どんな熱っぽいまなざしでいつも見つめられていたかなんて、とうの昔に気付いていた。でもいざ想いを告げられると、どう返していいのか、どんな顔をすればいいのか、てんで分からない。

　こうなったときのことを何も考えていなかったのだと、途端に思い知らされた。

　帆代はやはり、告白したばかりとは思えないうんざり顔で真木嶋を睨む。

「気付いてたんなら……こんな仕打ち、ただの苛いじめじゃないですか」

「言い方悪かったのは、ごめん。嫌がらせじゃねーよ、まじで。目の前でこんだけ苦しそうだから……」

　もぞもぞと返しながら、自分の耳がますます赤くなるのを感じた。

「それ、お前のことだから失神するまで我慢するだろ。だったら俺が楽にしてやるって言ってんだ」

「余計なお世話です」

　べしっと手を払はらわれたら、蟀谷こめかみがブチンときた。

「心配……してるって言ってんだろっ」

　抵抗されれば押さえつけたくなる。それが雄の性であり、ボディーガードの職業病だ。

　のしかかり、帆代を再び手中に収めた。薬物のせいで、あいかわらず帆代の動きは鈍い。

「もう摑んじゃってるしさ……出せばいいだろ」

「なんですかそのヤッツケ！　あぁ……あんたどうせ、あとからこれを夏目さんや小幡に、ばか笑いしながら話すんでしょうっ？」

「ひとりだけ出すのが恥はずかしいのか。分かったよ。俺も出せばいいってことだろ。ふたりで共犯だ」

「はぁ?!」

　いつも涼すずしげな帆代の眸ひとみが二倍くらいに見開かれ、啞あ然ぜんとなっている隙すきに真木嶋は自分のベルトに指を引っかけた。すかさずその手を帆代が握る。

「わかっ、分かりましたから。あんたは、しなくて……いいです」

「最初からそうやっておとなしく言うこときいてりゃいいんだよ」

　ついに抵抗をやめた帆代が震えながら大きなため息をついた。

　薬効が顕けん著ちよになってきたのか、その息いき遣づかいはますます苦しげだ。つらそうに呻うめいて、奥歯をぎりっと鳴らす。テーブルの脚あしに頭を預けて、そこに縋すがるように腕うでを回し、帆代はついに観念した様子で目を閉じた。

　摑んだままだった帆代のペニスはひどく熱くて硬かたい。

　征せい服ふく欲よくがじわじわと真木嶋に漲みなぎっていく。

　もう、自分が手放して、自じ慰いをさせようとは思わない。

　真木嶋は無関心を装って、握ったものをゆるゆると擦った。

　帆代の瞼まぶたがぴくぴくと震える。今はきつく閉じられている帆代の熱視線が、自分に注がれていることに気付いたのはいつだったろうか。

　ふと気を緩ゆるめて、別の方向を見ているとき。奥田と話しているとき。ちりちりと炙あぶるような視線は「もっと近く、もっと深く真木嶋さんを知りたい」と無言で訴うつたえかけているみたいだった。言葉より雄ゆう弁べんなその空気に、帆代が抱いだいている特別な想いを意識せずにはいられなかった。

　ごまかしが利きかないほど真木嶋のことを密ひそかに想っていた帆代。

　どうかすると熱っぽい視線を剝むき出しにしているくせに、傲ごう岸がんな態度を隠かくれ蓑みのにはぐらかして、『バディ』という誂あつらえ向きな言い訳でいつも真木嶋の傍そばにいる。

　今、帆代は目を固く閉じている。クールな相貌で一瞬ぎらりと光る眸がけっこう好きなのにと、真木嶋は思った。

　最悪の状じよう況きようの中で、ひた隠しにしていた想いをついに溢あふれさせてしまった帆代。この想定外の事態と、非情な運命を呪のろっているだろうか。

「んっ……」

　真木嶋から顔を背そむけた帆代が、鼻から抜ける声を漏もらす。我慢の限界を超こえ、それをきっかけに、帆代の息いき遣づかいがただ苦しいだけじゃなく快感に溺おぼれたものに変化した。

　指先に冷たい雫しずく。それに気付き、輪っかにしていた人差し指で先せん端たんを弄いじると、鈴すず口ぐちから溢れたものでぬるんと滑すべった。帆代の先走りで、手のひらが濡ぬれていく。

　あの帆代が、俺の手の中で乱れている──真木嶋の男としての征服欲がぐんといや増した。いつもは無ぶ愛あい想そうに引き結ばれた唇くちびるから、熱い息が漏れるのにゾクゾクする。帆代をイかせたい──そのことで頭がいっぱいになる。

　もっと擦り立ててやりたくて、握りやすいように、真木嶋がわずかに身を近付けた。

　するとふいに帆代の左ひだり腕うでが伸のびて、真木嶋はぐっと引き寄せられた。寸前までテーブルに縋っていた右みぎ腕うではそこを離はなれ、真木嶋の首筋に巻き付けられる。

　完全に抱だきしめられるかっこうになったが、真木嶋は手しゆ淫いんのその手をとめなかった。

「まき……真木嶋さ……」

　耳元で名前を呼ばれ、緊きん張ちようで乾かわいた唇を自分で濡らしながら真木嶋も「……うん」と応こたえる。

　その直後、耳殻を帆代の唇が掠かすめた。びくんと肩かたが竦すくみ、顎あごを引く。

　すると首筋の匂いを嗅かごうと顔を押しつけられ、帆代の唇はそこから耳みみ朶たぶ、頰ほおと移動した。

　至近距きよ離りで一瞬視線が絡からまる。もうそうする以外になく、惹ひかれあって唇を触ふれ合わせた。

　少し離れて、またそっと塞ふさがれる。そのまま任せていたら、はむっと唇を食べられた。

　一度完全に重なってしまうと、キスはすぐに深くなった。触ふれるだけじゃたりない、とでもいうように、帆代の舌が口内を搔かき回す。歯列を擽くすぐり、溢れる唾だ液えきを吸われて、真木嶋もとろんと眸を濡らした。背筋がぐにゃりと崩くずれそうなくらい気持ちいい。

　いつの間にか真木嶋も帆代に負けないくらい、蕩とろけるキスに息遣いを荒あらく乱されていた。　>>>♥

「あっ……」

　びくっと真木嶋の身体からだが跳はねた。帆代が真木嶋の中心に触れたのだ。

「……勃たってんじゃないですか、そっちも」

　帆代の手がゆるゆるとスラックスの上から撫なでてくる。

「脱ぬがなきゃ、スラックスまで濡れる……」

「お前の羞しゆう恥ちプレイに付き合ってやってんだよ、仕方なく」

「勃ぼつ起きの言い訳としては通用しない最低レベルです」

　帆代は苦しい息遣いで、笑いながらそんなツッコミを入れてきた。あんまりおもしろいともいえない会話は羞恥を隠すためで、白々しさが漂ただよう。

「……っ、俺はいいって」

　帆代にベルトを引っ張られて、その手をとめる。でも帆代も退ひかなかった。

「ひとりが恥ずかしいなら、ふたりで共犯だって言ったのはあんたです」

「……そ……だけど」

「男なら一度言ったこと、覆くつがえさないでくださいよ」

　なんてずるい言い方だと狼ろう狽ばいしているうちにベルトを外され、スラックスを下ろされる。半脱ぎ状態になり、そこがどうなっているか見目にも明らかだ。

　帆代の巧たくみな誘さそい、もうごまかしようもないことに観念して、真木嶋も腰こしを浮うかせてそれに協力した。

　目は合わせないのに再び腰を突つき合わせて、互たがいのものをしごき合う。

「俺たち……何、やってんでしょう」

「考えるな、感じろって……誰だれの名言だっけ」

　はぁはぁと乱れる息遣いをごまかすように交かわす戯たわ言ごとが、ついにそこで途と切ぎれた。

　帆代に膝ひざ立だちで腰を押しつけられ、ふたりのものを合わせて握にぎり込まれる。そこに真木嶋の手も導かれた。帆代の指が絡み、ほどけないようにされる。そして雁かり首くびが重なった瞬しゆん間かん、真木嶋は上ずった声で喘あえいでしまった。

　ぎゅっと摑つかんだところで、帆代が腰を動かし始めた。裏筋に擦こすりつけられ、ぞくぞくと快感が駆かけ抜ぬけて、堪たまらず帆代の肩に縋る。帆代の首筋が熱い。耳に帆代の切せつ迫ぱくした吐と息いきがかかり、真木嶋もそれに煽あおられて体温が上がる。

　そこからはもう夢中だった。手を使って擦り立てて、我が慢まんが切れて腰を振ふる。膝をついていた体勢が崩れ始めると、ついには帆代に押し倒たおされた。

　帆代の熱い息遣いを頰に、首筋に受けて、強く欲よく情じようされていることに真木嶋もたまらない情じよう欲よくを覚える。瞑つぶった瞼の裏が閃せん光こうするほど昂たかぶり、ぐっと奥歯を嚙かむけれど、どうしようもなく鼻声が漏れた。

　添そい寝ねのような格好で搔き合い、互いの腹を蜜みつで濡らす。

「真木嶋さん……」

　吐息で呼び、帆代が深く覆おおい被かぶさってくる。首筋に吸い付かれて身を竦めたところで、下腹に熱いものを浴びせられるのを感じ、それに触しよく発はつされて真木嶋も白はく濁だくを散らした。

　帆代の荒い息遣いを肩かた口ぐちに受けながらしばらく茫ぼう然ぜんとする。

「……くそ……」

「気持ちよく出しといてクソはねぇだろ」

「足りない……」

　帆代のやや苛いら立だった口調に真木嶋は組み敷しかれたまま瞠どう目もくした。

「それどころか……」

　帆代の目つきが怪あやしい──そう思ったときには、ぐっと膝を摑まれて深く折りたたまれ、そこを覗のぞくようにされて、真木嶋は「おい！」と手を伸ばした。

「……挿いれていいですか」

「は?!」

「ここに、挿れたい……突っ込みたい。……手じゃ、足りない」

「帆代っ」

　帆代は治まるどころかヒートアップして、抵てい抗こうを始めた真木嶋の肩を押さえつけにかかる。

　もともとウエイト差がある上に、力では敵かなわない相手だ。欲情と征服欲に支配された帆代から、ものすごい力で封ふうじられる。

「おまっ、ふざけんなっ！」

「ふざけてなんかいませんよ。そっちこそ、中ちゆう途と半はん端ぱなことして俺をからかうつもりですか」

「協力してやったのになんだそれっ……」

　拳こぶしを振り回し、脚あしをばたつかせる。肩を押さえつけられ、腰に乗り上げられればほぼ身動きが取れなくなった。無む駄だに体力を消しよう耗もうすることを恐おそれて、真木嶋は一いつ旦たん力を緩める。

「あんた俺のバディでしょ……助けてくれないんですか」

「そんなむちゃくちゃっ……あっ、い……！」

　真木嶋から悲鳴が上がった。帆代の指先が無ぶ遠えん慮りよに、後こう孔こうの縁ふちを抉えぐったのだ。さっき出した精液を塗ぬり込められて、歯を食くい縛しばったら、鼻から変な声が飛び出る。

「真木嶋さんっ……」

「お前っ……調子にのんじゃねぇ」

　真木嶋が低く凄すごむと、帆代は切なげな相そう貌ぼうで真木嶋を見下ろした。

「調子になんかのってませんよ……。ただ、あんたのことが好きなだけです。キスして触さわらせて、触ってくれて……だったら、最後まで付き合えよ」

　命令口調で言い放たれ、真木嶋は強きよう烈れつなまなざしと言葉に反はん駁ばくできないまま唇を引き結んで、ただ睨にらんだ。

　熱のこもった男っぽい要求と圧あつ倒とう的な強さを見せつけられて、真木嶋の胸はばくばくと早はや鐘がねを打つ。

　言葉も発せずにいると、蕾つぼみの縁に引っかけられていた帆代の指が、ぐっと侵しん入にゆうを開始した。ひゅっとのど笛が鳴る。

　檻おりから放たれた野や獣じゆうの目前に不用意に飛び出した好こう餌じは、身動きできずに喰くわれてしまう。

　全身が緊張して強こわ張ばるのを、帆代は真木嶋の内うち腿ももを撫でて宥なだめようとした。

「真木嶋さん……ゲイですよね」

「……直球かよ」

「いつもは、下ですか」

　答えたくないのと、深く挿そう入にゆうされた指に身体がびくりと反応して唇を嚙む。

「お……男と、経験あんのか、お前」

「……随ずい分ぶん前に好こう奇き心しんで一度だけ」

　ぴくりと顰ひん蹙しゆくしたが、真木嶋がどうこう言える立場ではない。しかし黙だまっていられなくてつい疑問が口を衝く。

「ゲイじゃないのになんで……」

「そのときは好奇心でしたが、ゲイかもしれないですよ。あんたに欲情するんですから。だからって他ほかで性嗜し好こうを確かく認にんする気もないですけど。それより……うしろ、凄く硬かたい……。最近してないんですか」

「なんでお前に俺のセックスライフを語らなきゃなら……、やっ……」

　開かれる痛みに悲鳴を嚙み殺せず、真木嶋は自分の腕うでを嚙んだ。

　すると帆代が伸び上がり、寄り添って真木嶋の肩を抱だく。首筋を唇で愛あい撫ぶされ、耳朶をねぶられて、乳ち首くびを吸われたら緊張していた身体から力が抜けはじめた。

　快楽のベクトルに従ってしまいたい欲よつ求きゆうと、それに逆らおうとする自分が、真木嶋の中でせめぎ合う。

「あっ……あ、……あっ、あ……」

　ドーパミンが苦痛や羞恥を排はい除じよし、帆代の指を身体が受け入れ始めた。後孔をいたぶる指以外のあちこちを優やさしくされて、結果的に帆代の指のかたちにそこが緩ゆるんでいく。

「ん……んぅっ、……」

　あまり待つ気もないのか、帆代はすぐさま見切って二本目となる指を挿さし込んできた。

　急に圧あつ迫ぱく感かんが増す。一いつ瞬しゆん強張る身体をまた、帆代がたっぷりと甘やかす。

　ライオンが柔やわい肉を貪むさぼるように、帆代が真木嶋の首筋を甘あま嚙がみした。鼻声混じりの情けない声がこぼれる。ぞくぞくと痺しびれて、後孔が卑ひ猥わいにうごめくのが真木嶋にも分かった。

　帆代の歯が乳首を刺し激げきし、尖とがったところに舌を押しつけて吸われる。どこを愛撫されても身体はそれを悦よろこんだ。その証しよう拠こに、真木嶋を苛さいなむ指を内うち襞ひだがきゅうっと締しめ付ける。

「あぁ……はぁっ、は……あっ、あ……」

　後孔を探さぐる指が大だい胆たんに動き、搔かき回すように中を捏こねられて、真木嶋は喉のどを反らせて喘いだ。

　帆代のやり方がうまいのか、異常な状じよう況きように真木嶋も少なからず興奮しているのか、かつて経験がないくらい身体が昂ぶっている。

「ね……もう、いいでしょ」

　帆代が堪らないとばかりに勝手なことを呟つぶやき、真木嶋の両りよう脚あしを抱かかえて寄せた。

　後孔を弄いじっていた指を引き抜いて、一度極きわまったとは思えないほど怒ど張ちようしたものをそこにあてがわれる。

　薬のせいなのか、もともと帆代の先走りの量が多いのか、さっき達したものと合わせて先せん端たんがほとんど抵抗なくぬるりと潜もぐり込んだ。

「あーっ、……あ……あぁ……」

「真木嶋さん……」

「ゆっくり、……頼たのむから、少しは年上を気き遣づかえっ……」

「……あぁっ……凄すごい……」

　真木嶋の声が聞こえているのかいないのか、帆代が独り言を漏もらす。

　まだ半分までしか入っていないものを、少しだけ後退させ、また前進する。そうするたびに深度は増して、時間をかけた挿入が最さい奥おうまで到とう達たつしたとき、真木嶋は濃のう密みつで痺れるような快感にどうしようもない嬌きよう声せいを漏らしていた。

　ただ挿れられただけなのに──こんな感じ方をしたのは初めてで、胸を大きく上下させて、真木嶋は目線をうろうろとさせる。聞いたこともない、甘ったるい自分の悲鳴にも驚おどろいた。

　もう分かっている──相手が帆代だから、余計に興奮しているのだ。

　帆代がどんなふうにセックスするのか、興味もあった。帆代の気持ちを知りながら俯ふ瞰かんしていた自分が、ついに組み敷かれている。

　入ったまま動きださない帆代に焦じれて、むずかるように身を捩よじった。優しくしろと自分が言ったのに、擦こすり上げられたいという欲求が湧わいている。

「帆代っ……」

　我が慢まんできなくなり、帆代の肩かたに手を伸のばして引き寄せると、帆代が深く折り重なってきた。望みどおりぐっと腰こしを挿れ込まれ、奥おう壁へきを突つかれて、ゆらゆらと揺ゆらされる。

「はぁっ、はぁっ、あっ、ほし、ろ……あっ、あぁっ、んっ」

　帆代の根元に近い太いところが前ぜん立りつ腺せんを捏ね、硬く張った雁かり首くびが奥の襞を引っ搔いた。

　濃こい快感が下から湧き上がってくる。堪たまらない気持ちよさで、真木嶋は知らず腰をぐずぐずとさせていた。

「真木嶋さん……あんた、腰振ふってる……」

　気付いてるのかと問われ、真木嶋はうつろな双そう眸ぼうで帆代を見上げた。視界が大きく揺れる。ずんっ、ずんっ、と鈍にぶく突き上げられて、さらに快楽が濃のう厚こうになってくる。

　真木嶋は帆代の腰に脚を巻き付けるように絡からめてたぐった。

　もっと深くてもいい。帆代の硬こう茎けいを押し込まれると、柔らかにとろけた後孔が帆代のペニスを吞のみ込んで締め付ける。

「真木嶋さんっ……！」

　帆代が猛たけ々だけしく律動する。擦れ合うときの粘ねん着ちやく音に胸がきゅうと軋きしんだ。

　帆代の逞しいペニスで中を搔き回されている──そのことに恍こう惚こつとする。帆代を内側に享きよう受じゆし、それが気持ちいいという事実に切なくなる。身体からだの内側も、頭の中も、帆代でいっぱいだ。

「あ──あっ、んっ……、んぅ……」

　帆代と繫つながった腰が熱く熟うれて蕩とろけている。のぼせたように顔がかぁっと火ほ照てる。

　人並みに経験はあるが、いつもは頭のどこかが冷めていた。スポーツみたいとは言い得て妙みようだ──そんなふうに思っていた。誰だれが相手のときも、自身の核かくを護まもるバリケードを取っ払ぱらおうとはしなかったからだ。

　こんなふうに忘我するほど、セックスで余よ裕ゆうをなくした経験はないのに──……帆代だけが、真木嶋の頑かたくなだったバリケードを揺らがせる。

　肉と骨がぶつかり合う音と、それと同じリズムでふたりの喘あえぐような息いき遣づかい、どうしようもなく零こぼれてしまう声が薄うす暗ぐらい部屋にとめどなく響ひびいた。

「あ、ああっ、ほしっ……帆代っ……いき、そぅっ、あぁっそれ、いくっ、あぁやっ、前も、前もっ、擦って……！」

　腰をがくがくと揺らしてねだると、張り詰つめた前を扱しごかれて、うしろをきつく抽ちゆう挿そうされる。

「ああっ、あぁっ、んっ、あーっ、あ、あ……」

　瞑つむった瞼まぶたの裏が赤く燃えて、真木嶋は身体をこわばらせて激しく果てた。

　深い快感にどぷんと耽たん溺できし、眦まなじりに涙なみだが滲にじむ。

　しかし朦もう朧ろうとした中、絶頂した直後の身体を「足りない」とばかりに揺すられた。極まったことで敏びん感かんになっている粘ねん膜まくは、少し擦られただけでも刺激が強きよう烈れつで逃にげ腰ごしになる。

「なんでっ……イくときに、タイミング合わせないんだ。バディだろうがっ……」

「無む茶ちや言わないでください」

　震ふるえながら悪態をつく真木嶋に、帆代は顔を引き攣つらせて笑った。

　まだ薬物の作用が薄うすれないのか、帆代のそれはいっこうに衰おとろえる様子がない。ぐんっと突かれて、悲鳴を上げる寸前にどうにか歯を食くい縛しばった。

　脚あしをひと纏まとめにされたことで真木嶋の身体が捩れ、結合の角度が変わる。そうすると強く当たる場所が変わり、新しい快感が芽め吹ぶいて、真木嶋は終わりの見えない快楽に恐きよう怖ふすら覚えた。

「まだ、かよっ」

「あんたの我慢が足りないんですよ」

「……あとで殴なぐってやるから覚えてろ」

　繫がったまま身体をひっくり返され、後背から帆代に覆おおわれる。

　腰と胸むな元もとに帆代の腕が巻き付いて、膝ひざ立だちで目の前のテーブルを摑つかむように導かれた。

　うしろから振ふりたくられ、衝しよう撃げきを受け止めることに必死になる。

「ほしっ、ろ……調子にのんなっ」

「これでもっ……最大限の配はい慮りよです……それとも四つん這ばいが、よかったですか？」

　逼ひつ迫ぱくした息遣いのくせに、帆代が案外冷静な気がして腹が立つ。ぎろりと背後を睨にらんだところを大きく突かれて、やはりテーブルに頼たよるしかない。

「真木嶋さんっ、……」

　本当は余裕なんかないことを伝える帆代の声に、首筋が粟あわ立だつ。

　すると、指先が白くなるほどテーブルを摑んだ右手に、帆代が上から手を重ねてぎゅっと包んだ。

　男の矜きよう持じを拉ひしぐようなことをされながら、絡んでくる指に帆代の情愛が染しみている気がして胸が高鳴ったなんて、ぜったいに本人には知られたくない。

　帆代の突き上げがひときわ強くなり、真木嶋を苛む硬茎がぐっと膨ふくらむかんじがした。

「おいっ、中で、出すなっ、あ……！」

「わかっ……分かってますっ……」

　いっぱいまで充みたしていたペニスを突とつ如じよずるんと引き抜ぬかれ、その衝撃にまた軽く絶頂する。

　支えをなくして崩くずれそうになった身体を帆代に抱だきとめられ、臀でん部ぶの狭はざ間まに熱い迸ほとばしりを受けた。白はく濁だくはやがて内うち腿ももを伝い、膝まで落ちていく。その生暖かさにぞくぞくとして、脚の震えが止まらない。

　背中にぴたりとくっついた帆代が、耳元で「すみません」と謝っている。謝られるべき理由が多すぎて、どれのことか分からない。

　しかし過ぎたことに対する謝罪かと思えば、違ちがっていた。

　ふたりして床ゆかにへたっていたところ、真木嶋はテーブルの上に転がされ、啞あ然ぜんとして帆代を見上げる。帆代は萎なえない自分のペニスを摑んで、真木嶋にうつろなまなざしを向けていた。

「ほ……ほし、ろ……」


「どうしよう……」

　帆代のペニスは硬かたく怒張したまま。根元まで濡ぬれて、これ以上なく卑ひ猥わいだ。

　きっと再び挿そう入にゆうされて、さっきと違う場所を帆代の熱い屹きつ立りつで擦り立てられる──それを自分が密ひそかに期待していることを、真木嶋自身も気付いていた。

「全然……治まらないっ……」　>>>♥

　魔ま物もののような快楽に取り憑つかれた帆代は、絶望を滲ませた声でそう呟つぶやき、真木嶋の後こう孔こうに、さっき吐と精せいしたものを塗ぬり込めていく。真木嶋はもう、抵てい抗こうする気など完全に失うせていた。

　キャンドルの灯あかりに照らされ、天てん井じようや壁かべにふたりの影かげ絵えがうごめいている。

　百ひやく獣じゆうの王に骨の髄ずいまで喰くいつくされる物語。巨きよ大だいな黒い塊かたまりにのしかかられて、その逃げきれない重みに真木嶋の胸は激しく動どう悸きした。

　やにわに先端を押し挿いれられる。さらに腰を引き寄せられて、結合がいっそう深くなる。

「ああ……あ……あ、ん、んぅっ、あっ……」

　何度も挿入され、真木嶋の身体は帆代のかたちを覚えてしまった。そうされるのを待っていた内ない壁へきは、帆代を柔やわく受け入れる。

「真木嶋さっ……！」

　遠えん慮りよのない律動が続き、腰が痺しびれるほど攪かく拌はんされた。

　開けっ放しの口から零れるのは、ほとんど泣き声みたいな喘ぎで、飲み込むことすら忘れた唾だ液えきが唇くちびるを濡らす。口角に溢あふれた涎よだれを帆代から舐なめ取られ、そのまま口づけられながら酩めい酊ていの中で濃のう密みつな抽挿を受けた。

　組み敷しく男の表情を盗ぬすみ見るたび、胸が捩れるほどの甘い疼うずきが広がった。

　自分を護るためのバリケードを、内側から揺らがせ、突き崩される。

　外からの力はいくらでも跳はね返せたのに、享受してしまえばこんなにも脆もろいものなのか。

　揺さ振られる途と中ちゆうで、帆代の腕うでに縋すがっていた手を摑まれた。拘こう束そくされたときについた手首の赤いすり傷に帆代が唇を寄せる。

　そこに滲んだ血をべろりと舐められて、真木嶋は痛みの中に皮ひ膚ふを這うような快感を覚え、帆代のペニスをきゅんと締しめ付けてしまった。

　手首の傷から肘ひじの内側まで舌を這わされると、まるで帆代を誘さそうみたいに内壁が蠢うごめくのをとめられない。悦よろこびも露あらわに、後孔が帆代を奥へ奥へと吞み込む。

「帆代……溶とける……」

　酸素が脳に回らない。脳のう髄ずいまで蕩かす快感に攫さらわれて、真木嶋の記き憶おくはそこから断だん片ぺん的になった。

　自身を晒さらすのは、怖こわいことのはずだった。だけど、帆代から無ぶ遠えん慮りよに蹂じゆう躙りんされている間、真木嶋が感じていたのは壊こわされることへの恐おそれではなかったのだ。

　帆代から溢れた想おもいに溺おぼれながら抱だかれる。繫がったところが溶けるような快感と、真木嶋に夢中になっている帆代の様子に、恐怖を覚えるどころか、甘く胸を軋きしめかせるばかりだった。

　帆代に翻ほん弄ろうされ、逆らわずに享きよう楽らくに耽ふける。帆代に与あたえられる快楽と心まで震わせる充じゆう足そく感かんで、真木嶋の頑がん強きようさはゆるゆるとほどけたのだった。







　吐精することなく何度も極きわまり、どれくらいか経たって真木嶋がふと気付くと、誰かに抱きとめられていた。

　口の中がからからで、混こん濁だくしながらも胸の内で「帆代」と呼ぶ。しかし真木嶋の身体を介かい助じよしているのは帆代じゃなかった。

　小幡に「大だい丈じよう夫ぶですか」と問われ、答えないまま左を窺うかがう。左半身は、奥田に凭もたれかかっていた。

　この段階になって少し覚かく醒せいし、今いま更さらのように自分の格好を確かく認にんする。真木嶋と帆代が閉じ込められた地下の部屋に小幡たちが飛び込んでくる前に、さんざん乱れていた身なりは整えられていたらしい。

　きちんとスーツを着せてくれたのはきっと──帆代、……帆代は？

　不安の面おも持もちで視線を走らせると、帆代はボスと話をしていた。その途中ちらりとこちらを窺うかがった以外はとくに何もない。

　ぼんやりとして、なんだかまだ、夢でも見ているような心地ここちだ。

　しかし身体からだは違った。腰こしがずしりと重い。じんと痺れるような感覚と、疼きを伴ともなった熱っぽさがあり、激しいセックスの余よ燼じんが燻くすぶっている。

　奥田に促うながされ、右みぎ腕うでを小幡の肩かたに回す格好で支えられて、真木嶋は立ちあがった。足元がふらふらする本当の理由は言えない。

「バディなら、真木嶋をちゃんと護まもれ」

　帆代の脇わきを過ぎる際、バディにとっていちばん屈くつ辱じよく的な嫌いや味みで、奥田が帆代に突つっかかる。

　帆代は、無言で鋭するどい眼光を奥田に向けていた。







　　　　３







　手首にうっすらと残る痕あとを指先でなぞる。

　思い出すのは、この傷を付けた当事者の田辺のことではなく、ここに帆代の舌が触ふれ、後孔をきゅんと蠢かせた感覚だ。

　逞たくましく奥おう壁へきまで突き込まれ、股こ間かんがじんと痺れる。

　狭きよう隘あいな粘ねん膜まくを硬こう茎けいで搔かき回されて、快感と息苦しさに喘あえぐ。

　淫みだらな白昼夢と現実の境目がぼんやりと滲にじんで、真木嶋は眸ひとみを潤うるませていた。

「真木嶋さん？」

　名前を呼ぶ声にハッとする。

「あ、着いたのか」

　帆代が一いつ瞬しゆん怪け訝げんな表情を覗のぞかせ、「マル被ひ、ここにいるんですよね」と車窓の先を顎あごでしゃくった。

　依い頼らい者を付け狙ねらうストーカーが通っているという、予備校の出入り口付近だ。

「十四時半に授業が終わるらしい。あと五分だな」

　何食わぬ顔をして、帆代の問いに答える。

　仕事の最中にもかかわらず、真木嶋は淫いん靡びな事こと柄がらを思い浮うかべていたのだ。『そういう顔』をしてやいないかと、ちらり、サイドミラーに映った表情を確認した。いつもの自分がそこにいて、ほっとする。

　気を取り直して、望遠レンズを装着したデジタル一眼レフカメラの電源を入れる。

　カメラテストを行い、ストーカーが現れるのを待った。

「……出てきた。ブルーのパーカがストーカーの河か合わいですね。隣となりのグリーンのチェックシャツの男が角かど井い。こいつが河合と共きよう謀ぼうして、依頼人への電話攻こう撃げきとか誹ひ謗ぼう中傷のビラ撒まきなんかを加勢してるって話です」

「チーム組んでストーカーとか、どういう神経してんだこいつら」

「角井は、河合とは高校の友人で、そのころから何かと河合の言いなりらしいです」

「歪ゆがんだ友情だなぁ」

　帆代の解説を聞きながら、対象者ふたりにカメラを構える。

　すると背後から突とつ然ぜん、帆代の右腕が真木嶋の顔の右側からぬっと出てきて、真木嶋はびくっと肩を強こわ張ばらせた。

「今、別の出口から出てきた彼も高校からの同級生で……」

　帆代は前方を指しただけだ。真木嶋の緊きん張ちようをいぶかしんだ帆代が言葉に詰つまる。

　悟さとられまいと、真木嶋は「それで？」と言葉を続けさせた。

「……彼の名前は野の々の村むら。野々村が今回の依頼の件で、ストーカー・河合と角井について情報提供に協力してくれてます」

「依頼人の協力者……心強いけど、くれぐれも彼が先走ったりして、こっちの動きがバレないように要注意だな」

　依頼人にボディーガードがついたと知れば、ストーカーは警けい戒かいする。それを逆手に取ってストーカー行こう為いをやめさせられると判断できれば別だが、今回のケースは粘ねん着ちやく質しつな攻撃型だから逆効果だ。肝かん心じんなときに証しよう拠こが摑つかめなくなり、ボディーガードが離はなれた途と端たんに報復という、最悪の展開になりかねない。

「大学行きたけりゃストーカーなんて余計なことはせずに、真ま面じ目めに勉強してなきゃならないって、学生の本分を思い出させてやる」

　真木嶋は正義感を疼かせ、直前まで自分の中に燻っていた淫いん猥わいな妄もう想そうは綺き麗れいに隠かくした。







「帆代、一昨日おととい撮とった予備校生の写真はどこに保存した」

　真木嶋はパソコンのディスプレイのほうを向いたまま。すると隣でギッと椅い子すを引く音がして、「まだＨＤＤに落としてません」と返ってきた。

　帆代がデスクの抽ひき出だしを開けてデジカメを取り出し、ＳＤカードを抜ぬくと、帆代と真木嶋の間でタワーになりつつあるファイルの上に置く。

「このファイル、いいかげん邪じや魔まなんですけど」

　二時間ほど前にも帆代から「邪魔」と言われたものだ。

「なおしとく」

「今片付けてください。そのうち雪崩なだれを起こして……」

　……と言っている傍そばから、タワーが崩くずれて床ゆかにファイルがばさばさと落ちてしまった。

「ＳＤカード……」

　記録媒ばい体たいはどんどん小型化され、今や女性の爪つめほどの大きさだ。チッと舌打ちして真木嶋が立ち上がると、帆代も椅子を引いた。

　だからさっさと片付けろと言ったでしょうが、といつもならここでボソボソと説教されるのだが、帆代は無言でファイルを拾い集めている。

　膝ひざをついて床を覗くと帆代のデスク下にＳＤカードらしきものを見つけた。

　手を伸のばしたとき、ちょうど帆代もそれが目に付いたらしい。同時に取ろうとして指先が触れ合い、驚おどろいた真木嶋はゴウンッとデスクに頭の天てつ辺ぺんを打ちつけてしまった。

　帆代が目を剝むいている。真木嶋は腹はら立だち紛まぎれに帆代をキッと睨にらんでＳＤカードを摘つまむと、何も言葉を交かわさず立ち上がった。

　椅子に座り直そうとしたら、向かいのデスクにいる夏目が肩を揺ゆらして笑っている。夏目の表情に浮かぶ好こう奇き心しんと、意味ありげな視線が痛い。

「大丈夫？　凄すごい音がしたけど」

「石頭だからな」

　それから夏目に「ちょっと付き合って」と呼ばれ、真木嶋はＳＤカードのデータがパソコンに転送され始めたのを見届けてから夏目について部屋を出た。

　事務所が入ったビルの一階ロビーには、ベンダーとベンチがある。

　夏目は千円札をベンダーに入れ「奢おごってあげる」と真木嶋を手招く。どうも、と頭を下げてコーヒーのボタンを押した。

　夏目に釣つり銭せんを渡わたすと、目で「座れば？」と隣を指される。分かっちゃいたけれど、尋じん問もんからは絶対に逃にがしてもらえない。

　ベンチに並んで腰こし掛かけてプルタブを開けたら、さっそく夏目が単刀直入に訊たずねてきた。

「帆代となんかあったんでしょ」

「……なんかって？　なんか変？」

　とぼける真木嶋に夏目がにじり寄る。

「帆代が真木嶋のデスクの書類を取ろうとしただけで、あなた大げさにびくっとしたり、ゴミ箱を掃そう除じしようと帆代が屈かがんだだけで緊張してる。極きわめつきは昨日、帆代とふたりで行けば済む仕事なのに、新人教育を名目に小幡を呼びつけて三人で任務にあたったでしょ。あんなのはダメよ」

　ここまでしっかり夏目に見られているとは、恐おそれ入った。

　帆代とふたりきりでいるとどうしても変に意識してしまい、疲つかれた真木嶋が小幡をクッション材に使ったのだ。

　すみません、といつもの真木嶋らしくなく頭を下げると、夏目は真木嶋の頤おとがいを綺麗に整えた指先で掬すくい上げた。妖よう艶えんに微笑ほほえむまなざしに、普ふ通つうの男ならころっと惚ほれるところだ。

「帆代と、とうとう、しちゃった？」

「……なんだよ、とうとうって、しちゃったって」

　夏目は逃がさないとでもいうように真木嶋の頰ほおを優やさしく抓つねった。

「ライオンさんがおなかを空すかせて舌した舐なめずりしてたのには気づいてたんでしょ？　猫ねこちゃんは知らんぷりして、檻おりの外で余よ裕ゆうぶってたくせにね。最近じゃ猫ちゃんの方が逆毛立てて緊張してるんだもの」

「誰だれが猫ちゃんだ」

　顰しかめっ面つらでコーヒーを飲む真木嶋の隣で、夏目は楽しげに「まぁ、いいけど」とくすくす笑う。

　真木嶋と帆代が地下から救出されたとき、当然駆かけつけた仲間の中に夏目もいた。最初から疑いの目を向ける者が見れば、そこで何があったかうっすらと察知したかもしれない。夏目がいくら口が堅かたい信しん頼らいできる女でも、同どう僚りようにそれを認めるわけにはいかないが。

　地下に閉じ込められた事件から二週間。

　田辺は翌日逮たい捕ほされ、精神鑑かん定ていに回された。悪目立ちを避さけたがっていた依頼者もさすがに隠おん密みつ処理というわけにいかないと判断し、被ひ害がい届を出したのだ。

　真木嶋は田辺に蹴けりつけられたところが痣あざになり、しばらく痛んだが、今も残る手首の擦さつ過か傷しよう以外に大きなけがはなかった。

　帆代ともども、反省文の提出とボスからのお説教は食くらったものの、減げん俸ぽうにまで至らなかったのは、女性を無事救出できた点を評価してもらったからだ。翌日はさすがに休きゆう暇かを取ったが、以降の仕事はちゃんと帆代とふたりでこなしているし、何もかもが通常運転に戻もどっている。

　けれど、表面上は何も変わらないのに、その内側はぐずぐずに火傷やけどしてしまったように熱い。

　永遠に均きん衡こうを保っていくはずだった帆代との関係。

　真木嶋が「お前、俺のこと好きなんだもんな」とからかい、帆代が「違ちがいます」と不ふ機き嫌げんな声で答える。帆代にも否定させることで、ふたりの境界線はより強固なものとなっていたはずだった。

　ところが、帆代がくれる全身が甘く沸わくような快感を知って、その境界線は崩れた。

　ひとりでいられなくなる弱さを恐れ、恋こい人びとにも自分の深くには踏ふみ込ませなかったのに。

　帆代に漂ただよう危あやういものを警戒していたことも忘れ、身を委ゆだねる気持ちよさに牙が城じようを崩してしまったのだ。今いま更さら虚きよ勢せいで取り繕つくろうのがばかばかしくなるほどに。

　仕事中でもお構いなしに、あの地下の部屋にトリップしたのなんか一度や二度じゃない。帆代の気配を隣に感じると、あの力強い腕うでや、逞たくましい腰こしつきや、余裕をなくした息いき遣づかいが生々しく蘇よみがえる。そんな自分に、色情魔まに憑つかれたのか、と自じ嘲ちようすらした。

　真木嶋にとって帆代は、決して手を出してはいけない甘い毒みたいだ。帆代に押し潰つぶされる心地よさを覚えたら、それをもう一度味わいたくなる。自分にとっていちばんヤバい男がくれるものに嵌はまって、強く欲ほつしているのだ。

　帆代を警戒しながらも、仕方なかったんですといえるチャンスを自分は待ち望んでいたのか。

　認めたくないけれど、そうだとすれば、他人と深く関かかわるまいとしてきた禁をついに破った説明がつく。

　でも仕事仲間と、しかも自分のバディと恋れん愛あい関係になったことはこれまでもなかったし、正直、何が善処なのか分からないのだ。

　一方の帆代もあれから何も言ってこない。真木嶋があからさまに避けたり、挙動不ふ審しんな行動で周囲を巻き込んだりしてもノーリアクションだ。

　悩なやましいのは自分ばかりで、あのとき薬物に身体からだを支配されていた帆代は、いっときの気の迷いで「好き」だなんて言ったのかもしれない。

　このままなかったことにしたほうが平和なんじゃないか──そんなずるい考えが頭をよぎる。

　すっかり余裕をなくした真木嶋は向き合うことから逃げようとし、悪あがきもむなしく、このあと更さらに追い詰つめられることになるとは思っていなかった。







　翌日、真木嶋は長野県の山中でショベルカー相手にカメラを構えていた。

　業者による産業廃はい棄き物ぶつの不法投とう棄き。現在、真木嶋と帆代は、件くだんの予備校生のストーカー案件に加えて、別件で不法投棄の証しよう拠こ集めに奔ほん走そうしていて、その違い法ほう業者を追って新潟との県境に位置する長野県の山中に入っていた。

　今回の仕事も、弁護士・奥田を通じて紹しよう介かいされた依い頼らい人。つくづく、いろんな方面に顔が広い男だ。

「おーおー、派手に投棄してくれちゃって」

　より常習的な悪質業者は、他人の土地などお構いなしに、重機で山を削けずったりもする。現在マークしているこの業者は、白昼堂々と大きな穴を掘ほり、不法投棄を行っているらしい。

　草むらに身を潜ひそめ、シャッターを押す。十トントラックのボディに社名はない。ナンバープレートが見える方向から証しよう拠こ写真を押さえ、デジタルビデオカメラでも記録する。

「先回りするぞ」

　パトロールや摘てき発はつのために雇やとわれた探たん偵ていなどを、違法業者も警けい戒かいしている。こちらの動きが察知されないように細心の注意を払はらい、車に乗り込んだ。

　悪路を走る間、何度も尻しりが浮うき、尾びてい骨をシートに打ち付ける。

　投棄したトラックがどこへ戻るか追つい跡せきしなければならない。積み荷は簡単に足が付きにくいように別のトラックが保管場所にいったん運び、そこで積み替かえられたもので、十トントラックはおそらく地元の請うけ負おい業者だ。

「今回のは、デカい穴屋が嚙かんでるみたいですね」

「この道みち幅はばなら十トン深ダンプも入るだろうからな」

　穴屋と呼ばれる不法投棄ブローカーは、逮捕されるのを覚かく悟ごの上での確信犯なことも多い。

　投棄されたものの規模から見ても、一発屋の単独犯ではなさそうだ。資し金きん繰ぐりに喘あえぐ暴力団が諸外国との取引で捌さばけなかった不用物の投棄を指示しているという噂うわさもある。

「投棄の現場は撮とれましたし、今日はトラックの戻り先を追つい尾び確かく認にんして、明日あしたは積み荷の積み替え現場を撮ったら終わりですね」

「そうだな。それよりもこの程度のワインディングロードで車跳はねすぎだろ。サスペンションがくたびれてるのか、ケツ痛い。背骨まで響ひびく」

「………………」

　帆代はもともとベラベラ喋しやべる男じゃないから、一いつ緒しよにいても三十分くらい会話ゼロは珍めずらしくもないのだが。「ケツ痛い。背骨まで響く」なんて変なことを言ってしまった、あてつけっぽかった？　と涼すずしい顔して内心で慌あわてている真木嶋だ。

　真木嶋は「ディーラーにサス交こう換かん頼たのんだらすぐできんのかな」と呟つぶやきながらスマホのロック画面を解除し、サスペンションの交こう換かんについて調べるふりをした。

　狭せまい車内に帆代とふたりきり。沈ちん黙もくに押し潰されるのがいやで、何かしていないと落ち着かない。

　まだ、これからの関係のあり方について深く考えたくないのだ。問題を後回しにしての逃とう避ひと分かっているけれど、帆代とのことを今は後退も発展もさせたくない。

　無理だと分かっていても、できればあの地下事件の前のバディに戻りたい……なんてムシのいい望みを捨てきれないでいる。

　しかしこれが原因で帆代に辞やめられでもしたら堪たまらない。

　真木嶋がそう懸け念ねんする理由──それは、ずっと頭の隅すみに引っかかっている過去の出来事に起因している。

　二年ほど前、帆代と組む前の真木嶋のバディは、真木嶋に対して特別な感情を秘ひめたまま、ある日突とつ然ぜん仕事を辞めた。

　真木嶋の二歳年上、古ふる屋やという目元が優しげな、真ま面じ目めな男だった。

　言動は控ひかえめで、自由な真木嶋を苦笑いしつつもそっと見守っているようなタイプ。

　しかし、彼は真木嶋に夢中になりすぎた。恋愛感情が邪じや魔まをして、仕事に支障を来きたしていることを真木嶋自身も気付いていながら、知らん顔を貫つらぬき通した。真木嶋のほうに応こたえる気がなかったし、古屋もバディに対する想おもいを伝える勇気はなかったのだろう。

　結局、古屋は自分の熱情をぶつけることも抑おさえることもできなくなり、仕事で大きな失敗をした。警護していることを周囲に知られないようにとのステルス任務中にマル被ひと遭そう遇ぐうして面割れし、隠おん密みつ警護がバレてしまったのだ。マル被を追尾する際に、間合いを詰めすぎたのがそもそもの原因だった。

　責任を取って、と辞職理由を述べていたが、ボスですらその決断を妥だ当とうだとは思っていないことを、メンバー全員が理解していた。

　しかし古屋は引き留めを頑かたくなに拒こばみ、『ＳＰフェニックス』を去った。古屋は真木嶋に「元気で」とひとことだけ残して。会ったのはそれが最後だ。

　バディから向けられる恋愛感情に気付いていながら、なんの対処もしなかった自分が悪いのだろうか。だけど古屋が何も言えなかったのと同じように、隠かくし通そうとする相手に、真木嶋だってどうすることもできなかった。

　ひとりで気持ちを膨ふくらませて、勝手に暴発させた古屋のことも、バディの自分が責任を負うべきだったのか。せめてちゃんと話し合い、仕事仲間としてうまくやっていくという道もあったのでは？　古屋を自じ滅めつさせたのは自分ではないか──そんな後こう悔かいにしばらく苛さいなまれた。

　もう二度と、古屋のときと同じ失敗はしたくない。

　あの地下での事件以降、帆代がノーリアクションで黙だまっていることに自分も便乗していては、同じ過あやまちを繰くり返すことになる。今や挙動不審なのは自分で、あれをなかったことにはできないし、帆代だってポーカーフェイスを保っているだけかもしれないからだ。

　だから早く決断しなきゃと思うけれど、素す直なおに認めてしまったらバディでいられなくなる。でも断たち切りたくないとも思っている。そんな理り屈くつでは制せい御ぎよできない感情と、理性が複雑に絡からみ合って、うまく結論が出せない。

　鬱うつ々うつと考え込んでいることに嫌いや気けが差し、無理やりに思考の種類を変える。

「東京に戻もどったら予備校生の説得交こう渉しよう準備に入らなきゃな」

　予備校生ふたり組のストーカーの件で一昨日、事前調査が終わったのだ。秋あき葉は原ばらでも入手できる盗とう聴ちよう器きを使ってふたりが傍ぼう受じゆしている証拠や、ストーカー行こう為いの現場を多々押さえた。

「交渉場所は……ファミレスですか？」

「今回はなるべく他人の目があるところがいいからな」

　依頼内容や交渉相手に応じて、ホテルの部屋を取ったり、喫きつ茶さ店てんなどを使ったりさまざま。

　予備校生ふたりは周囲を気にするだろうから、あえて人目に付きやすい明るい場所で交渉を持ちかけたい。

「さて、晩飯はどうする？　長野って何がうまいの？　出張経費だし信州牛でも食うか？」

「そんな領収書持ち帰っても、デスクから突つき返されます」

「駄だ目めかな。なんかどうしても肉食いたくなってきたな」

「ローカルな牛ぎゆう丼どん屋で充じゆう分ぶんでしょう。晩飯食ってからチェックインしますか」

　そうなのだ。今日は帆代とホテル泊はく。しかし部屋は別々だからなんの問題もない──どうでもいいサス交換の検けん索さくはやめて松まつ本もと市内の牛丼屋を検索しながら、現実から目を背そむけていた。







「はぁ？　ツインルーム?!」

「セミダブルのベッドがふたつございますので、男性のお客様でもゆったりとおくつろぎいただける仕様になっております」

　ホテルのフロントはにこやかに部屋の写真を出して説明してくれるが、真木嶋からすればそういう問題ではない。

　信州牛の牛丼によってもたらされた幸福感が一気に吹ふき飛ぶ。チェックインの段階になってから、まさかの同室が発覚したのだ。これは穏おだやかではいられない。

　おとなげなく『ＳＰフェニックス』のデスクに電話で問い合わせると、『ツインでもいいですかって訊きいたら、真木嶋さんがＯＫしたんじゃないですか。我が儘まま言わないでください』と逆に怒おこられた。ぼんやりしてるときに生返事してしまったらしい。

　これは自分の落ち度なので、誰だれも責められない。

　帆代は無言で背後のベンチに座って様子を窺うかがっている。

「ちょ、ちょっと、それ、シングル二部屋とかにできないの？」

「申し訳ございません。あいにく本日は全館満室でございまして」

「えっ？　他ほかの部屋もっ？」

　キャンセルすればキャンセル料を取られるし、すでに二十時を過ぎている。今から別のホテルを探すのも大変だし、そもそも男ふたりツインルームでの寝ね泊とまりに困ると言うのは、傍はたから見ればただの我が儘だ。

　しかし帆代とひと晩中同室だなんて冗じよう談だんじゃない。

　渋じゆう面めんの真木嶋を目の前に、ホテルのフロントも控えめながら眉まゆを顰ひそめている。

　すると、ぐいと肩かたを押し退のけるようにして帆代からそこをどかされた。

「チェックインのサイン、これですか」

「ほっ……」

「いやならあんたが野宿でも車泊でもすればいい」

　帆代から冷たい横顔でそう言い捨てられた。

　完全に怒らせてしまったようだ。

　あいつと一緒の部屋なんかヤダヤダとごねる子供みたいに、見苦しかったのは認める。あんなふうに慌てた様子でホテルのフロントで悪あがきされては、帆代も気分がいいわけがない。

　最悪の空気に包まれてエレベーターに乗り込み、無言のままで帆代がカードキーを通してドアを開けた。

　部屋に入ってすぐのカードリーダーにキーを挿さすと、控えめな明るさのライトが点灯する。

　クリーム色の壁かべにカフェオレブラウンを基調とした、シンプルな内装だ。窓まど際ぎわにテーブルセット、ゆったりめの客室はたしかに男性ふたりでも窮きゆう屈くつさを感じない。

　問題は部屋の広さや、センスのいい絵画や調度品でも、寝ね心地ごこちのいいベッドや肌はだ触ざわりのいい清潔なリネンでもない。帆代と今から十二時間ふたりきり、という一点だ。

　帆代は着き替がえを入れているらしいバッグをベッドに放ほうると、上着を脱ぬいでネクタイをほどいた。そのなんでもないしぐさがここでは妙みように生々しい。

　目を逸そらした真木嶋は、とりあえず今日の作業報告を社に送るべく、パソコンをデスクのＬＡＮケーブルに繫つないだ。

「先、風ふ呂ろ使えよ」

　背中を向けたまま平然を装って声をかけると、帆代が「じゃあお先に」と真木嶋の背後を通ってバスルームに入っていく。

　さて、ここからどうしよう。まだ二十一時にもなっていない。

　帆代と交代でこのあと風呂に入るのだから、その隙すきに寝ねてくれたらいいのになどと、しょうもないことを考える。

「九時に寝るって……じじいかよ」

　薬でも盛らなきゃ寝ないだろう。でもさっきのフロントでのことで呆あきれた帆代が、もうこの人には構っていられないと、テレビにでも没ぼつ頭とうしてくれるかもしれない。

　往生際の悪い自分に心底うんざりしながら、真木嶋はパソコンのメーラーを立ち上げた。

　それから帆代と交代で風呂に入り、なんの計画も立たないまま仕方なく適当に浴衣ゆかたを羽織ってバスルームから出たら、なんと帆代がいなくなっていた。

　風ふ呂ろ上あがりに帆代が着ていた備え付けの浴衣はベッドに脱ぎ捨てられている。スーツで再び出かけたということだ。

「……野宿？」

　そんなわけはない。五月とはいえ、外気温は十度くらいだ。いや、そもそも、野宿でも車泊でもすればいいとキレた帆代が、自らそれを選せん択たくするだろうか。真木嶋があんまり嫌いやがったので、あてつけに、ならあり得るが。

「いや……そこまでするか？　でも……」

　つねに冷静で大人対応の帆代だが、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて、十二時間すら一いつ緒しよにいたくないと出ていったのかもしれない。

　鬱々とひとりで考えているうちに、胸がじんじんしてきた。

　いつまでそんな不自然な態度を続けるのかと、ついに見限られたのか。

「元気で」と真木嶋に背を向けた古屋のうしろ姿を今いま更さら思い出す。だけどあのときみたいに、帆代の背中を平静の面おも持もちで見送ることなんかできない。

　これほどに怒らせるつもりはなかったのに。

「何も……黙って出てくことはないだろ」

　恨うらみ節をぼそりと零こぼしたときだった。部屋のドアがノックもなしに突とつ然ぜん開いて、帆代が入ってきたのだ。

「……なんですか」

　帆代は不思議そうな表情で真木嶋をじっと窺っている。

　真木嶋が茫ぼう然ぜんと、帆代の顔を見ていたからだ。

　帆代の手にはビニール袋ぶくろが下がっていて、缶かんビールが数本とワイン、つまみらしきものが透すけて見えた。

「え……あ、いや…………コンビニ？」

「……そこにあるの、うまくなさそうな乾かわき物ばかりだったんで」

　帆代が顎あごをしゃくって冷蔵庫の上の菓か子しを指す。

　豆やスルメのおつまみが数種置いてあり、『ひとつ二百円　チェックアウトの際にご精算ください』と書かれてある。

　普ふ通つうはそうだ。新聞を読むためにロビーへ下りたとか、コンビニへ買い出しとか……そういう予想がつきそうなのに。どうしてか自分はおかしな勘かん違ちがいをして、帆代に捨てられたような気分になったなんて。

　かあっと頰ほおが熱くなる。動どう揺ようを悟さとられまいと、見る気もないのにテレビのリモコンを取った。

　チャンネルを適当に押して、よく分からないドラマにしたまま窓際の椅い子すに座る。

　どきどきと鼓こ動どうが耳まで響ひびいてうるさい。

　ひとりにされたと傷ついていたくせに、今からの時間を思えばうろたえる。

　正直、他人ひとと朝まで、個室でふたりきりで過ごすなんて初めてのことなのだ。

　恋こい人びととベッドに入っても、終わったらさっさと帰るという情じよう緒ちよのかけらもない真木嶋だ。

「泊とまっていけよ」と引き留める男は面めん倒どうくさいと思っていたから。しかも相手は帆代。姿が見えなくなっただけで狼ろう狽ばいするほどに意識している男だ。

　スーツの上着をハンガーにかけながら、帆代が「飲むでしょ、ビール」と訊たずねてくる。

「あー、うん」

　画面から目を離はなさず返事をして、テーブルに缶ビールが置かれるのを待った。

「そのドラマ、いつも見てるんですか」

「え？」

「……女子高生が妖よう精せいになって、犬と旅したり、好きな人の鞄かばんに入り込んだりするハートフルコメディ……でしょ？」

「………………」

　なんだか選択を誤ったみたいだ。まさか知らないとは言えないので「まぁな」と答えると、帆代が肩を揺ゆらして笑い出した。

「あんた……マヌケすぎ……」

「あ？」

「妖精なんて出てきませんよ、そのドラマ。ハートフルコメディでもない。恋人家族入り乱れての、どろどろの愛あい憎ぞう劇です」

「………………」

　まんまと騙だまされた。

　むっとして睨にらむと、帆代は勝者の笑えみで真木嶋を見下ろす。

　それから帆代は、真木嶋の前のテーブルを勝手にベッドサイドに移動させた。

　缶ビール四本はひとまずベッドサイドの冷蔵庫に入れ、残り二本とワイン、そしてグラスをふたつ並べてテーブルに置く。真木嶋の向かいにあるもうひとつの椅子も、テーブルのところまで動かした。どうやら、冷蔵庫を拠きよ点てんにしたいらしい。

　そして最後に、窓際に取り残された状態の真木嶋の腕うでを摑つかんだ。

「……なんだよ」

「ドラマ、つけてていいですよ。ＢＧＭくらいにはなる」

　ぐっと引き上げられ、力のおよぶほうへ立ち上がる。

　帆代は腹立たしいくらいに冷静だ。

「ちょっと話をしませんか。このままじゃ、仕事がやりにくいんですよ」

　先に動いたのは、これまで静観の姿勢を貫つらぬいてきた帆代だった。

　真木嶋はごくりと唾つばを飲んだ。ついに対たい峙じするときがきたのか。

　帆代はむすりとした顔つきで、「もう逃にがさない」とでもいうようだ。

　真木嶋が目を逸らすことすら許されなかった。







　崖がけっぷちに追い込まれて覚かく悟ごを決めたとはいえ、酒を飲まなきゃ、やってられない。

　最初のビール一本は一分と保もたなかった。立て続けに二本を飲み干す。ベッドに腰こし掛かけた帆代はゆったりとグラスを呷あおり、真木嶋はその隣となりの椅子で三本目のプルタブを開けた。

「もう少しゆっくり飲んだらどうですか」

「風呂上がりで喉のど渇かわいてんだよ」

　緊きん張ちようもあるけれど、それも事実だ。喉を潤うるおすことを忘れるくらい、帆代が部屋にいなかったことに動揺したとは言いたくないが。

　帆代と視線を合わせたくなくて、ごそごそとつまみの袋ふくろを漁あさっていたら、突然部屋の照明の光度が落ちた。

　ぞくっと背筋が寒くなり、「なんだよっ」と声を荒あらげる。表情が分かる程度に絞しぼられた薄うす明あかりの中で、帆代が目を丸くした。

「込み入った話をするのに……明るいと真木嶋さんがいつまで経たっても落ち着かないから」

　状じよう況きようにすぐに慣れはするものの、急に暗くなったり、長時間、薄うす暗ぐらい閉所にいるのはあまり好きじゃない。子供の頃ころの経験が原因だ。

「……真木嶋さん、もしかして、暗いところちょっと苦手なんですか？」

　地下の事件のときも自分の気を逸そらそうと、真木嶋は帆代をからかった。その悪ふざけがエスカレートして、あんな展開になったのだ。

「暗所恐きよう怖ふ症しようってほどでもないけど……小さなライトつけて寝ねるほうが落ち着くって程度」

「まさか、お化けが怖こわいとか？」

「子供扱あつかいすんな」

　ごまかすように答えたが、真木嶋には、誰だれにも話したことがない過去のトラウマがある。

　トラウマについて語るイタ恥はずかしさがあり、仕事上の相棒に自分の弱さをさらけ出すには男の矜きよう持じが邪じや魔まをしていた。プラスになるとも思えず、話せなかったのだ。

　でも、大切な、信しん頼らいしているバディだからこそ、弱い部分も含ふくめて知っておいてもらうのもいいかもしれないと初めて思った。帆代になら、それを話してもいいような気がした。

「話せるなら、話してください。バディとしても、知っておきたい」

　帆代がビールをグラスになみなみと注いで、真木嶋はそれをぐいと飲み干した。

「子供のころ……夜、ひとりで留守番していた部屋に、ふたり組の強ごう盗とうが入ったことがある」

　ひとりっ子で小学三年生。両親は共働き、ふたりとも帰りが遅おそいことは珍めずらしくなかった。

　寂さびしくはあったけれど、両親の仕事の大変さも理解していた。我が儘ままを言ったらきっとふたりを困らせる。だから些さ末まつなことは我が慢まんするのが当たり前で、真木嶋は自らを抑よく制せいする術すべを、そのときすでに会え得とくしていたのだ。

「俺は押し入れに閉じ込められた。強盗に入ったやつらが、何をしているか見られないようにするためだったのかな。とにかく『ここから出たら殺す』って言われて、俺は真っ暗な中、そいつらに言われたとおりに、じっと座ってた」

　やがて静かになり、人の気配が消えてからも、押し入れから出ることができなかった。

　強盗がいなくなってから両親に電話したところで、事態が好転するわけじゃない。それどころか両親の仕事の邪魔をしてしまう。忙いそがしいのだから帰るまで待つべきだ、と幼かった真木嶋は考えたのだ。

　真木嶋がそう思うのには理由があった。おなかが痛いと母親に電話をしても「置き薬を飲んでなさい」と返される。父親は真木嶋の生活サイクルとは違ちがう次元にいるみたいに、あまり姿を見ない。

　夜ごはんは市し販はんの弁当をひとりで食べる毎日。肉親に捨てられる子供もいる世の中で、ちゃんと食事代を置いてくれるだけ愛されているほうだとすら思っていた。泣きたくなるほどの寂しさを我慢し、自分はまだマシとでも思わなければ耐たえられなかった。

　大人からは「しっかりした子ね」と褒ほめられるけれど、そうじゃなきゃ生きていけなかったのだ。ちゃんとおとなしく待てるいい子じゃなきゃ、誰も褒めてくれなくなる。

　これまでは完かん璧ぺきだったのに、失敗した。強盗が家に入ったのは、自分がうっかり鍵かぎを開けてしまったから。あれだけ母親に「留守中は鍵を開けちゃ駄だ目め」と注意されていたのに。親を困らせたくないし、怒おこられたくない──小さな子供が必死に考えた結果だった。

　それに、押し入れから出たら、じつはまだ部屋の中に強盗が潜ひそんでいて、「約束を破ったな」と殺されるかもしれない。小さな真木嶋を脅おどした犯人の眼はどす黒く、カッと見開いた目が、鈍にぶく光る刃は先さきが、脳のう裏りに焼き付いていた。

　怖かった。子供の未熟な想像力をめいっぱい働かせ、両親が深夜に帰宅するまでの六時間を暗くら闇やみの中で声を殺して泣きながら、ひたすら耐えた。

「自分の身は自分で護まもらなきゃ、強くならなきゃ……って、そのとき思って。剣けん道どうとか空手とか、いろいろ習い始めたんだ」

　もともとは人を護るための護身術ではなかった。そのときの経験から、今の仕事に役立っているのだから因果なものだ。

「自分を護るのは自分だけ、ですか。その調子で、恋人の前でも頑かたくなさを発揮してるんでしょうね」

「一いつ緒しよに朝まで過ごそうと思わないし、そもそも誰かの傍そばで身体からだを休めて眠ねむったことがない。……他人を、自分の部屋に招いたことがないしな」

「俺のことも、部屋に入れてくれないですもんね」

「上がらせろって言ったこともないだろ」

「よく言う。真木嶋さんが言わせない雰ふん囲い気きつくってんでしょうが。部屋の前まで送っていっても、全身から『てめぇさっさと帰りやがれ』ってオーラ出まくりで」

　そこまであからさまだっただろうか。帆代の誇こ張ちようした言い方がおかしくて、真木嶋は微び笑しようする。

「じゃあ、俺が傍にいる今夜は、寝ないつもりですか」

「ノープランだ。頭真っ白。降って湧わいたアクシデントに驚おどろいて、どうすればいいのかなんて……あぁ、考えるのも面めん倒どうだ」

「そうやってすぐ逃げる」

　逃がさないですけどね、と帆代は真木嶋に届く声でぼそりと呟つぶやいた。

　帆代のひとことで空気がぴりりと張り詰つめ、ビールを呷っていても適度な緊きん張ちよう感かんは続いているのだと意識させられる。

　缶かんビール六本は早々になくなり、ワインに切り替かえた。

「もうひとつ訊きいていいですか」

「なんだよ」

　チーズの銀色の包みを開けて、もぐもぐ食べながら、ちらりと左の帆代を窺うかがう。

「奥田さん……とは、どんな関係なんです？　以前訊いたときは不自然にはぐらかされたので」

「……そうだっけ」

「特別な間あいだ柄がら、だったんですか？」

　社内の誰にも話したことがないのだ。答えに窮きゆうし沈ちん黙もくしたものの、どうせ帆代にはごまかしはきかないと覚悟する。

「元彼」

　ワインを飲み、銀色の包みをごねごねと弄いじりつつ短く答えると、帆代がふぅとため息をついた。

「……なんとなく……分かってましたけど、ずばり言われるとキますね」

「三年くらい前、かな」

「そこは問題じゃないです」

「しかも三カ月くらいだぞ……て、べつにお前に言い訳することでもないか」

　帆代のほうには顔を向けられない。自分の弁解に耳が赤くなる。

「あんたと寝てた男が今も近くにいて、いまだにあんたに気があるのを、あれだけ露ろ骨こつにアピールされるのも腹が立つんですよ」

「アピール？」

「奥田さん、俺の視線に気付いてるから。いつもなんか、俺の目の前で……真木嶋さんに触さわったり、親密ぶって、わざとらしいじゃないですか」

「知らねーよ」

　ははっと笑いとばす。水面下で繰くり広げられる男同士の縄なわ張ばり争いみたいな話に、適当な相づちは打ちたくない。

　真木嶋自身も、そのときの帆代の情動を背中で感じていたのだから。奥田と一緒に面おも白しろがられていたと思われるのは堪たまらない。

　しかし、帆代の反応をばかにしたことはないけれど、少しだけ、帆代の視線がいい気分だったのも確かだ。

「奥田がどういうつもりだったのかは俺には関係ないけど……、俺は……お前が聞き耳立てたりしてるのは、ずっと前から気付いてた」

「うしろにも目があるなんて、ヤなやつだ、あんた」

「職業病だ。機き微びや気配に鈍どん感かんだったら、優ゆう秀しゆうな警護員にはなれないだろ」

　真しん剣けんな話し合いとは思えないほどラフな語り口で、ひょっとして今までどおりのいい関係に戻もどれるのでは？　などと考えたときだった。

　急に部屋の全部の電源が落ちた。テレビも足元を照らしていたベッド下のライトも切れている。

「なんだ？　停電？」

　窓の外に目をやると、街の灯あかりが消えていく。帆代が電気のスイッチを入れ直しても光源は戻らない。真っ暗な中、左側を手て探さぐりすると温かい帆代の手に摑つかまれ、それと同時にバスルームの前辺りに設置された非常用の小さなライトだけがパッとついた。

　窓の向こうは真っ暗だ。ホテル内は自家用発電が機能しているのだろう。

　ベッドに座る帆代に摑まれた手を引き寄せられる。顔を覗のぞくようにされて、どことなくばつが悪い。暗所であることを案じられているのだ。

　帆代に握にぎられた手をじっと見つめる。そこにぎゅっと力がこもるのが伝わり、真木嶋の胸はどくんと響ひびいた。帆代の指が絡からむ所が融ゆう解かいしていくみたいな、じんと痺しびれる感覚がある。

「べつに……大だい丈じよう夫ぶ」

　実際、暗闇の不快感はなくそう告げたら、名残なごり惜おしい心持ちも、帆代の手と一緒にほどかれた。

　するとホテルの館内放送が流れはじめた。『送電線事故により一帯が停電している。安全のために復旧まで部屋をなるべく出ないように』とのことだ。

「……送電線でも切ったのか？　都内でも事故で数時間停電したことがあったよな」

　真木嶋の言葉に、帆代は黙だまったままだ。無言で見つめられて、どうでもいい世間話などしながら、真木嶋の頭の中は「どうしよう」でいっぱいになっている。

　沈黙からくる緊きん張ちようを薄うすめるために、アルコール度数が高いワインをごくごくと飲み干した。

「……なんで……奥田さんと別れたんですか」

　まだ奥田の話が続いていたのかとそこには少々うんざりしながら、ボトルに残っていたワインをすべてグラスに注ぐ。

「……面倒くさかった、から？　たった三カ月じゃ大したこと分かんねぇよ」

「なんすかその適当な恋れん愛あい」

「仕方ないだろ。今までの恋愛だって、みんなそんなかんじだったんだ」

「面倒くさいって……何が面倒くさかったんですか」

「……束そく縛ばく、とか、小うるさいのとか」

「だから、あっちは本気だったってことでしょう？」

「本気だったら束縛していいって理論が間ま違ちがってるだろうが」

「そうは言ってませんよ。それくらい、好きだったってことでしょって、意味です」

「……なんで俺がお前と、奥田の話で揉もめなきゃなんないんだよ」

　そもそもなんの話をするつもりだったのかと思ったら、帆代が見み透すかしたようにその答えをぶつけてきた。

「奥田さんと終わった理由が知りたかったんです」

　これも、警護員特有のリサーチってことらしい。

「……今日まで知らん顔だったくせに」

　女め々めしい言い方になってしまった。

　あの地下の事件から二週間余り経たっているが、その間、一度だって帆代からのアプローチはなかったのだ。薬物のせいでおかしくなっただけ、すべてなかったことにしたいのかも、とすら思った。

「まただ……部屋に上がらせない言い訳とまったくおんなじですね。あんたが『そのことに触ふれんな』ってオーラを全身から迸ほとばしらせてたんですよ。ふたりの仕事のときにわざと小幡を呼んだり、傍そばに寄っただけで総毛立ってるし、あんな分かりやすい避さけ方されたら子供でも気付きます」

「…………でも……あんな……」

　異常な状じよう況きよう下だったのだ。眠ねむっている猛もう獣じゆうを不用意に起こして、首筋に喰くい付かれた。

　いたずらに事を荒あら立だてるような真似まねを積極的にしかける人間がどれだけいるのか。

　自分を取り巻くすべてと自分の想おもいを享きよう受じゆして決意するまでは、できれば先延ばしにしたい。

　他人はそれをズルい逃とう避ひだと言うかもしれないが、白黒つけることを逡しゆん巡じゆんするほどには、帆代のことを想っているからだ。

「もうそろそろ分かってると思いますけど……真木嶋さん」

　柔やわらかな口調で呼ばれて、俯うつむけていた顔を上げた。

「あの事件のとき言ったこと、……真木嶋さんを好きっていうのは、本心ですから」

　帆代の眸ひとみはゆらぎもなくまっすぐだ。平時の今、あらためてストレートに気持ちをぶつけられて、帆代の言葉は胸に深く入り込んでくる。

　帆代の真しん摯しな告白に、自分も何か答えなければならない。

　しかし自分の素す直なおな望みと、仕事上のバディであること、そのふたつを切り離はなして考えることなんかできないのだ。それが真木嶋にブレーキをかけさせている。

　薄うす暗ぐらい中、帆代が息を吸いこむ気配を感じたとき、テーブルの上に置いていた真木嶋のスマホが鳴った。画面を覗くと着信の相手が『奥田』となっている。ベッドに腰こし掛かけた帆代の位置からも丸見えだ。

「……出ればいいじゃないですか。今日の仕事のことかもしれないでしょう」

「や……まぁ、うん」

　帆代に変な誤解をされたくない。これではいつも勤務時間外に奥田から電話がかかってきているみたいに思われる。

　しかし今それを言い訳するのもおかしくて、とくに何も手を打てないまま真木嶋はスマホを手に取った。

「……はい」

『奥田です。俺が回した仕事で長野の松本に泊とまりだったろ。そっちが停電してるって今ニュースでやってて……』

　停電のため、周囲はシンとしている。電話の声は帆代のところまで筒つつ抜ぬけだ。

「ホテルも停電、してるな」

　落ち着かず、立ち上がったところからちらりと隣となりを見下ろすと、帆代がじっと真木嶋を見上げている。いつもとは逆の立ち位置。下からおとなしく見つめられて、そんな帆代に胸がきゅうと軋きしめいた。

『大丈夫なのか。暗いの苦手だろ』

「……平気だ。隣に帆代がいる」

　帆代が眸を大きく揺ゆらすのが、真木嶋にも分かった。

　まさか一いつ緒しよの部屋に、しかも自分のすぐ隣にいると、真木嶋が奥田に躊躇ためらいもなく話すなんて思わなかったのだろう。

　さくさくと通話を終わらせ、スマホを再びテーブルの上に戻すと、待ちきれないとでもいうように帆代から手を引かれた。

　帆代が導くまま、真木嶋は今度は帆代が座っていたベッドの上に腰掛けた。どうして素直に従っているのか、熟考する暇ひまもない。

「……こんなふうにあの人から、いまだに電話がかかってくるんですね」

「今日は奥田が回してきた仕事だったからだろ」

「真木嶋さんが暗い場所が苦手なことも、知ってるんだ」

「でも原因までは話したことない」

　真木嶋は釈しやく明めいを連ねることに必死になっていた。

「ここにいるのが奥田さんでも、同じことをしますか」

　ベッドの上に、一緒にいることを指しているのだろうか。

　問いの意味がよく分からなくて首を捻ひねると、帆代が質問を変える。

「停電で、真っ暗で、どうしても心細くなったら、奥田さんを呼んだりするんですか？」

「しねーよ」

「ここに奥田さんがいたら、こんなふうに……」

「しねぇって！」

　強く即そく答とうすると帆代は一いつ瞬しゆん浮うき立つような面おも持もちでわずかに眸を大きくしたのち、頰ほおを引き締しめつつも耳の縁ふちを赤くした。いつも隣にいるからこそ気付く些さ細さいな変調が、真木嶋には無む性しようにかわいく映る。「好きなんです」と十回くらい言葉にされるより、帆代の気持ちがリアルに、真木嶋の胸に響いた。

　じわじわと身体からだの芯しんから熱が広がり、何とも言えない心地ここちになる。

　真木嶋の中に生まれた喜びや愛いとしさは、離れがたい温かさを伴ともなっていた。

　それにずっと浸ひたっていると、きっとのぼせてしまう。

「何お前、……あんな短い電話にも、やきもちやいてんの？」

「……いいえ」

「じゃあどういうわけだよ。俺とあの人の、どっちが好きなのって訊きいてんのと一緒だろうが」

　これにはプライドが傷ついたのか、帆代は今度はむっとした相そう貌ぼうになる。真木嶋が投げる言葉を受け取るたびに、帆代が素直な反応を見せるのが堪たまらない。面めん倒どうくさいと感じるどころか、そのリアクションのひとつひとつに真木嶋は胸をざわめかせる。

　木ぼく訥とつとして、真木嶋のからかいを飄ひよう々ひようとかわす、かわいげのない後こう輩はいバディ。普ふ段だんのポーカーフェイスが、自分の前でだけ少し崩くずれる。そんな帆代という男が、かわいく思えて仕方ない。

　この感情はなんだろうか。愛しいというのは、好きということじゃないのか。

　自分の中に芽め吹ぶいているものについてぼんやり考え込んでいると、気を取り直したのか帆代が膝ひざを進めてきて、繫つないだままの手をより引き寄せられた。

　帆代の強い視線に、隠かくしきれない熱情が混じっているのを感じる。　>>>♥

「そっちこそ、奥田さんに許さないことを俺に許すのは、なぜですか」

「……許すって……」

「ねぇ、あんた分かってます？　俺は、あんたが好きだって、本気だって言ってるし、一度寝ねた男です。そんな俺と、ホテルの同じ部屋のベッドにいるんです。本気で嫌いやなら、野宿でも車泊でもすればいいんですよ。でも真木嶋さんは、ここにいる」

「わかっ……てる、それは」

　すると帆代はおもむろに立ち上がり、自分のバッグを真木嶋の膝ひざ元もとに置いた。「開けてみてください」と言われたので、帆代のバッグのファスナーを開け、促うながされて中を覗のぞく。

「…………」

　中から、性せい行こう為いに使うためのジェルが出てきて瞠どう目もくした。脳がカッと熱く滾たぎる。

「最初から、そのつもりで来ました」

「……俺の部屋に押し入る気だったのか」

「それについては謝ります。ツインでいいって言ったの、俺だから」

「はっ?!」

　ジェルを右手に摑つかんだまま、真木嶋は訳が分からずも驚きよう愕がくした。

「デスクが『ツインの部屋しか空いてないんですけど』って真木嶋さんに声をかけたら、パソコンに齧かじり付いた状態で生返事だったので、俺が『ツインでいい』って答えたんです」

「そ……、マジか」

「そうでもしなきゃ、まともに話をさせてくれない」

　啞あ然ぜんとして言葉を返せない。

　帆代の覚かく悟ごと本気がまざまざと伝わって身動きすらできなくなる。

「奥田さんが知らないことを、俺には話してくれたんですよね」

　帆代がベッドに右手をつくのを思わず目で追った。

「奥田さんだったらさせないことを許されてるなんて知ったら、俺だって、調子にのりますよ」

　じりっと、帆代が間合いを詰つめてくる。

「俺のことあの人よりは……ちょっとは好きなのかなって、勘かん違ちがいだってします」

　四つん這ばいで近付いた帆代が更さらにぐっと身を乗り出し、咄とつ嗟さに真木嶋が顎あごを引くと、ぱくっと髪かみを食べられた。頭皮に帆代の唇くちびるを感じる。ざり、と擦こすれる音が頭の中に響ひびいて、真木嶋は小さく、熱っぽい吐と息いきを零こぼした。

「……喰くってもいいのかなって……」

　帆代が髪を食はんでいる。

　やがて大きく口を開いて帆代の前歯が、ざりりと、頭皮をこさいだ。大きく音が反はん響きようし、真木嶋もぞくぞくと背筋を震ふるわせた。ついさっきまで、真木嶋の中でブレーキをかけていたものがなんだったか、深い霧きりの中に放ほうり出されてしまったように混こん沌とんとする。

「あのとき……たしかに薬の影えい響きようもあったんだろうけど、あんな、夢中になるセックス初めてだったんです。忘れられない……ちゃんと全部覚えてます。真木嶋さんとのこと思い出すだけで、隣で仕事してる最中にも、……何度か勃ぼつ起きしてた」

「……っ……」

　帆代に強きよう烈れつに欲よく情じようされている。

　それに煽あおられて、真木嶋の中で燻くすぶっていた火種についに火が灯ともった。

　余計なあれこれはすっ飛ばして、欲よく望ぼうのままに帆代が欲しくなる。もういいだろ、と頭の中で誘さそう声がする。

「喰っちゃいますよ」

　あむっと、右の耳を全部食べられた。帆代の舌が耳じ孔こうにぬるりと入ってくる。ひくっと喉のどを鳴らし、真木嶋は無意識に帆代のシャツの小こ脇わきを摑んだ。

「この適当な浴衣ゆかたの着方……さっきから丸見えなんですよ。これ、わざとですか」

　不ふ機き嫌げんな口調で指し摘てきされ、右の乳ち首くびを、だらしない、とでもいうようにきつく摘つままれる。突とつ然ぜんのことに「あぁっ」と声を上げてしまった。

　ひどく意地悪なことをされている気分だ。なのに抗あらがえない。相変わらず帆代は耳じ殻かくを甘あま嚙がみしたり、耳じ朶だを吸ったり、衽おくみから忍しのび込ませた左手も好き勝手なことをしている。

「ほ、し……帆代」

　耳の裏側を強く吸われて、唇をきつく結んだら、情けない鼻声が漏もれた。

　脚あしのつけ根に、じんと甘美な痛みが広がる。停電のおかげではっきりと見えないけれど、浴衣を持ち上げる勢いで勃起したものが、その濃のう紺こん色の布地にしみをつくっているに違ちがいない。

　帆代の手のひらが骨張った膝を滑すべり、内うち腿ももを逆さか撫なでる。

　浴衣の合わせを割って捲めくれたところから、勃たち上がったものが露あらわになった。弁明のしようもないほど、身体が反応している。帆代だから、こんなふうになっている。

「今日も下着、穿はいてないんですか」

「浴衣なんだから、いらないだろ」

「だいたい非常識なんですよ。あんたに気がある奴やつにとっては、煽ってるも同然だ」

　了りよう解かいも得ず、なんの躊躇ためらいもなく指先で竿さおを触さわられて、びくんと下か肢しが跳はねる。そこを数回撫でさすられると、鈴すず口ぐちがはしたなく濡ぬれた。

「真木嶋さん……あんた、快楽に弱すぎだろ……こんなんじゃ心配だ」

「違ちがうっ、……！」

「違う？　じゃあこんなふうになるの、俺だけになのかって思いますよ？　それとも、アルコールを飲み過ぎたせいで、分別なくしてますか」

　真木嶋の深層にある想おもいを知らない帆代は、言葉選びを警告しつつその裏で本心を引きだそうとしているのだろう。そうしながら、臆おく病びような真木嶋を追い詰めないための逃にげ道も与あたえてくれる。

　しかしアルコールのせいだなんて言い訳もしたくなくて、真木嶋は頑かたくなに口を閉とざした。

　先せん端たんを濡らす蜜みつを指先で雁かり首くびに塗ぬり広げられる。敏びん感かんな部分を五本の指先で捏こねられ、腰こしがびくびくと跳ねて仕方ない。

「あ……あ、帆代っ……」

「……いい匂においがする、この辺から」

　首筋に顔を擦こすりつけられて、その薄うすく柔やわらかな肉を甘ったるく嚙かまれる。

　頭の中は、帆代のすべてで充じゆう足そくされたい気持ちでいっぱいになっていた。閉じ込められた地下の部屋で、内も外もさんざん嬲なぶられ、骨の髄ずいまで貪むさぼられて、どろどろに蕩とろけたときみたいに。

　考えなければならないことがあったはずなのに、気持ちが膨ふくらみすぎて肝かん心じんなところが弾はじけ飛んだように空っぽだ。

「……っ……」

　最後の意地で身体からだが倒たおれないように後ろ手でふんばって、だけど帆代に濡れそぼった先端を舐なめられ喉の奥まで咥くわえ込まれたら、なけなしの道義心も砕くだけ散った。

「はぁっ、あ……んぅ……」

　惜おしみなく頰ほお張ばり、臀でん部ぶが強こわ張ばるほど吸い付かれる。温かな手のひらで陰いん囊のうを柔く揉もまれながら巧たくみに口こう淫いんされ、真木嶋もゆるゆると腰を前後させた。

　帆代の黒くろ髪かみを撫でて摑み、ワイシャツの襟えり首くびをグイと引く。頰張っていたペニスから顔を上げた帆代が、邪じや魔まするな、と言いたげな目を向けた。

「……スーツ脱ぬげよ。それ、明日あしたも着るんだろうが」

　帆代は濡れた口角を手の甲こうで拭ぬぐうと、身に着けていたものを手早く脱ぎさり、さっきまで真木嶋が座っていた椅い子すに放った。

　全ぜん裸らの帆代をこれほど近くで、まじまじと見るのは初めてだ。会社のシャワー室では意識的に一いつ緒しよにならないようにしていたし、ニアミスで視界に入ることはあっても、こんなふうに向き合ったことはない。

「……漫まん画がみたいな身体」

「真木嶋さんのは……いつも、……湯上がりみたいで」

「湿しめってるって言いたいのかよ」

　帆代は喉の奥で笑って、ベッドに真木嶋を押し倒しながら覆おおい被かぶさってくる。

「なんかいやらしい肌はだしてるなこの人、ってずっと思ってました」

「よっぽどひでーわ」

「……鎖さ骨こつのあたりとか、舐めたくなるんですよ」

　鎖骨の窪くぼみ、さっきまで弄いじられていた乳首をべろりと舐め上げられ、息を詰める。きつく吸い付かれて、照れ隠かくしの会話はそこで途と切ぎれた。

　身体のあちこちを帆代の手が暴あばいていく。帆代は唇や舌、ときには歯を使い、重なって触れ合う皮ひ膚ふですら、真木嶋を蕩かせる。

　くったりと脱だつ力りよくした脚を大だい胆たんに開かされ、帆代の口内で陰囊を転がされるのが堪たまらない。抑おさえきれずに鼻を鳴らす。もっとも脆ぜい弱じやくな部位を肉にく食しよく獣じゆうに喰われるようで、与えられる快感が少し怖こわくて、震えるほど甘美だ。

　もはやされるがままの真木嶋を見下ろし、帆代はジェルをどろりと手のひらに絞しぼり出した。

　温めたものを入り口に塗り込められ、指先の一点に圧がかかると、ぬるると侵しん入にゆうしてくる。

「う……んっ、あ……」

　緩ゆるやかなピストンから、速度を上げる。ぐるぐると攪かく拌はんして拡ひろげ、早々にもほころんだと見切ると、後こう孔こうを苛さいなむ指が増やされた。

　停電の静せい寂じやくの中、襞ひだを搔かく卑ひ猥わいな音と甘ったるい声だけがベッドを取り巻いている。快楽を追うことに没ぼつ頭とうし、帆代の指の動きに煽られて腰を揺ゆらすのをやめられない。

　帆代が持参したジェルのおかげか、それとも、何度も地下での出来事を反はん芻すうして、ずっと妄もう想そうだけで過ごしてきたせいか。指の愛あい撫ぶで、真木嶋は一気に快楽の頂上へ駆かけ上がってしまった。

　胸の辺りまで白はく濁だくが散っている。射精の余よ韻いんに浸ひたって、うっとりと目を瞑つむった。

　うしろを弄っていた指を引き抜ぬかれると、ざっと内腿に鳥とり肌はだが立つ。

「……それ、……それにまたなんか変なモンが入ってるんじゃ……」

　後孔にジェルを注入している艶えんな顔つきの男に訊たずねると、口元だけで笑われた。

「そんなことを疑うほど、イイってことですか？」

「あ……やっ」

「もう、二本じゃ足りない……？」

　帆代の指が今度は遠えん慮りよなく三本、真木嶋の中に戻もどってくる。

「んっ、んんっ……！」

「一回イッたら、うしろが柔らかくなりましたね」

　帆代が指摘するとおりだ。全身が弛し緩かんしている。そのほころんだところを指が搔き回し、さらに拡げていく。

　帆代を柔く受け入れるために自分の身体を整えられる。何か大事な覚かく悟ごをしなければならなかったはずなのに、今はそれを考えたくない。そんなの駄だ目めだろとイイ子の自分が詰なじってくる。

　小さな石ころほどの理性を真木嶋は蹴け散ちらした。ただ、帆代が欲しくて欲しくて堪らない。

「んっ……ん、はあっ……っ……」

　萎い縮しゆくした内ない壁へきに圧あつ迫ぱくされた指が胡桃くるみをぐっと押し上げて、痺しびれるような性感に首を仰のけ反らせて喘あえいだ。

「あ……帆代っ……、あぁっ……やっ……」

「……挿いれてほしい？」

　答えの代わりに腕うでを引く。帆代は真木嶋の下肢を覗のぞいて、イッたばかりなのに再びだらだらと蜜を溢あふれさせている様子に、満足げに微笑ほほえんだ。

　あやすみたいに耳の裏側や髪かみの生え際ぎわを唇くちびるで愛撫され、緩んだその隙すきに帆代が入ってきた。

「はぁっあ、あっ、あぁっ、あ、んぅ、ふ……っ、んんっ……」

　空くう洞どうだったところをみっちりと満たされる。

　今日はジェルを使った分、引き攣つる感覚が一いつ切さいない。快感ばかり与えられて思考が麻ま痺ひしていく。

「ほ……帆代の、すご……」

　帆代のは根元から先端までガチガチに硬かたくて、奥の奥まで貫つらぬかれるかんじだ。

　どこもかしこも擦られて、気持ちよすぎて声も出なくなる。強い快感に身体が打ち震ふるえる。

　さんざん貪り尽つくし、いったん動きを止めた帆代に全身でのし掛かかられた。重みすら心地ここちいいなんて、どうかしてる──おかしなことになっている自分を、真木嶋は少しばかり自じ嘲ちようした。

「……ジェル最強すぎ……」

　真木嶋の戯たわ言ごとに帆代が喉のどの奥で笑った。

「持ってきたかいがありました」

　最さい奥おうに嵌はめられたまま耳や首筋を愛撫されると、繫つながったところがぐにぐにと蠢うごめく。

　いちばん感じるポイントと帆代の剛ごう直ちよくが強く当たって、瞑った瞼まぶたの裏を黄色の閃せん光こうが瞬またたいた。

　きつい締しめ上げに、帆代も息を詰つめる。

「……っ」

「あっ……あっ、あぁっ、やぁっ、帆代っだめっ……！」

　再び昇のぼり詰めそうになり、帆代の背中に両りよう腕うでを回してしがみついた。小休止で帆代は全然動いていないのに、ひとりで盛り上がってはぁはぁと喘いでしまう。

「……今また、イきそうでした？」

「も……もう、動けっ……！」

　息んだだけでイくなんて恥はずかしすぎる。自分から腰こしをすり付け、帆代を誘さそう。

　欲よつ求きゆうを叶かなえる濃のう厚こうな抽ちゆう挿そうが始まった。

　大きなストロークで抜き差しされたかと思うと、深く埋うずめたまま内壁を搔き回される。それが信じられないくらい気持ちいい。

「あああっ、あぁ、んっ、ほし、帆代っ、……いいっ……」

　はぁっ、と堪らず声を上げた帆代を仰あおぐと、目を瞑って快感を貪る表情にどきんと大きく胸が鳴った。揺さ振ぶられながらも懸けん命めいに盗ぬすみ見する。ふいに帆代と視線が絡からんだ。その黒い眸ひとみが快楽にしっとりと濡ぬれている。

　重たくなった下か肢しをしっかりと抱かかえられ、遠慮なく腰を振りこまれた。

　脳天まで響ひびく律動は、目を開けていられないほど激しい。

「やっあぁっ、っ、ほし、ろっ、ぅん……！」

　絶ぜつ妙みような当たり具合と強さで穿うがたれ、びりりと、つま先まで鋭するどい快感が走った。

「おかしくなるくらい、イかせてあげますよ」

　こんなものじゃないと言いたげだ。煽あおられて、弥いやが上にも期待させられる。

　腰の下に枕まくらを嚙ませて浮うかす角度で固定され、脚あしは投げ出す格好になった。帆代の逞たくましく張った雁かり首くびが、ちょうど胡桃に当たっている。それだけでもむずむずしてきて堪らない。

　さらに陰いん囊のうの下の会え陰いんを手のひらでぐうっと押され、内と外の両方から前ぜん立りつ腺せんを刺し激げきされる格好になった。

「んんっ……」

　腰の力が抜ける。自分の自由にならなくなった身体からだを、これから帆代の好きにされるのだ。

　どきどきと胸が逸はやる。同時に不安も広がる。帆代に完全にイニシアチブを取られ、どうなってしまうのだろうと、想像するのも怖い。

「声……廊ろう下かに響くのは、マズイな」

　もうひとつの枕を渡わたされ、胸むな元もとに抱えた。何か頼たよるものと、声を吸収する役目を、これがどれだけ果たしてくれるのだろうか。

「んぅ──っ、く、んっ……！」

　スポットを捉とらえられて抽挿されると、強きよう烈れつな快感が突つき抜けた。

　嬌きよう声せいをどうにか収め、小休止にホッとしたのもつかの間、いちばん感じるところを容よう赦しやなく擦こすり立てられる。

「……や、あっ……っ、んぅっ！　やっ、や、いや……やめっ、……」

「ほんとに？　やめていいんですか？」

　意味は分かっているくせに意地悪な質問だ。

　これも言葉の愛撫、戯たわむれ、分かっている。やめんな、と咎とがめる代わりに帆代の腕をぐっと摑つかんで引き寄せ、快楽に潤うるんだ眸で睨ねめた。

　帆代は目を細め、会陰に当てた手のひらをぐっと押してくる。

「──っ！　はぁっ、……んん……！」

　深くて濃のう密みつな、帆代の想おもいを知らしめるような抽挿だ。抱だきしめた枕で口元を覆おおい、逞しい律動を身体中で受けとめた。

　攻せめ方は容赦ないのに、好き勝手をされているとは感じない。その証しよう拠こに真木嶋は、今までに覚えのないほどの快感を享きよう受じゆして悦よろこんでいる。

　ぐちゃぐちゃに前立腺を攻め立てられて、気が狂くるいそうだ。

「アッ……！　いい、んっ、……帆代、いいっ……それ、くる……！」　>>>♥

「呼んで……真木嶋さん。俺の名前、呼んでください」

　耳元で、声に出すべき言葉を教えられる。

「真木嶋さん、呼んで。もっと、よくしてあげます」

　唇を啄ついばみながら、そこにも誘ゆう惑わくを吹ふき込まれる。

　ぐっと折り重なり、いちばん奥の壁かべを突かれて全身が快感に痺れ、一いつ瞬しゆん意識がふぅっと遠とお退のいた。半分錯さく乱らんした状態になる。

　気持ちいいって言う代わりに、呼んで──とお願いされ、帆代の名前をなおも唱えられた。

「早く、呼んで……真木嶋さんっ……」

「……には、にはるっ……二晴っ、あぁっ、いいっ、……やあっ」

「イきそう……？」

「……あぁ、イく……イくっ、ああ、二晴っ、で、るっ……！」

「……イッて」

　何を声にしているのか分からなくなるほど混こん濁だくする。

　自分から腰をがくがくと振っていることにも気付かない。全身が粟あわ立だち、ペニスは揉もみくちゃにされて、白はく濁だくを撒まき散らしていた。

　凄せい烈れつな愉ゆ悦えつの波がゆっくりと退ひいていくのを引きとめるように、帆代が最奥を揺ゆらす。身を捩よじれば、思いがけずいいところを刺し衝しようされた。

「や……も、いや……いやだっ……」

　感じすぎて苦しい。帆代に宥なだめ賺すかされ、極きわまった直後の鋭えい敏びんな粘ねん膜まくを擦られる。快感は伴ともなわない刺激ばかりが肌はだを刺さし、泣きそうになりながら腕を突っぱねてしまう。

「いやがんなよ、真木嶋さん……腰こし振ふらせろって」

「やぁっ……やっ、二晴、やめっ……」

　抵てい抗こうとも呼べない抗あらがいをたやすく封ふうじられ、抉えぐられるうちに、再び快感が芽生え始めた。

　しかもリバウンドが大きい。いったん性感として受け取ると際限をなくし、どこまでも上り詰める。濃厚な快感を受け止めきれずに、ついに眦まなじりから涙なみだがとろりと零こぼれた。

「あぁ……やっ……いぃっ……」

　泡あわ立だつほど攪かく拌はんされ、びくびくびくっと身体が痙けい攣れんする。

「真木嶋さんっ……！」

　そのとき、部屋の電気がパパパと点ついた。まぶしさが眉み間けんにツンと痛い。停電から復旧した部屋全体が、現実に引き戻もどす。

　真木嶋の放ったものとジェルとで、互たがいの腹がべたべたに濡れているのが、ひどく卑ひ猥わいに映った。精液は自分の下腹だけでなく、鎖さ骨こつの辺りにまで散っている。

　啞あ然ぜんとして視線を再び上げると、のぼせた目つきの男が見下ろしていた。激しい行こう為いを物語る赤く色づいた下肢は帆代の逞しい腰と繫がっている。

　帆代は淫いん猥わいな場景に、堪たまらないとでも言うようなうめき声をひとつ零して、明るい光源の下もとで律動を再開した。

「アッ……！　はぁっ、んっ……んっ、やっ……！」

　首を左右に動かすことしかできない。淫いん蕩とうに溺おぼれるのが怖こわくなり、ひたすら嫌いやだとかぶりを振る。すると肩かたを押さえ込まれて、最さい奥おうにぐぐっと硬こう茎けいを穿たれた。衝しよう撃げきはもろに身体の芯しんを伝って脳天に響く。

　泣くつもりなどなくても、瞼に溜たまった涙が溢あふれていた。

　煌こう々こうとした明るさの中で、帆代の思うまま蹂じゆう躙りんされる──状じよう況きようを把は握あくできなくなるほど混濁し、帆代の迸ほとばしりを奥に受けた瞬しゆん間かんを凌しのぎきれず、真木嶋は深い奔ほん流りゆうに吞のまれた。







　真木嶋は真っ暗な世界にいる。

　背中を壁に付けて座り、漆しつ黒こくの中で手を伸のばせばやはりそこにも壁があって、広さが推測できた。暗くら闇やみに目が慣れてきた──ここは、押し入れの中だ。押し入れの外には人の気配、ひそひそと話す声や、がさごそとどこかを探さぐる音がする。

　これは子供の頃ころの記き憶おくだろうか、それともまた、強ごう盗とうが真木嶋の部屋に侵しん入にゆうしたのだろうか。「ここを開けたら、ここから出たら殺すからな」と脅おどされたけれど、隙すき間まから覗のぞいてみようかと迷う。どんなやつがそこで悪さをしているのか、顔を覚えておいて、警察に説明すべきだ。もしくは大きくなって強くなったら、悪者を見つけ出して、しかるべき方法で報復すればいい。

　真木嶋はドアを眸の幅はばにそっと開けた。隙間から目を凝こらしていると、振り向いた犯人の顔に見覚えがある。それはよく知る人物──前のバディ、古屋だった。

　そんなことはあり得ない、嫌な夢だ、と頭で分かっているのに衝撃を受ける。

　古屋と視線が絡む。覗いているのが見つかってしまった。古屋に殺されるのだろうか。

　古屋と確実に目が合っているのに、古屋は何も言わない。真木嶋は冷たい汗あせが蟀谷こめかみから流れ落ちるのを感じながら、身動きひとつできずにいる。

　古屋がわずかに口角を上げ、静かに笑った。真意の伝わらない微笑ほほえみだけ残して、古屋は真木嶋に背を向ける。待ってくれ、と駆かけ寄り腕うでを摑むと、振ふり返ったのは帆代だった。

　帆代は切なげに眉間を狭せばめている。真木嶋が啞然としているうちに、帆代は再び歩き始めた。

　判断のチャンスは何度も訪おとずれたのに、人の気持ちと関かかわる煩わずらわしさから逃にげた結果だ──。

「……真木嶋さん、もうそろそろ起きてください」

「…………」

　重たい瞼まぶたを上げると、帆代がほっとしたような顔をしている。

「よくない夢、見たんですか？」

　穏おだやかな帆代の声が耳に優やさしく響ひびく。ベッドはまったりとした空気に包まれていた。

　頭の中で散らばった記憶が、少しずつ集まってくる。

　帆代がシーツに肘ひじをついて身を起こし、サイドチェストに腕を伸ばした。真木嶋の頭上を横切った手は、そこのスマホを摑む。ふたりの間でわだかまっていた暖かい空気がふわりと立ちのぼり、真木嶋の鼻び孔こうを擽くすぐった。

　そこに帆代の匂においを嗅かぎ取っただけで、下か肢しに熱が集まり始める。

「真木嶋さん……？」

「……さ、触さわんな」

　上掛けを手た繰ぐり、頭から被かぶる。すると帆代が「朝食、食べそこねますよ」とベッドを下りた。

　帆代の声を甘く感じ、帆代の匂いにすら欲よく情じようする。

　人に寝ね顔がおを見せたことなんか初めてだ。誰だれかの隣となりで眠ねむったこともなかったし、男がセックスで失神して寝ね落おちなんて、誇こ張ちようした性せい描びよう写しやか妄もう想そうの世界のことだと思っていた。

　帆代の気配を背後に意識するだけで胸がばくばくと波打つ。耳まで赤く染まり、今からどうやって顔を合わせたらいいのかと、途と方ほうに暮れる。

「……八時ですからね」

　ふて腐くされた子供みたいな態度の真木嶋に、帆代が小さくため息をつくのがわかった。

　帆代はきっと、真木嶋が帆代の情熱やアルコールに酔よい、場の空気に流されたのだと思っている。そういう部分も多少はあったけれど、そうなった理由が真木嶋の中にちゃんと存在するからだ。しかもそれが、真木嶋の身体からだに収まりきれない大きさに膨ふくらんでしまっている。

　帆代はただの同どう僚りようじゃなく、命を預けるバディだ。

　バディとの恋れん愛あいが会社に知られたら、きっとコンビは解消させられる。

　仕事に恋愛感情を持ち込まない覚かく悟ごと、判断力を損そこなわない強さが必要なのに。

　帆代がときおり自分に窺うかがわせる『素すの帆代』を、仕事中に、肝かん心じんな場面で、外に出さないでいられるだろうか。同じく自分も弁わきまえていられるのだろうか。

　昨日までも帆代を異様に意識して、同僚に指し摘てきされるほど行動が不ふ審しんだった真木嶋だ。

　これでは帆代の心配だけをしていられない。

「真木嶋さん、先に朝食ビュッフェに下りますよ」

　こいつは昨日の今日で、どんな顔して向かい合って朝食を取るつもりだったのか。

　案外、たかがセックスだろ、とドライな思考なのだろうか。もしくは、ひと晩過ごしたら熱情に浮うかされた夢から醒さめたとか？

　昨日までも、顔に出さずに普ふ段だんと変わらず仕事をしていた帆代だ。好きだと告げたのは本気だと言っていたけれど、もともと沸ふつ点てんが低い人間なのかもしれない。

　不変のものなど、この世にはない。鉄は錆さび、静物だって劣れつ化かする。

　すぐにかたちや温度を変える人の想おもいが怖い。

　明日あしたになれば冷めてしまうかもしれない情熱。昨日こちらを向いていた人が、今日も自分を見つめてくれるだろう安心感とは、幼いころから無む縁えんだったのだ。

　本心を言えない自分の弱さを分かっていても、染しみついたこんな生き方をころっと転てん換かんできない。

　だから今も悪い妄想をとめられずにいる。

　結局、夢中になってどうにもならないほど溺れてダメージをくらうのは、案外、『恋愛なんか』という態度だった自分のほうでは？

　その証しよう拠こに、こうやって一度悪いほうに思考が傾かたむき始めると、負の連れん鎖さでどんどん落ちていく。こんな真木嶋の態度に嫌いや気けがさし、古屋のときのように帆代から背中を向けられるのではないか。

　そんな過去のトラウマや恋愛について帆代に語った真木嶋だったが、ただひとつ、古屋のことは話さなかった。

　恋愛感情のせいで離はなれたバディのことを明かせば、「また自分の存在が真木嶋を悩なやませることになる」と真木嶋に対して帆代が遠えん慮りよするかもしれないからだ。それでなくても「バディとの恋愛が駄だ目めなら俺が辞やめます」なんて言われでもしたら堪らない。

　何をどう考えてもプラスになる予測がひとつも出てこない関係に、明るい未来を簡単に夢見ることはできない──本来は臆おく病びような真木嶋だ。

　ベッドの中でごそりと寝ね返がえりを打つ。帆代がいたはずの温ぬくもりを探して右手を伸ばした。うっすら残った熱と、すっかり覚えてしまった匂いに、今度は波立っていた心が凪ないでいく。

　もうごまかしようがないくらい、好きなのだ。

　不安になるのも、安心するのも、その感情の基点に帆代がいる。

　こんなふうに心情を揺ゆらすほどの恋こいを、自分がすることになるとは思わなかった。

「……今まで、どうやって恋愛してたんだっけ……」

　未知のものに直面したみたいに、まっさらだ。うまく立ち回る術すべも、自分との折り合いのつけ方も分からない。

　真木嶋が青白い顔でベッドから出たのは、それから随ずい分ぶん経たってからだった。







　　　　４







　予備校生ふたり組のストーカーの件は首しゆ尾びよく落着し、次の仕事だ、とボスから渡わたされた依い頼らい書の内容に、真木嶋は深く眉まゆ根ねを寄せた。

「依頼主は真木嶋もよく知る奥田敬治氏。ここのところ、あとをつけられているような気配を感じたり、マンションの郵便受けが荒あらされている様子だったり、無言電話がかかってきたりと、気になる出来事が続いているそうだ」

　ボスの説明を受け、真木嶋は手元の書類を一枚ずつ捲めくる。奥田の調書はボスが取ったらしい。

「……ストーカーされる心当たりは……ありすぎるか。弁護士だしな」

　刑けい事じ訴そ訟しようで被ひ告こく人にんを弁護すれば、事件関係者ばかりか事件とは無関係の者からの怒いかりを買ったりもする。民事訴訟においては原告・被告の主張をぶつけ合うことになるのだから、感謝されるだけでなく恨うらまれたりもする。最終的に裁判所が下した審しん判ぱんなのにもかかわらず、だ。

「……で、ボディーガードに俺をご指名、ってことですか」

「信しん頼らいできる男に、ぜひ個人警護を依頼したいそうだ。当然、警護と並行し、不審人物を調査してもらう。帆代は真木嶋をサポートしてくれ」

　沈ちん黙もくする真木嶋の隣で帆代が「了りよう解かいしました」と静かに頷うなずいた。

　ご指名でなければ他ほかの警護員に仕事を回したのに、奥田にはそこを読まれている。ボスに直じか談だん判ぱんされたら、真木嶋が異見を挟はさむ余地すらない。

　真木嶋がいくら優ゆう秀しゆうなＳＰとはいえ、昔の恋こい人びとをボディーガードに指名するなんて。

「頭おかしいんじゃないのか、あいつ……」

　自分のデスクに戻もどった際の真木嶋の小さな呟つぶやきに、帆代はちらりと一いち瞥べつをくれた。

　帆代の言いたいことは分かる。「ほら、やっぱりあの男は、そこまでしてあんたを傍そばに置きたいんじゃないですか」とさっきの眸ひとみが語っていた。

　奥田とは、別れた今では気の置けない友人です、と笑って言えるフランクな関係じゃない。

　しかし、ボスが受けた仕事に盾たて突つくわけにもいかず、真木嶋はジャケットを摑つかんで立ち上がった。

「帆代、『下込み』行くぞ」

「え、今からですか」

　産さん廃ぱい業者摘てき発はつのための書類作りに朝から没ぼつ頭とうしていた帆代は、ますます不満げだ。

「さっさと不審者見つけりゃいいってことだろ。明日から天気が崩くずれるしな」

　依頼の発ほつ端たんとなっている問題を根絶すればいいだけだ。

『下込み』は、警護の仕事の中でもっとも重要といっていい。不審者が現れそうな時間、場所、そしてその目的を予測し、マルタイにおよぶ危険を先回りして排はい除じよすること。下込み不足は警護の失敗を招く。

　依頼人が奥田だろうと、他の依頼と変わらず、粛しゆく々しゆくと仕事をするまでだ。

　いつもどおり真木嶋がＲＶ車の助手席に乗り込み、帆代が運転席に回った。エンジンをかけ、滑なめらかなステアリングで車が駐ちゆう車しや場を出ると、カーナビに真木嶋がインプットした奥田弁護士事務所の道順が示される。

「ひとつ確かく認にんしておきたいことが。……俺は、邪じや魔まじゃないですか」

「なんだよ邪魔って」

「……奥田さんは、真木嶋さんにだけ来てほしいはずなんで。俺にサポートに回れって言ったのはボスの独断でしょう。俺はお前なんか呼んでないぞ、って目で見られそうです」

「知らん顔しておけばいいだろ」

　真木嶋のなおざりな答えに帆代は「……無神経」とぼそり、零こぼした。

　相変わらず、真木嶋に対して後こう輩はいらしからぬ物言いだ。帆代の横顔を盗ぬすみ見ると、奥歯を嚙かんでいるのか頰ほおに力が入っている。

　あの地下の事件のとき帆代に、奥田は「バディなら、真木嶋をちゃんと護まもれ」と突つっかかった。それでもなくても、以前から水面下で不ふ穏おんな空気を孕はらんでいたふたりだ。

　あれから奥田が何度か『ＳＰフェニックス』の事務所にやってきたが、奥田は帆代に挨あい拶さつする程度で素す通どおりし、真木嶋に接せつ触しよくしてくる。帆代はそれを以前から、わざとらしいと感じていたと言っていたから、今に始まったことじゃないのだが。

　真木嶋としては、帆代と奥田の縄なわ張ばり争いみたいな脳内テレパシー抗こう戦せんには関かかわりたくない。だから静観するだけ。

　そしてまた、真木嶋と帆代も決していい雰ふん囲い気きとは言えないのだ。

　帆代と長野のホテルでの一いつ泊ぱくから、ふたりの関係はいっそう混こん迷めいを極きわめていた。

　何を迷い、恐おそれているか──真木嶋が話さないから、分からない帆代が苛いら立だつ。気まずい雰囲気になり、会話がなくなって、仕事に忙ぼう殺さつされ、言葉の行き違ちがいでぎくしゃく……の無限ループ。

　道に迷ったと分かっていながら、引き返せずひたすら進んでしまうドライバーみたいだ。間ま違ちがいを認めればすむ話なのに、素す直なおになれない。

　真木嶋には突っ張ぱらずにいられない事情がありすぎる。

　人はひとりだ、自分を護るのは自分だ──幼いころにそう植え付けられた感覚は、真木嶋の中に根強く這はっている。ひとりで強くなるため、自分の身体からだの中でいちばん脆ぜい弱じやくな心にバリケードを築き、護って生きてきた。

　真木嶋の人格に加えて、前のバディとのこと、そしてこの仕事のことが、真木嶋の事情を複雑にしている。

　ふたりの今後について結論を出せないまま、長野のホテル以前の状じよう況きようより事態は悪化。帆代から歩み寄り、真木嶋が後退したことで、余計にそれが浮き彫ぼりになったのだ。

　車内が息苦しさでいっぱいになった頃ころ、車は奥田の弁護士事務所前に到とう着ちやくした。

　車の中から、今いま更さらなアポイントを入れる。

　下込みをある程度済ませてから事務所に顔を出す旨むねを、奥田に伝えた。

　すでにボスが奥田から取った調書があるから、再度本人に詳くわしい説明を求める必要もない。不明、不足の点をあとからフォローできれば充じゆう分ぶんだ。

　弁護士事務所は雑居ビルの二階に位置する。事務所の中を盗とう撮さつ可能な周辺の建物や、人が潜ひそんで待ち伏ぶせするのに都合の良さそうな物もの陰かげはないか、細かにチェックして回る。

　奥田の自宅マンションはここから徒歩圏けん内ないにあり、移動には車を使わない男なので、日常の行動範はん囲いは比ひ較かく的てき狭せまい。

　奥田が普ふ段だん通る道を歩き、マンションの前に着いた。

　ここへ来たのは別れて以来だ。

　郵便受けを荒らされているよう、とのことだったので、その周辺の防犯カメラや、出入り口の箇か所しよを確認する。

「……ここまで、毎日送そう迎げい警護するんですよね」

「そうなるだろうな」

「……部屋の前まで？」

「何が言いたいんだよ。はっきり言えよ」

「あの人しれっと強ごう引いんそうだから」

　強引、で言うなら、帆代も相当だ。

　しかし強引に押しまくれば、真木嶋が受け入れるというのはとんでもない誤解だ。

　相手が帆代でなければ、長野のホテルでのことはあり得ない。

　抵てい抗こうを諦あきらめるのと、抵抗しないのとでは全然意味が違う。いくら力の差、ウエイト差があろうと、真木嶋は武道を極めた男だ。真木嶋が全力で拒きよ絶ぜつしたなら、帆代も無む理り強じいはしなかっただろう。

「お前の質問の内容が最初からおかしいだろ。奥田は他の依頼人と変わらない、仕事を受けたマルタイだ」

「……どうだか。あっちだって、隙すきあらばって魂こん胆たんかもしれないでしょう」

「ひでーな。過去に付き合ってた男から誘さそわれたら、俺がホイホイついてくって？　とんでもないゆるキャラ認定されてたんだな」

　いつもならここで「ゆるキャラの使い方間違ってますよ」ぐらいは返ってくるのに、冷戦状態も長引けばコミュニケーションどころじゃなくなる。

　帆代の言葉が、牽けん制せいなのか、本気で真木嶋のことを『緩ゆるい男』と誤解しているから出たものなのかが判然とせず、真木嶋ももやもやとし始めた。

　真木嶋の中に白はく煙えんが広がる。行くべき方向が定まらず、だんだんイライラとしてくる。

「公正な気持ちで仕事できそうにないなら、この案件から降りていいぞ。サポートなら小幡でもできるからな」

「冷静じゃないのは真木嶋さんのほうだろ」

「……なんだと？」

　売り言葉に買い言葉だ。眉み間けんを狭せばめる真木嶋に、帆代も抗戦のスタンスを崩さない。

「……鳴ってますよ、携けい帯たい」

「……っかってるよ！」

　苛立ちを押し込めて、すぐに仕事モードに切り替かえなければならないことも、ふたりが冷戦期を長引かせている原因のひとつだ。

　間が悪く、スマホにかけてきたのは奥田だった。仕事が空いたから、こっちへ来るという。

　奥田の自宅マンションの中の様子も確認しておきたかったので、後日再訪の手間が省ける。

　ほどなくして奥田が到着し、真木嶋と帆代は奥田の部屋に案内された。

　応接用のテーブルを挟はさみ、真木嶋と帆代が並んで、その前に奥田が座る。

　そこで無言電話を録音したものと、その電話がかかってきた時間帯をメモしたものを受け取った。さすが弁護士、抜ぬかりない。

「郵便受けを荒あらされたとの根こん拠きよは？」

「携帯電話と固定電話の支し払はらい明細が届いていないと気付いたからだ」

「弁護士としての仕事以外にトラブルはないのか。近きん隣りん住民、不動産、金絡がらみ、あとは恋れん愛あい関係」

　ストレス過多で依い頼らい者の被ひ害がい妄もう想そうだったという事例が過去にあったが、奥田の様子を見る限りそれはなさそうだ。

「ご近所とはトラブルを起こすほどの関わりもないし、不動産、金きん融ゆう関係も綺き麗れいなものだ。恋愛は……あれ以降、特別報告しなきゃいけないことはないな」

　奥田がにわかに言い淀よどみ、ちらりと帆代を一いち瞥べつした。

「いいよ、帆代は、昔の……俺たちのことを知ってる」

「へぇ……話したんだ？」

　さほど驚おどろいてもいない様子で、奥田は片眉まゆをぴくりと上げる。この探さぐり合うような空気の中でも、帆代は見事なまでに無反応だ。

「恨うらみをかってそうな仕事より、プライベートの可能性ってこともあるから、簡単に頭から排はい除じよするな。奥田さんにその気がなくても、あっちが本気だったとか、よくある話だ」

　弁護士というステータス、上品な見た目に惹ひかれる女も男も多いことは、真木嶋だって知っている。しかしこれが付き合ってみると、見た目の灑しや落らくさに反した情熱的な男で、まだ若かった真木嶋は当時それを煩わずらわしく感じたのだ。気が向いたときだけ相手をしてくれたらいい、という真木嶋の元来の身勝手な性格がますますそうさせた。

　本気で愛する相手であれば嬉うれしい束そく縛ばくも、気持ちがさほど伴ともなわない男からの熱誠はうるさいだけ。

　本人にはそこまで伝えていないけれど、他人同士が出会って関係を築くのだから、そこに何かしら不都合が生じるのは避さけようのないことだ。

　それに、日ひ頃ごろから人の恨みを買う別れ方はしないとの自負がある分、相手の想おもいを読み違えている場合もある。

「携帯の着信履り歴れきやメールの送受信記録は、プライベートの部分だけでも可能な範囲で提出してもらうと助かる。仕事のほうは守秘義務があるだろうからな。ただし、俺たちが不ふ審しん者を見つけて、それが弁護の仕事に関係する人物だった場合は、警護のための情報提供に最低限協力してもらう必要がある」

「承知してるよ」

　それから盗とう聴ちよう器きがどこかに仕し掛かけられていないか、ベランダから部屋の隅すみ々ずみまでチェックし、下込みの第一段階は終しゆう了りようした。

　盗聴・盗撮がされていないと分かっただけでもほっとしたのか、奥田の表情からやや硬かたさが取れた。いつもはラフな雰囲気を纏まとうこの男も、自分が誰だれかの標的になっているかもしれないという得体の知れない不安に、少なからず緊きん張ちようしていたのだと気付かされる。

　人の恨みを買いやすい危険な職種であるのは、真木嶋も同じだ。今奥田を脅おびやかしている恐きよう怖ふに、自分が苛さいなまれる日は来ないとはいいきれない。

　さすがの真木嶋も、奥田に同情を寄せた。

「警護と並行して不審者をあぶり出す。ちょっとでも気になることがあったら、どんな時間でも構わないから俺の携帯を鳴らしてくれ」

　奥田の部屋を辞する際にそう声をかけると、「真木嶋」と呼びとめられた。

「お前が担当してくれるって聞いて安心したんだ。心強いよ。ありがとう」

　指名しておいて、断られるかもなんて謙けん虚きよなことも考えたのだろうか。奥田はほっと微笑ほほえんでいる。

「……仕事、ですから」

　真木嶋は『仕事』を強調しつつ静かに答え、帆代はその隣となりで軽く頭を下げてドアを閉めた。







　奥田の警護方法を含ふくめ、今後の計画書を帆代とともに作成した。

　真木嶋が奥田の身辺警護を公然と務め、帆代は姿を隠かくしたステルス援えん護ごで、周辺に不審者が現れないかを監かん視しする作戦だ。

　一日の仕事が終わると、弁護士事務所からマンションまで奥田を送迎警護する。

『今ボディーガードが身辺警護をしています』ということを公然に分かりやすくアピールするのだ。これを一週間ほど続け、表立った警護をぴたりとやめると、油断した不審者がひょっこり姿を現す可能性が高い。

　今日一日、弁護士事務所で不審な点はなかったかを道すがら確かく認にんし、真木嶋も外の様子を奥田に報告した。

「今日はあのデカいのはいないのか」

「帆代はステルスで俺たちを援護してる。言っとくけど、通信機で繫つながってるから会話は筒つつ抜ぬけだからな」

「公認で盗ぬすみ聞きとはなんともいやらしいな」

　二十時を回り、片側一車線の車道とそれを挟んだ歩道を歩く人の往来はそこそこ多い。

　途と中ちゆうに点在する飲食店や雑貨屋はちかちかと電でん飾しよくが瞬またたいて、比ひ較かく的てき明るい雰ふん囲い気きだ。昼間とは違ちがう、夜の通りをチェックしながら歩いた。

　周囲に注意を払はらいつつ進んでいると、奥田がおもむろに口を開いた。

「あの男と……帆代と付き合ってるのか」

「……は？」

「長野のホテルで、一いつ緒しよにいるなんて言われたらなぁ。お前だいたい、他人の隣では寝ねない男だろ」

「あれは……手て違ちがいで同室になっただけで……」

　歯切れの悪い真木嶋の弁解に奥田は肩かたを揺ゆらしている。

「ああ、これはよっぽどだなって」

「なんだよ、よっぽどって。それに、……付き合ってなんかない」

　事実だから、否定したまでだ。奥田は「へぇ……」と軽く感かん嘆たんの声を上げる。

「じゃあ彼はファックバディってことか」

「……死ねよ」

　奥田に最低な言われ方をされて、あらためてその言葉に衝しよう撃げきを受けた。

　気持ちを通わせていないなら、『ファックバディ』に反論できない。

「お前もそういうラフな交際ができるようになったんだな。じゃあもっと気軽に、俺が誘さそう食事くらいは付き合ってくれたっていいんじゃないか？　和佐」

　とても食事だけを誘っているとは思えない口ぶりだ。

　その自分勝手なご都合解かい釈しやくの内容にも、名前を呼びすてにされていることにも暴れ出したくなる。帆代がこれを聞いていると思うと、身体からだ中の血液が沸ふつ騰とうするような怒いかりに苛まれた。

「依頼人じゃなかったら、任務中でなければ、殴なぐってるぞ」

「あ、言い過ぎたか？　ごめん、和佐、怒おこるなよ」

「名前で呼ぶな」

　全部帆代に聞かれている。奥田もそれを分かっているはずだ。

　あんたのそういうところが嫌きらいなんだ、と吐はき捨てたいのをぐっと堪こらえ、奥田をマンションまで送り届けた。

　ようやく今日の任務を終え、顰しかめっ面つらで歩道を歩いていると、帆代が運転するＲＶ車が路ろ肩かたに停まる。その助手席に乗り込み、車はすっと発進した。

「ステルス中に不審者は出ませんでした」

「…………」

　お前よく平然としてられるな、と内心で毒づく。

　その涼すずしい横顔を見ていると、好きだって口説くのは、セックスするまでの誘い水だったのかとすら思えてくる。

「……『ファックバディ』って何かと思えば、セフレのスラングなんですね」

　昨日見たテレビ番組について話すテンションで振ふられたから、どう答えようかと変な間が空いた。しかし自分だけ動どう揺ようするのも癪しやくで、同じ調子で返す。

「バディとかけたつもりなら、センスなさすぎだ」

　突とつ然ぜんグンと急ブレーキをかけられて、身体からだが大きく前にバウンドした。

「……っんだよ、びっくりするだろ！」

　驚いて真木嶋が声を荒あらげると、帆代はハンドルに覆おおい被かぶさって項うな垂だれている。

「できれば外してもらいたいくらいですよ、奥田さんの警護から。だけど、あんたを護まもるのは俺しかいないって思うし、たとえば小幡に俺の代役やらせんのだって俺が納なつ得とくできない……！」

「……おい、何感情的になってるんだよ。仕事だろうが」

「あれが仕事の、任務中の依い頼らい人との会話とは思えませんでしたが。あの人に……俺とのこと、あんなふうに……」

「……なんだよ、急に」

「あんたが態度をはっきりさせないから、イライラするんですよ」

「…………」

　静かに、地を這はうような声で言い捨てられて、真木嶋の反応を待たず再び車が発進する。

　昔の恋こい人びとである奥田と、話のネタにされたことに腹を立てたのは分かったけれど、真木嶋だって奥田にはきっぱり反論したのだ。

　しかし、帆代の怒りにはもうひとつ原因があるらしい。

　あんたが態度をはっきりさせないから──……つまり、真木嶋が相変わらず不自然な態度を　とり続けていることにも苛いら立だち、さっきのことでついに怒りのトリガーを引いてしまったということだ。

　ほどなくして車は『ＳＰフェニックス』に到とう着ちやくし、帆代は真木嶋にひと言も声をかけずに、無言で車を降りた。

　帆代の背中が「話しかけないでくれ」と拒きよ絶ぜつを露あらわにしている。

　それから事務所に戻もどり、今日の分の報告書を纏まとめ、帆代は自分の仕事が終わると、すっと席を立った。

「俺のほうのは、写真も纏めてフォルダに突つっ込んでますから。お先に失礼します」

　手伝うことありませんか、のひと言もなく、帆代は周囲のメンバーと挨あい拶さつだけ交かわして事務所を出て行った。

「真木嶋ぁ～？」

「……なんだよ」

　眉み間けんに縦たて皺じわを刻んだ顔を上げると、デスクの上に立てて並べた本の隙すき間まから、夏目がふんわりと笑っている。

「ダーリンと喧けん嘩かしちゃったの？」

「ダーリンて……」

「帆代があんな態度取るなんて。あなた、何したのよ」

「話聞く前から俺のせいって決めつけるな」

　真木嶋と夏目の会話を聞きつけた小幡がにやけた顔で寄ってくる。興味丸出しの小幡の様子に、真木嶋の相そう貌ぼうはいっそう険しく歪ゆがんだ。

「真木嶋さんが奥田さんとイチャイチャして、そしたら帆代さんが『俺の真木嶋さんを～！』って嫉しつ妬とした、とか？」

「あなた……無む邪じや気きな顔してなかなか鋭するどい考察するわね」

　何も知らないはずの小幡の妄もう想そうがあまりにも的を射ている驚おどろきは露つゆほども出さず、勝手に盛り上がるふたりのことは放置し、真木嶋はパソコンのキーボードを親の敵かたきのように打ち込んで仕事を切り上げた。

　エントランスを出ると、春の夜の妙みように冷たい風が真木嶋の髪かみを乱す。

　首を竦すくめ、人通りの少ない歩道を進んだ。

　夏目の言うとおり、今まで帆代にあんなふうに背中を向けられたことがなくて、頭の中は真っ白だ。受けたことのない種類のダメージを食くらって、真木嶋は啞あ然ぜんとなっている。

　でも、どうすればいいのだ。

　自分の想おもいを吐と露ろすることで、どんな影えい響きようがあるかを考えると怖こわい。

「……ろくな覚かく悟ごもないまま寝た俺がいちばん悪いんだけどさ」

　長野のホテルでのことは、真木嶋が拒絶すれば、帆代は引き下がったはずだ。

　でもあのとき、迷いながらも帆代を欲ほつした。いつもはクールな男がほんの少し素す直なおな反応をするだけで愛いとしく思え、保っていた理性が弾はじけたのだ。熱っぽく口説かれ、そして最後に誘ったのは真木嶋だった。

　バディとして、帆代の命を預かっているのだから、仕事以外のことに心を乱している場合ではないのに。

　これからも帆代とバディで居続けるためには、恋人という選せん択たく肢しを簡単に選べない。

　そんな自分の想いや葛かつ藤とうを、帆代に伝えきれていない。そのチャンスはいくらでもあるのに、行動に移せないのだ。伝えるタイミングを誤ると、結局、いい結果を導けないから……なんて、先延ばしにして。言い訳を並べる自分にも気付いている。

　帆代に未練を残すことなくうまく伝える方法、互たがいに納得できる結末──そんなことをぐずぐずと考えているうちに、事件は起こった。







　表立った身辺警護をぴたりとやめ、ステルス警護に移った翌々日のこと。

　奥田は「普ふ段だんと変わらない生活スタイルじゃないと変だろう」と仕事後に外で食事をしたいと言ってきた。

　特に気になる不ふ審しん者はまだ現れていなくて、今日も不発に終わったかと思った二十時過ぎ。

　真木嶋と帆代は、奥田の弁護士事務所から離はなれた位置に停めた車内に潜ひそんでいる。

　奥田に渡わたしている通信機から、『今から事務所を出る』と声が届いた。

『晩飯、寿す司しでも一いつ緒しよにどうだ？』

「警護中のＳＰに言うことか」

『どうせ今日の警護が終われば上がりだろう？　政治家を警護しているＳＰだって、任務中に議員と寿司を食べると言っていたぞ』

「犯行の抑よく止し力りよくのために警護アピールしているＳＰと混同するな。ステルス中だ」

　いいかげんしつこい奥田に呆あきれつつ返すと、奥田が事務所から出てきた。そして自宅とは逆方向へ向かう。

　徒歩の奥田を追うために真木嶋がひとり降車し、帆代が車で追つい尾びすることになるのだが、別行動に移る直前、帆代がぶっきらぼうに「いいんじゃないですか？」と呟つぶやいた。

「警護が終われば上がりですし、俺が外の様子を見てますよ。何度も何度も誘さそわれるくらいなら、一回付き合って、それで納得していただけばいいんじゃないですか」

「……お前本気で言ってんのか」

「あんたがチラチラ隙すきを見せるから、相手もその気になるんじゃないですか。はっきりさせないあんたが悪いんですよ」

「なんでお前にそんなこと言われなきゃならないんだ。『はっきりさせない』って……、簡単に言うな。奥田とは今は仕事の関係があって」

「加えて、『ＳＰフェニックス』を真木嶋さんに紹しよう介かいしたのが、奥田さんだから、でしょ？　恩があるから、無下にできないってのも理解できますけど、だったらそれなりの話しようがあるんじゃないですか」

　ぶつけられる言葉に、真木嶋は表情を歪める。帆代は静かに続けた。

「……俺が平然としてるなんて見くびってるなら、あんたはそれを言い訳に、俺から逃にげたいだけなんですよ」

「…………」

「……すみません、話の軸じくをすり替かえました。早く、奥田さんを追ってください」

　完全に顔を背そむけられ、奥田を放ほうっておくわけにもいかず、真木嶋はひとまず車を離れた。

　帆代とは、あの揉もめた日から、仕事での会話以外にほとんど話をしていない小康状態だ。

　奥田のあとを追いながら、頭の中は帆代に言われた言葉でいっぱいになっている。

　帆代が言うとおり、奥田には遠えん慮りよがあった。

　奥田ときちんと別れてはいるし、ふたりきりで会ったりもしていない。けれど緩ゆるい拒絶の仕方や対応で、チャンスがまだ残っているかも、と奥田に思わせていたなら、そこは真木嶋の落ち度だ。

　今回の任務も『かつての恋人だから』という理由で指名されていると感じたなら、無理にでも他ほかの警護員に仕事を渡すべきだった。

　──あんたはそれを言い訳に、俺から逃げたいだけなんですよ。

　あれが帆代の本音だ。逃げている真木嶋への、静かなる慟どう哭こく。

　頭の中から、警護中だという緊きん張ちよう感かんが抜ぬけ落ち、ただ奥田の背中を追っていて、気付けば予定していたところとは全然違ちがう道を歩いていた。

「お、おい……奥田さん、どこ向かってんだ、あんた！」

　繫つながっているはずの通信機に話しかけても応答がない。

　アクシデントで通信が途と絶だえたのか、まさか回線を切ったとか？

　原因が分からないまま、ただひたすらに奥田を追う。奥田を大声で呼ぶわけにもいかない。

　人ひと混ごみに紛まぎれ、ついに奥田の背中を見失った。

　うしろを振ふり返ると、帆代の車も見当たらない。

　帆代の携けい帯たいを鳴らそうか迷う。しかし、まさかぼんやり考え事をしていて、マルタイをロストしたなんて、ＳＰにあってはならない失態だ。

　とにかく奥田を摑つかまえなければ。歩道を走りながら奥田の携帯を鳴らそうとしたとき、脇わき道みちから奥田がひょっこり現れた。

　真木嶋が大きくため息をつくと、奥田は目を丸くしている。

「奥田さん、通信機が故障してるかもしれない」

「あぁ……どうりで何も聞こえないなと……」

　そのとき、真木嶋と奥田が入り込んだ路地のその向こうで、何かがキラリと光った気がした。

　眉まゆを寄せ、暗がりに目を凝こらす。

　その次の瞬しゆん間かんだった。黒い影かげの塊かたまり──刃は物ものを翳かざした男が真木嶋たちに突とつ進しんしてきたのだ。

　咄とつ嗟さに背中で庇かばい、人通りのある歩道に奥田を突き飛ばす。だから一いつ瞬しゆん、構えるのが遅おくれた。

　男が振り下ろしたサバイバルナイフで、ざくりと真木嶋のジャケットが裂さける。

　左の二の腕うでの辺りを切られながらも、真木嶋が脚あしを蹴けり上げて応戦すると、間合いを取った男はナイフをしっかりと握にぎり直した。

　真木嶋も腰こしに隠かくし持っていた警棒を抜き、じりじりと距きよ離りを詰つめる。

　路地の奥で、カン、と音がして、男が瞬間的に意識を奪うばわれた。その隙を突つき、一気に真木嶋が攻こう撃げきを仕し掛かける。しかし男もナイフを持つ右手を突き出してきた。それを警棒でかわし、相手の脚を狙ねらう。

　ところが間が悪く、路地裏の飲食店から、騒さわぎに気付いていない客が出てきた。

「店に戻もどって鍵かぎをかけろ！」

　そちらに気を取られたとき、男のナイフが真木嶋の首の辺りを掠かすめた。

　その腕を払はらい、男の脇わきをすり抜け背中に肘ひじ鉄てつを入れる。直後の足蹴りはかわされた。

　人通りのある歩道のほうに男を行かせるわけにいかない。これ以上ぐずぐずしていられないと判断し、警棒を強く握り直した。地面を蹴って突とつ撃げきする。

　すると男が突とつ然ぜん「ぐはっ」と鈍にぶい悲鳴を上げて前のめりになり、地面に倒たおれ込んだ。

「……帆代っ」

　路地の奥、男の背後から現れたのは帆代だ。

　背中に馬乗りになったまま帆代が不審者を殴なぐりつけ、腕を捻ひねり上げて、ようやく制圧した。

「人通りが騒ぎになってなかったら、見つけきれなかったところでしたよ」

「……ありがとう……助かった」

　帆代は厳しい顔つきでちらりと真木嶋を見上げ、拘こう束そく縄なわで男の腕を捕ほ縛ばくしている。

　そこへ、奥田が警察を引き連れてやってきた。

　男の顔を見て、奥田が険しい表情になる。

「……お前は、たしか……」

「知ってるやつか」

　真木嶋の問いに、奥田が静かに頷うなずいた。

　すると、警官に立ち上がるように促うながされて、男が声を荒あらげた。

「犯罪者の罪を不当に軽くしたのはお前だっ。再犯したあの男は何も変わっちゃいなかった！　全部お前のせいだ！」

　男が奥田に向かって激しく喚わめきながら、警察に連行されていく。それを見送ると、奥田が深いため息をついた。

「俺が弁護したやつが、以前逮たい捕ほされたときと同じ罪を犯して、それであの男の妻が……」

　最後は言葉を濁にごした奥田の悲痛の面おも持もちを見れば、その気持ちを察することができた。だけど、自分が下した決断や弁護内容を奥田自身が否定することはできないのだ。

「奥田……」

「今から事情聴ちよう取しゆだ。お前にも、そっちの会社にも迷めい惑わくかけるな……あ、腕、血がっ……ケガしてるじゃないか！」

「え、あぁ……」

　路地に入っているために辺りは暗く、真木嶋はブラックスーツなので、出血があっても目立たなかったらしい。

　そんな真木嶋を暗がりから人通りのある歩道へ、ぐいと引っ張ったのは帆代だった。

　帆代は険しい相そう貌ぼうで真木嶋の腕の切創を認め、他に傷はないかと視線を走らせている。

　そして、他に大したケガがないことを確かめると、ほっと息をついた。

「……あんたに何かあったらって……気が気じゃなかった」

　真木嶋がケガを負い、バディを護まもれなかった悔くやしさと、責任をまっとうできなかったことへの悔かい悟ご──さまざまな感情が渦うず巻まき、帆代はぐっと奥歯を嚙かんでいる。

「ごめん……俺が考え事してて、奥田を見失って……」

「……言い訳はあとで聞きます。とにかく病院へ」

　奥田は警察車両に乗り込み、真木嶋と帆代はひとまず病院へ行くことになった。

　腕の傷は縫ほう合ごうし、待ち時間に警察の簡単な尋じん問もんを受け、大きなケガではなかったので病院での診しん療りようは一時間程度で済んだ。

『ＳＰフェニックス』に戻ってボスに状じよう況きようを報告して、警察への詳くわしい聴取には翌日あらためて出向くことになった。

　その日、すべてが終わったのは深夜一時をまわってからだ。

　ボスが帰ったあと、デスク周りの電気だけがついた事務所にふたりきり、真木嶋と帆代はそれぞれのデスクに並んで腰こし掛かけている。

　ボスには報告できる範はん囲いで、説明した。

　まさか直前に帆代と痴ち話わ喧げん嘩かじみた口論があって、それに気を取られてぼんやりしてました、とそこまで正直に告白するわけにはいかない。

「考え事って、真木嶋さんが車を降りる直前に、俺が言ったことですか」

「……奥田のこととか……お前のこととか、考えてた。俺は任務に集中してなかったんだ」

「俺があんなこと……任務中に言うべきじゃなかったんです。すみませんでした」

「マルタイをロストしたのは俺だ。しかも、単独行動を続けた。プロ失格の、あってはならない失態だ。マルタイを見失ってそんなに時間も経たってなかったから、ひとりでも探せるだろうって考えたのがそもそもの間ま違ちがいだった」

　あの瞬間の気持ちの大半を占しめていたのは『焦あせり』だ。

　マルタイのロストを、帆代や会社に対して隠いん蔽ぺいできるとは思っていないし、そうしたかったわけではないけれど、失態を招いた原因はあまりにも惰だ弱じやくすぎた。

「俺を、頼たよりたくなかった？　口論したあとだったから」

「……そんなわけじゃ……」

「でも真木嶋さんは俺にマルタイのロストをすぐに報告しなかった。そんなに、俺のこと信用できませんか」

「…………」

　そう思われても仕方のないことをしている。無関係の通行人や奥田を護ることはできたけれど、真木嶋自身が縫合が必要なほどのケガを負ってしまったのは、帆代にまず連れん絡らくしなかったという判断ミスが大きな要因だ。

「真木嶋さん……何かあったとき、真っ先にバディを頼れないなんて……信しん頼らい心が薄うすれている証しよう拠こといえませんか。これから先、俺との仕事は続けられますか」

「…………」

　帆代の問いかけに答えられない。

　帆代の気持ちが自分から離はなれていくのを感じながら不安になり、そのことに心を奪われた結果、任務を失敗して、あの瞬間、はたして帆代を信頼していたといえるだろうか。

　沈ちん黙もくする真木嶋に、帆代は隣となりで切なげなため息を漏もらした。

「……こんなことじゃ、あんたのバディは務められない」

　帆代が立ち上がる。真木嶋は顔も上げられない。

「……明日あしたボスに……バディの交代を願い出ます。しばらく距離を置いて、お互たがいに気持ちが戻らなければ、……」

　最後は言葉を飲み込み、そして帆代は真木嶋のうしろを通り過ぎた。　>>>♥

　バタン、とドアの閉まる音が響ひびき、階段を駆かけ下りる靴くつ音おとが遠ざかっていく。

　俯うつむいたままの真木嶋は、最後まで一歩どころか、指の一本すら動かせなかった。







　翌日、警察での事情聴取も終わり、『ＳＰフェニックス』に出勤すると、帆代の姿が事務所になかった。

　ボスから「真木嶋、ちょっと」と呼ばれ、デスクの前に立つ。

「帆代は小幡と別件の送そう迎げい警護へ回した」

「……はい」

「ちょっとした行き違ちがいでお互い頭を冷やしたい、とのことだが、真木嶋もそれで相そう違いないんだな？」

　頷きたくないが、肯こう定ていする以外にない。

「お前はしばらく……その腕のケガが治るまでは夏目たちのサポートに入れ。それと昨日の件の始末書は、明朝の始業時に提出な」

「……了りよう解かいしました」

　一礼し、自分の席に戻ると、隣に帆代がいないのだと身に染しみて感じた。整然とした帆代の机ぎりぎりの境界線まで、真木嶋が置いた書しよ籍せきやファイル、未整理の書類が迫せまっている。

　いつも帆代に「邪じや魔ま」と一いつ喝かつされていた荷物を両手で抱かかえ、真木嶋はとりあえず整理を始めた。何か目的を持って動いていないと、余計なことを考えそうだったからだ。

「あら、真木嶋がお片付けするなんて。明日は空からひよこでも降ってきそう」

「西にし原はらさん、夏目さん、しばらくお世話になります」

　目の前のふたりによろしくお願いしますと頭を下げると、真木嶋の殊しゆ勝しような態度に驚おどろいた夏目から「だいじょうぶ？」と困こん惑わくの声で返された。

「たまには違うチームで仕事やるってのもいいもんだよ。どれだけ自分のバディのことが大切か再さい認にん識しきできて、絆きずなも深まるってもんだから」

　西原はにこりと笑って、そんな言葉をくれた。

「今抱えてる案件ってなんですか？　手伝います」

　真木嶋の問いに、西原が「直近では企き業ぎようクレーマーが三件、新規の危機管理コンサルタントが一件と、施し設せつ警備の下込み」と返した。

「企業クレーマーのうち一件は、脅きよう迫はくまがいの要求をしてくる厄やつ介かいな案件よ。個人を主張してるけど、おそらくクレーマー組織ね」

「吸収合がつ併ぺいで会社組織が大変革するらしくて、週末に盛大なお披ひ露ろ目めイベントが予定されているんだ。そこで街宣活動なんかやられたらって、会社側も騒さわぎとイメージダウンを恐おそれて警けい戒かいしてる。『ＳＰフェニックス』全体で、その日は警護任務にあたる予定だ」

　これまでのクレーマーからの通話記録や、会社担当者とのやりとりの内容を纏まとめたファイルを渡わたされ、それに目を通していたら、一日が終わった。

「お疲つかれさまです」

　ファイルを読み込むことに没ぼつ頭とうしていたら、左から声がしてハッと顔を上げる。帆代が小幡と送迎警護から戻もどっていた。

　昨晩話し合って以降初めて見る帆代の姿に、胸を突つかれたような痛みを覚え、かあっと蟀谷こめかみが熱くなる。昨日まで一いつ緒しよにいたのに、今は自分のバディじゃない──今日一日、目を背そむけていた事実に直面する衝しよう撃げきは相当だ。

「……お疲れ」

　たったひと言を返すのに、口の中が渇かわいていた。帆代がジャケットを脱ぬぎ、椅い子すにかける気配にすら、耳の縁ふちまで緊きん張ちようする。

「あっ、ま、真木嶋さんの机周辺が片付いてるっ！」

　小幡が正面から素すっ頓とん狂きような声を上げ、真木嶋はじろりと睨ねめた。

「真木嶋だってやればできるのよ、ねぇ？」

　夏目が優やさしい保育士みたいな口調で加勢してくれる。

「あとは、真木嶋さんが仕事以外でもちゃんとパンツを穿はくようになったらレボリューションですね。そんな奇き跡せきが起こったら、俺が一日ノーパンで過ごします！」

「へぇ……じゃあ、穿こうかな、パンツ」

　小幡に向かってにやりと笑うと、予想外の答えに「えっ！」と慌あわてている。

「小幡はどこでパンツ買ってんだよ」

「ええっ？　俺すか？　俺は通つう販はんとか……あとは洋服屋の端はじっこに置いてあるようなやつ」

「下着を通販って……お前、女子かよ」

「真木嶋さん、今やなんでも通販っすよ。男性下着って女性用みたいに専門店とか下着コーナーとか、あんまりないですから。おしゃれかつ機能的で……あ、真木嶋さんおしゃれ下着に興味あります？　俺がイイの見み繕つくろってプレゼントしますよ！」

　真木嶋さんＴバックとか似合いそう、なんてばかげたことを言われて、夏目たちも笑っている。

　隣の帆代だけは無反応で、パソコンに向かっている姿は視界の端はしに捉とらえていた。

　とりわけ、無視されているという印象はない。帆代は普ふ段だんからそんな態度だ。

　だけど今日は、帆代の飄ひよう々ひようとしたクールさが、妙みように寂さみしい。かつては居い心地ごこちが良かった沈黙に、帆代が何を考えているのかが読めない。

　──目の前で笑っている小幡が、帆代の新しいバディになるんだろうか。

　小幡は明朗で、自分から見ても可愛かわいい後こう輩はいだ。もしかすると案外いいパートナーとして、帆代とやっていけるのかもしれない。

　心にもないことを思い浮うかべて、真木嶋はいきなり席を立った。夏目が目を瞠みはる。

「……今日は聴ちよう取しゆとかあって疲れたし、帰ろうかな」

　帆代の隣に立つのが自分ではなく小幡だったらと想像したら、とてもじゃなく堪たまらなかったのだ。

　デスクに広げていたファイルを慌ただしく隅すみに寄せ、パソコンの電源を落とした。

　ロッカーに警棒などの備品をしまって帰り支じ度たくを整え、事務所を辞して階段を駆け下りる。

　すると一階ロビーのベンダー前で帆代と鉢はち合あわせた。自分のタイミングの悪さに舌打ちしたくなる。

「腕うでのケガ……だいじょうぶなんですか」

　去り際ぎわに、いきなり帆代がそう問いかけてきた。今日初めて帆代と目が合って、気き遣づかいの言葉をかけられたことに驚いて、どくどくと鼓こ動どうが速い。

「へ……いき、痛み止め貰もらってるし。……じゃあ、お先」

　自分の返答はいつもどおりだっただろうか。何が普ふ通つうで、不自然なのかが分からない。

　左ひだり腕うでの切せつ創そう痕こんがずきん、と痛み、右の手のひらでそっとさする。

「帆代……」

　吐と息いきで呼ぶだけで、腕の痛みを凌りよう駕がするほど、切なく胸が絞しぼられた。

　その名前を口にすると、真木嶋には甘い意味を持って、身体からだの芯しんに響くのだ。除じよ々じよに腕の痛みが薄れていく。

　真木嶋は深いため息をついた。

　──小幡にすら、嫉しつ妬とした。

　帆代をいっときも、誰だれにだって渡したくない。

　帆代を、帆代の想おもいを、信用しないで先回りして逃にげた。ひとりでぐるぐると考え込んだせいで、距きよ離りは縮まるどころか、離はなれたのだ。

　帆代はたじろぐことなく全部を受け止めてくれる、そう信しん頼らいしなかったのは自分だ。

　帆代の気持ちを取り戻すために、何をすればいいか。自分が帆代に伝え切れていないことは何か。帆代とこれから一緒にいるために、自分が何をどうすべきか。

　もう、過去と同じ轍てつを踏ふみたくない。経験した後こう悔かいから自分が学んだことを、無む駄だにしたくない。

　真木嶋は静かに、すべてを伝える決意をした。







　週末の対企業チームとの合同警護任務は大がかりなものとなった。

　通販事業の更さらなる拡大を図はかって通つう信しん販はん売ばい大手を吸収合併したメディアグループ企業が、テレビショッピングの収録スタジオのお披露目や、カスタマーサービスセンターの公開、新規に立ち上げたプライベートブランドを対外的にアピールするために、会社敷しき地ち内で催もよおす一大イベントだ。

　会社がもともと雇やとっている警備会社の制服警備員も配置された。

　祝日ということもあり、家族連れも多い。子供用のちょっとした遊具も設置され、屋台も入っている。

『ＳＰフェニックス』も全警護員が今日の任務にあたる。

　ボスを中心にした円えん陣じんで最終確認のミーティングが行われた。

「街宣カーは敷地内に入れないが、敷地周しゆう縁えんを徘はい徊かいしてガヤる場合もあるから。該がい当とうする不ふ審しん車両を見つけたら騒そう音おん防止条例か道路交通法違い反はんで、とりあえず通報。不審者を見つけたら速すみやかに別室に確保な。屋内・屋外と広こう範はん囲いだから、ホウレンソウは密に。スマートで安全な警護を心がけてください。以上！」

　通信機のテストも良好、チームやペアになって、施設警護は開始された。

　午前十時に開場し、青空に数発の打上花火とカラフルな風船が舞まい上がる。マスコットキャラクターの着ぐるみ、テレビショッピングのテーマ曲がループ再生され、賑にぎやかな幕開けとなった。

　真木嶋は夏目と西原のチームに入り、互たがいに距離をとりながら屋外会場を周回し、不審人物の発見と対処にあたる。帆代は小幡とペアで、同じく屋外を巡じゆん警けいしているはずだ。

　騒ぎが起こったのは開場から一時間ほど経たったころだった。

　見るからにガラの悪そうな五人組の男が、会社側の役員などが揃そろう事務局前で揉もめ始めたのだ。騒さわぎに気付いた来客者が迷めい惑わくそうな様子でそそっと遠巻きになり、制服警備員がじわじわとその周囲を固めた。

　事務局前でガヤっているのは、夏目と西原から見せられたファイルにも顔写真が載のっていたクレーマー集団だ。

　商品がどうとか、カスタマーの対応がどうとか、ありとあらゆることを捲まくし立て、それに対応している会社側の言葉の揚あげ足を取ってまた反論するという言動を繰くり広げている。

「誠意見せろや」

　クレーマーは業務妨ぼう害がいすれすれの言葉を選び、金を出せ、と同じ意味の台詞せりふで不当な主張を突きつけるのだ。これに屈くつして一度でも相手の求めに応じれば、クレーマーの更なる金銭要求行こう為いを助長することになる。

　事務局前は不ふ穏おんな空気に包まれるが、厳重な警備を前に、直接的に手を出すほどばかな連中ではないようだ。

　執しつ拗ような脅きよう迫はくを繰り返してきたわりには、手口が単純すぎる──真木嶋が不審に思っているとき、ふと、視界に不自然な人物が映った。

　──屋台の並びに、気になる男がいる。

　家族連れやカップルがお好み焼きやたこ焼き、焼き鳥、アイスクリームを買い求め、屋台の脇わきに設置されたテーブル席で楽しげに食べている……そんな和なごやかな風景から、その男だけが浮いて見えるのだ。

　件くだんの男はふらふらと歩いて屋台を覗のぞき、また別の屋台のほうへ視線を向ける。屋台の雰ふん囲い気きを楽しむのではなく、何かを窺うかがうような目つきで、落ち着きがない。

　関係者の多くがクレーマー集団の騒ぎを注視している中、挙動が怪あやしいその男を警けい戒かいすべくピンマイクに手をかけると、真木嶋とは斜はす向むかい、二十メートルほど先にいる帆代もひとり別行動で、その男との距離をじりじりと詰つめているのが分かった。

「帆代」

　真木嶋はピンマイクに向かって呼びかけた。

「上うわ衣ぎは黒いＴシャツ、下衣は濃のう紺こんデニム、臙えん脂じのスニーカーの男……」

『今、人形焼き屋の前にいる男ですよね』

　やはり、同じ男を監かん視ししていたらしい。

「そいつ……何かやるつもりかもしれない」

『尻しりの辺りのベルトループに、小さなバッグを引っかけてるのが見えます』

「うしろに組んだ手に何か持ってないか？」

　真木嶋からは男の正面しか確かく認にんできない。

　相変わらず真木嶋の背後ではクレーマーたちがガヤっている。西原に、気になる男がいるので場所を離れる旨むねを伝え、真木嶋は前方から、帆代は男の後方から、その距離を縮めた。

　男が焼きそばを買っている。勘かん違ちがいか？　と思いながらも、目を離さない。

　男はやがて家族連れで混こみ合うテーブル席に、焼きそばのパックを持って移動し、座った。

　じっと見張っていると、男がこそっと、左手に隠かくし持っていた小さな瓶びんを開けるのが真木嶋の位置から見えた。男のちょうど背後の家族連れが別のことに気を取られている隙すきに、そちらの食べ物に瓶の中身を振ふりかけようとしている。

「帆代、確保しろ！　左手に何か持ってる！」

　瓶の中身は恐おそらく、劇薬の類たぐいだ。薬物混入で騒ぎを起こし、イベントを開かい催さいした企き業ぎようのイメージを凋ちよう落らくさせるのが真の狙ねらいだったのだ。

　不審者に飛びかかった帆代が男の腕うでを捻ひねり上げ、手の中の小瓶を奪うばい取る。すると男が立ち上がり、抵てい抗こうのそぶりを見せた。しかし帆代によって地面になぎ倒たおされ、見事一発で仕留めた帆代が『不審者確保！』とピンマイクに宣言した。　>>>♥

　ものの数十秒で収束したため、騒ぎに気付かない来客者もいたようだ。

「帆代」

　男を西原に引き渡わたした帆代が振り返る。真木嶋は帆代に歩み寄った。

「よく気付いたな」

　関係者のほとんどがクレーマー集団に注目していた中、男の行動に気付いていたのは、恐らく真木嶋と帆代のふたりだけだ。

　帆代の素す早ばやい対応があったからこそ、騒そう動どうを未然に防ぐことができた。

　不審者を見み抜ぬく洞どう察さつ力。俺は真木嶋さんには敵かなわない──帆代は以前からそう謙けん遜そんしていたけれど、一いつ緒しよに仕事をする中で、帆代もその能力に磨みがきをかけていたということか。

　もう、帆代には、俺は必要ないのかもしれないな──。

　仕事の先せん輩ぱいらしく、有能な後こう輩はいを素す直なおに讃たたえるべきなのに。ますます帆代が自分の手から離れていくようで、寂さみしくて、胸がずきんと痛んだ。

「……違ちがいますよ。俺が見抜いたわけじゃない」

「え？」

「……真木嶋さんがそいつを目で追ってたから。だから俺も追つい尾びしたんです。あんたの不審者に気付く嗅きゆう覚かくは犬並みですからね」

　帆代がまっすぐに見つめてくる。その揺ゆるぎない視線に、つい言葉を失って詰まり、やがて真木嶋は少し照れくさそうに笑った。胸が熱いものでいっぱいに満たされる。

「……じゃあやっぱ、俺のおかげ？」

「真木嶋さんの判断力や洞察力に俺は太刀たち打うちできないって、前から言ってるでしょう」

　眩まぶしい太陽の下、帆代の微笑ほほえみが目ま映ばゆい。

　それから不審者は速やかに会場の外に連れ出され、外で待機していた警察に引き渡したため、最後まであまり大きな騒ぎにならずにすんだ。

　けが人や被ひ害がいはなく、クレーマー集団は一いち網もう打だ尽じんとなって終結。一日がかりの警護が終わり、『ＳＰフェニックス』もイベント会場の駐ちゆう車しや場で解散となった。

「今日も真木嶋さん、帆代さん、超ちようかっこよかったです！　惚ほれ直しました！」

　興奮した口調の小幡が、テカテカの顔でふたりを絶賛した。ボスをはじめ『ＳＰフェニックス』のメンバーは、真木嶋と帆代の活かつ躍やくを拍はく手しゆで讃え、労ねぎらってくれる。

「真木嶋さん、これ、俺からの『大活躍で賞』、謹つつしんでお贈おくりします！」

　小幡が何やら紙かみ袋ぶくろを差し出してきた。どうぞ、と押しつけられて、真木嶋も思わず受け取る。

「なんだよ」

「約束してた、おしゃれパンツです」

「うわっ、ほんとに買ってる……」

「ウケ狙いで変な柄がら物ものとかじゃなくて、マジなやつですよ。シンプルかつ、穿はき心地ごこち重視でチョイスしました。女性にも下着をプレゼントしたことないから、なんかドキドキするな」

「え、お……おう……ありがとう」

「穿いたとこ、今度見せてくださいね！」

「ばかだろ、お前」

　適当に言ってしまったことを真に受ける小幡がおかしくて、しまいにはこみあげる笑いに肩かたを震ふるわせてしまった。

「真木嶋さん」

　呼ばれて笑った顔のまま振り向くと、帆代が両手をズボンのポケットに突つっ込んで「つまんないです」とでも言いそうな表情で立っている。

「小幡は、西原さんたちの車に乗って帰れ」

「えっ？　は？」

　帆代に別行動を言い渡された小幡は、目を瞬まばたかせた。すると夏目に「小幡、こっちいらっしゃい」と手招かれ、半分訳が分からない状態で腕うでを組まれて引き摺ずられていく。

「あ、あ、真木嶋さんと帆代さん、もしかしてバディ復活ですかっ？」

「復活ってなんの話だ。帆代のバディはいつだって俺なんだよ」

　真木嶋がしれっと言い放つと、小幡は「うわぁ、ほんと良かった！」と親指を立てて見せた。

　ピンチヒッターを務めてくれた年下の後輩は、今日まで随ずい分ぶん気を使っていたことだろう。

「いろいろサンキュー小幡！　これも」

『大活躍で賞』を掲かかげると、小幡は次にピースサインと満面の笑えみで応こたえ、メンバーはそれぞれ車に乗り込んで会場を出ていった。

　黄昏たそがれの駐車場に残った最後の一台、ＲＶ車の運転席に帆代が、助手席に真木嶋が乗り込む。

　辺りも急に静かになり、真木嶋はそっと帆代を窺った。

　帆代は全開の窓に肘ひじをつき、なぜだかむすりとしている。それからちらりと、真木嶋を一いち瞥べつした。

「……それ、どうするんです？」

「え？　あ、おしゃれパンツ？」

　どんなものかと包みを開かい封ふうし、中の下着を取り出してみる。小幡が言ったとおり、シンプルで、見た目は普ふ通つうのボクサーパンツが色いろ違ちがいで二枚入っていた。

「替かえのパンツまで用意するとか、うける」

　帆代が真木嶋に向かって手を伸のばすので、「なんだ、見たかったのか」と袋ごと渡すと、それをポイと後部座席に放ほうられた。

「ちょっ……！」

　小幡から貰もらったものを投げ捨てた帆代はシートにどっしりと身を預け、何食わぬ相そう貌ぼうで前方の夕日を眺ながめている。夕暮れのすみれ色に染まる車内で、目を眇すがめるその横顔は惚れ惚れするほど秀しゆう麗れいだ。

　真木嶋は気を取り直して後部座席のほうに身を乗り出し、帆代にポイ捨てされたものを拾い上げた。

「何、今の。……やきもち？」

　からかい半分で笑いを滲にじませながら問う。帆代は無ぶ愛あい想そうな態度で深く凭もたれたまま、シートに膝ひざ立だちの真木嶋に目線を投げた。

「ちょっと目を離はなすとすぐに小幡みたいな奴やつをたらしこんで。油断も隙もあったもんじゃない」

　呆あきれたように、ふぅと嘆たん息そくする帆代に、真木嶋は思わず頰ほおを緩ゆるませた。

「だったらお前がいつも俺の傍そばにいて、威い嚇かくして、見張ってればいいだろ」

「人を犬みたいに言うのやめてくれませんか」

「犬っていうか……ライオン？　番犬としては最強だな」

　にやりと笑う真木嶋の顔を一いつ瞬しゆん眩しそうな顔で見つめて、帆代は視線を逸そらす。

「あんたのバディを務められるのは、俺だけ──他ほかの誰だれにも譲ゆずる気はないです」

　そしてしっかりと結ばれた揺るぎないまなざしに、帆代の真しん摯しな想おもいを感じた。

　不安を抱かかえていたのがばかみたいに、気持ちが軽くなっていく。

「お前のバディも、俺以外にありえない」

　帆代となら、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。真木嶋の孤こ独どくも、バディを恋こい人びとにする不安も、全部背負って前へと手を引いてくれる。

「……これから、どうします？」

　見つめ合った刹せつ那な。右手が真木嶋に向かって伸び、ぐいと後頭部から摑つかまえて引き寄せられたかと思うと、無言のまま嚙かみつくようなキスをされた。

「ん……」

　唾だ液えきを飲まれる、その行こう為いに身が震える。

　ぷちゅ、と音を立てて、短いキスを名残なごり惜おしく思いつつも離れると、濡ぬれた口こう唇しんを親指で優やさしく拭ぬぐわれた。

　真木嶋はどきどきと鼓こ動どうを速め、帆代の熱視線に脳のう髄ずいが蕩とろけそうになりながら、自分の中に芽生えて膨ふくらみきった想いに、もう逆らう気はないことを確信した。

「……俺の、部屋に……」

　いまだかつて、誰にも踏ふみ込ませなかった部屋。そこに初めて人を誘さそう。

　緊きん張ちようしている真木嶋に、帆代は柔やわらかに微笑んだ。

　いいんですか、との確かく認にんは不要とばかりに、帆代はもう何も言わずに車のエンジンをかけ、太陽が沈しずみゆく駐車場をあとにした。







　一度覚かく悟ごを決めると、不思議なほどになんの躊躇ためらいも湧わかない。

　鍵かぎを開け、ドアの前で背後を窺うかがうと帆代と目が合い、真木嶋は帆代の手首の辺りをぐっと摑んで引き入れた。

　何度か送ってもらったことがありながら、一度も部屋の中に招いたことがなかった。誰も踏み込んだことのない真木嶋のバリケードの内側に、帆代だけは入ることを許される。

　１ＬＤＫの部屋は料理をすることもなければ、無む趣しゆ味みで、寝ね起おきするだけに使われていたも同然で、温かみに欠けている。長い旅行から戻もどったときのような、どこかよそよそしい空気を、帰宅するたびいつも真木嶋自身が感じていた。

　愛情と人を拒きよ絶ぜつしてきた真木嶋の小さな箱の中。

　そこに初めて招いた男は、真木嶋のバリケードをすでに内側から打ち砕くだいている。

　帆代はキッチンを覗のぞき、間接照明だけが灯ともるリビングに進んだ。

「宇宙ステーションか要よう塞さいみたいな部屋だったら、どうしようかと思ってました。わりと、普通だ」

「どんなだよ、それ」

　帆代はいたって普通の部屋の中をぐるりと見み渡わたし、「しかも予想以上に片付いてる」と真木嶋にちくりと毒をはく。真木嶋は「物がないからだろ」と微笑ほほえみ返し、帆代をリビングのソファに誘った。

「帆代に……ちゃんと話しておきたいことがある」

「……はい」

　何から話そうかと逡しゆん巡じゆんし、過去から順序立てて漏もれなく伝えようと思った。

「帆代が入社してくる前に……組んでたバディがいた」

「……退職を希望して辞やめたんですよね？　理由までは聞いてませんが」

『ＳＰフェニックス』のメンバーに噂うわさ話ばなしが好きな類たぐいはいないし、知りうる範はん囲いの詳しよう細さいも伏ふせてくれていたのだろう。

「古屋っていうふたつ年上の男、冷静に行動するタイプで、仕事熱心で真ま面じ目めないいやつだった。直接言われたわけじゃないけど、古屋は、俺のことを好きで……態度とか、視線とか、丸わかりっていうか。想いを隠かくしきれてなかったからみんな、夏目さんとかも気付いてて。帆代にするようなからかいも、真面目すぎる古屋には言えないかんじ。だけど、古屋の気持ちを知っても、俺は応える気がなかった。俺のそういうの、古屋も分かってたから、余計言えなかったんだろうな」

「あんたはオープンなのは見せかけだけで、いざ近付こうとすると威い嚇かくの態勢で逆毛を立てる。ほんと、たち悪い猫ねこみたいですから」

　夏目も似たようなことを言っていた。

　真木嶋の気難しさを理解し、適当に扱あつかってくれる周囲は、自分よりずっと器うつわの大きな大人だとつくづく感心させられる。

　しかし相手との間に恋れん愛あいが絡からむと、そうはいかない。適度な距きよ離りを取れるのは、職場の同どう僚りようだから、というところが大きいだろう。

「俺は古屋の気持ちをどうすることもできずに、知らん顔してたんだ。古屋が少しおかしくなってるって気付いてても、何もできなかった。古屋がとうとう破は綻たんして、仕事で大きなミスをして、責任を取って辞めると言ったときも……俺は、何もできなかった」

　古屋に対する悔かい悟ごの念、仕事に恋愛を持ち込むことの難しさ。帆代とは同じ失敗をしたくないと思った。バディとの恋愛のせいでどちらかが仕事を辞めるとか、支障を来きたすとかで、互たがいを傷つけるような真似まねは二度としたくない。

「俺は……帆代と、ずっとバディでいたいんだ。そこに恋愛感情を挟はさむと、駄だ目めになりそうで怖こわくて、もう一歩踏み込む勇気がどうしても出なかった。でもそうやってぐだぐだして、逆に自じ滅めつしてるっていうか、よっぽど不安定で、仕事も、お前とのこともうまくいかなくなってさ……」

「真木嶋さん、俺のこと信用できませんか」

　ぎゅっと手を摑まれ、真木嶋は帆代をそっと窺う。

「俺が、真木嶋さんに夢中になって、仕事も手につかなくなるくらい脆もろい人間だと？　ちゃんと俺のこと信じてくれて、愛されてるって感じられたら、俺はどうすべきか迷ったり、気持ちを疑ったりしない。愛されてる確信があれば、俺はあんたを完かん璧ぺきに護まもれるよ」

　どんなに好きでも、愛されている安心感と自信は相手から貰うもの。

　ならば、それがあればもっと強くなれる。

「不安だから疑う。愛されているかを、いちいち確かめたくなる。でもそんなの、俺たちに余計なことだと思いませんか。あんたが俺に愛されてるって、信じてくれたらいいんです」

　互いを心から信じること──真木嶋に欠落している部分だ。

「俺はどんな困難の前でも、あんたを護るよ。あんたも俺を護ってくれる。俺はそれを信じます」

　まっすぐに向けられた帆代の眸ひとみに、燃えるような力が宿るのが分かる。そこに強い決意が漲みなぎり、心から溢あふれる言葉をぶつけられて、受け取った真木嶋の胸も震ふるえた。

　素す直なおに、本当のことを話そうと思う。これまで真木嶋が抱えていた弱い部分もすべて。

「俺はたぶん、心の構造のどこかに穴があるんだ。人を信用するとか甘えるとか、昔から自分を誰かに委ゆだねられなかった。自分を護るのは自分しかいないって思ってたから。鎧よろうことに慣れて、自分をまるっと預けるのが怖かったんだ。受け入れようともしないで人の気持ちを拒絶して……そりゃあ誰だって退ひくよな」

　だからいつも穴が開いたまま。心が寒いけど、我が慢まんする。

　前のバディのことに加え、染しみついた生き方が災わざわいして、真木嶋は帆代に対してブレーキをかけてしまった。

「子供の頃ころの強きよう烈れつな体験も、真木嶋さんが人を寄せ付けない原因のひとつなんでしょうね、きっと」

　暗い押し入れの中で、助けてとも言えず、ただ待つことしかできなかった。

　弱い自分を護るために強くなって、自ら築いたバリケードの中に、真木嶋はずっと膝ひざを抱かかえてとどまっていた。

「その穴は俺が塞ふさいで、もういらないってくらいに満たしてやります」

　帆代の指先が頰ほおに触ふれると、うなじがざわりと粟あわ立だつ。

「……俺のこと、信じる気になりました？」

　するる、と頤おとがいまでを撫なでられ、真木嶋はうっとりと眸を潤うるませた。

「……あぁ、信じるよ。帆代なら信じられる」

「でも俺こう見えて筋金入りのやきもちやきですから。小幡から貰もらった下着を穿はいて本当に小幡に見せでもしたら、その場でひん剝むいて、泣きじゃくるまでヤるよ」

「そんなのなくても、泣くまでヤるくせに」

　帆代の手のひらに首筋を大きく撫でられて力が抜ぬけたところを支えられ、そっとキスをされた。

　うなじに差し込まれた指が頭皮を搔かき上げる。啄ついばむだけのキスがじれったい。想おもいをかよわせた安心感に浸ひたるような、柔らかな触れあい。今日の帆代は、そういうふうに愛してくれるつもりなのだろうか。

「ン……」

　ゆるりと舌を絡ませ、互いの甘い唾液を嚥えん下げする。

　舌ぜつ下かを帆代に舌でこそがれると、ぞくりと背筋がわなないた。歯列、頰の内側、上じよう顎がく、口内のあちこちを帆代の舌が這はい、緩ゆるく搔き回される。

　髪かみやうなじ、頰、耳……帆代の手はつねにどこかをさすり、擽くすぐった。すっかり身体からだの力が抜けて、ソファの背もたれと帆代に頼たよっている状態だ。

　このまま、ソファでもいいけれど……。

「帆代……ベッドに……」

　耳を食はまれ、身を竦すくませて、帆代のジャケットの小こ脇わきを引っ張った。ちょうどその右手に、何かが当たっている。感かん触しよくと音で、箱だということは分かった。

　帆代が内ポケットからジェルパウチ入りの薄うすい箱を取り出した。

「あぁ……さっきそれ買ってたのか」

　ここへ来る途と中ちゆうで一度車を降りた帆代だったが、戻ってきたときは手に何も持っていなかったのだ。

「長野のときといい、用よう意い周しゆう到とうだな」

「何事も準備万ばん端たんにしておきたいのは、ＳＰの習慣です」

　帆代に手を引かれ、真木嶋も立ち上がった。

　キスをしながら、ネクタイのノットを緩められ、ジャケットを脱ぬがされる。

　真木嶋も、帆代のネクタイをほどいた。

「獅し子しモチーフのタイピン……なくしてから、ずっと付けてないよな」

「あぁ、そうですね。なんとなく買いそびれてしまって……」

「気に入ってたんだろ」

「そうですね……守護神みたいな、願がん掛かけで」

　帆代がふいに、くすりと思い出し笑いを漏もらした。なんだよ、と先を促うながす。

「あれ、どうして獅子モチーフを選んだのか話してませんでしたけど。初めてふたりで任務にあたったとき、真木嶋さんが広告看板のライオンを指して『お前そっくり』って言ったのが刷り込まれてたからなんですよ」

「……言ったっけ？」

　帆代にいつも猛もう獣じゆうのイメージを重ねていたのだが。

「そうしたもんなんですよ、あんたは」

　最初に会ったときからあんたのことが好きだったと言われてるみたいで、真木嶋は少しばかりくすぐったい気分で肩かたを揺ゆらした。

　ベルトを抜かれて下ろされたスラックスも、ソファの肘ひじ掛かけの辺りにひと纏まとめに置かれ、帆代も手早くスーツを脱いだ。

　ほんのわずかに離はなれるのすら待てなくて、袖そで口ぐちのボタンを外している帆代の唇くちびるに唇を押しつける。口づけを交かわしながら、真木嶋は前立てのボタンを外すのに加勢した。

　ベッドルームへなだれ込むと、いたわるような触れ方で全身を撫で回された。

　キスを続けたまま、帆代は上半身を手で、同時に下半身を脚あしで愛あい撫ぶしてくれる。

「離れてたとき、俺もさ……小幡に嫉しつ妬とした。帆代の新しいバディに小幡がなんのかなぁ、って思ったら……想像するだけで堪たまんなくて」

「小幡と警護任務に出たとき、なんでこいつがここに、俺の隣となりにいるんだって何度も思いました」

「小幡には罪ないのに、悪いことしちゃったな」

「真木嶋さん……」

　窺うかがうような目つきの帆代と向かい合うかたちで横になると、帆代から髪を緩やかに梳すかれた。

「真木嶋さんと奥田さんとのこと……俺も言いすぎました。ふたりの間にあったことはふたりにしか分からないのに……嫉妬して、八つ当たりしたんです」

「いいや……お前の言うとおりだったからいいんだ。奥田にはちゃんと話すよ。帆代と付き合ってるって言えば、分かってくれると思う。あっちも分別ある大人なんだ。周囲には黙だまっててくれるだろうし……だから、あいつに俺たちのこと、話してしまってもいいか？」

「真木嶋さんの気持ちは嬉うれしいけど……俺はそこまで……奥田さんに言ってほしいなんてことまで望んでません」

　話してしまうリスクを考えての発言だろうけど、真木嶋はすまなそうにしている帆代の髪を指先で撫で上げ、首を横に振ふり、微笑ほほえんだ。

「……けじめだよ、帆代。それに俺だって、お前を不安にさせたくない」

　真木嶋の言葉に帆代は目を瞠みはっている。

「なんか……周りを地味ーに巻き込んでるよなぁ……小幡といい奥田といいさ……」

　帆代は「……ですね」と頷うなずいた。

「……でももう、お互たがいに反省会は終わりです」

　帆代が覆おおい被かぶさってきて、首筋に優やさしく嚙かみつかれた。首を竦ませて、真木嶋もその背に腕うでを回してぎゅっと抱だきつく。

「事件のとき首筋につけられた傷は……まだうっすら残ってますね」

「気にすんな。そのうち消える」

「もう二度と、こんなケガさせません」

　左の二の腕の縫ほう合ごう痕あとに帆代が唇を滑すべらせた。反省会は終わりと言ったのは帆代なのに、治ち癒ゆするみたいに、何度もそこにキスされる。

「まだ痛みますか？」

　ううん、と首を振ると、帆代は思案げに目を伏ふせた。

　きっとずっと、バディを護まもれなかった自分を責めていたのだろう。

「真木嶋さんを見失って……あの瞬しゆん間かん、嫌いやな予感でいっぱいになった。路地裏であんたを見つけたとき、全身の血の気が引いて、あんな感覚……もう二度と繰くり返したくない」

「帆代が俺を窮きゆう地ちから救ってくれたんじゃないか。お前は理性的で、立派にバディの役目を果たしてくれた。頭に血が上って見境なくなったりしないし、どんな状じよう況きようでも冷静な判断ができる、優ゆう秀しゆうな男だよ。誇ほこれる俺のバディだ」

「褒ほめすぎじゃないですか」

「それに俺はお前に出会ったとき、力じゃ絶対敵かなわないって思ったよ。なんか予感してたのかな。喰くわれそう、こいつはヤバいって」

　組み敷しかれたら逃にげられないと感じていた。

　出会いの瞬間から、帆代という男を、そういう目で見ていた証しよう拠こだ。

「最初からお前に、惹ひかれてたのかもな……」

　だから警けい戒かいして距きよ離りを取った。喰われないように、ライオンは檻おりに入れておかねばと。

　帆代の両りよう腕うでに搦からめ捕とられ、強く抱きすくめられて、真木嶋も同じ力で抱き返す。

「真木嶋さん……」

「…………うん」

　合わさった肌はだから、帆代の熱い想いが伝ってくる気がした。

　弱い部分も曝さらけ出し、自分の全部を知ってほしいと思えた、初めての男だ。

　指を絡からめてキスを繰り返し、背中や脇わき腹ばらやうなじを帆代の手のひらで愛撫される。ゆっくりと身体を温められるような触ふれあいに、心までほぐされていく。

　小さな胸の尖とがりを、そっと指で挟はさまれて、じわりと下か肢しに熱が集まり始めた。

「ほ、しろっ……」

「こんなときくらいは、名前で呼んでください」

「……二晴……」

　唾だ液えきを含ふくませて、舌で乳ち首くびを擽られると鼻声が漏れる。

「あ……頭ん中では、こっそり、二晴って呼んでた」

「自分でするときも？」

「…………うん」

「……そういうの、興奮します」

　きゅうっと乳輪を吸われ、むずむずする刺し激げきに煽あおられて、胸に帆代の頭を抱かかえた真木嶋は、シーツに頰ほおを寄せた。

　少しずつ温度を上げるとろ火のような愛撫が続く。

　緩やかに身体中をまさぐる手に、首筋に擦こすりつけられる鼻び梁りようや頰ほお辺べたに、耳みみ朶たぶを吸う唇に、じわじわと昂たかめられる。

　なかなか肝かん心じんなところを触さわってくれなくて、中心を避さけるように動く手がもどかしい。

「二晴……あ……もぅ、さ、触れ……」

「……びしょびしょ、ですね」

　誇こ張ちようした卑ひ猥わいな性表現の受け売りだろうと覗のぞいてみて、真木嶋自身もちょっと驚おどろいた。

　勃たちあがったペニスの先から零こぼれた先走りで、陰いん茎けいがしとどに濡ぬれ、下腹にまで雫しずくが垂れている。

「なんだこれ……」

　啞あ然ぜんと呟つぶやいた唇を帆代に塞ふさがれた。舌を吸われ、帆代の唾液を飲む。

　ついに帆代の指先が、鈴すず口ぐちを弄いじった。小さな場所に施ほどこされる刺激は強く、腰こしが震ふるえて仕方ない。堪らず、哀あい願がんするように何度も帆代の名を呼んだ。

　人差し指と中指の股またにペニスを挟み、逆手でしごかれる。

「あっ……あっ、あぁっ……ぅんっ」

　たっぷりのジェルでにゅるにゅると擦り立てられ、真木嶋はどうしようもなく腰をびくびくと浮うかせた。自じ慰いとは比べものにならないくらいよくて、声がとまらない。

「はぁっ、あぁっ、はっ……はあっ……」

「気持ちいいですか……？」

「はぁっ……腰、抜ぬけそぅ……」

　いっとき捏こね回されたかと思うと、射精を引き延ばすために焦じらされる。

　柔やわく陰いん囊のうを揉もまれたり、会え陰いんを擽くすぐられたり。たっぷりと時間をかけられ、緩ゆるやかに上り詰つめていく。真木嶋の反応を確かめながらの丁てい寧ねいな動きをする帆代の指に、焦れて身み悶もだえた。

「真木嶋さんを蕩とろけさせて、たくさんイかせてあげます」

　そんな愛され方は知らない。無条件で優しくされることに慣れていないのだ。真木嶋を覆う最後の薄うす皮かわまで綺き麗れいに剝はがされ、まっさらにされそうな心こころ許もとなさが怖こわい。

「ふ……普ふ通つうので、いいっ……何する気……」

「何って……真木嶋さんをとろとろになるまで愛して、俺が……好きなだけ抱くんです」

　こともなげに言われ、雁かり首くびを包皮ごと擦りつけられて、腰が勝手に前後に動く。

「あぁ、ん、うぅ……、……っもちいい……」

「鈴口の、赤いとこが見えてる」

「や、いや……」

「吸ってあげます」

　予告のとおり帆代の舌先が鈴口を抉えぐり、熱い口内に吞のまれて口こう淫いんされた。時折、帆代が呻うめくように息いき衝づき、歯を立ててしごかれる。飢うえた猛もう獣じゆうが柔い肉を食はんでいたぶるみたいで、真木嶋は背筋をぞくぞくさせた。

　優しく扱あつかわれていても、帆代の滾たぎるような熱情を細部に感じる。今は抑おさえ、ひたすら真木嶋を昂めて、あとで帆代が思いのままに骨の髄ずいまで貪むさぼるつもりなのだろう。

　どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうに組み敷かれて喰われることに、真木嶋はひどく興奮した。

　大きく開いた脚あしの間にある帆代の髪かみを緩く摑つかみ、搔かき乱す。

「あ……あっ……には、二晴っ……も、出る、出るからっ……」

　声をかけても放す気はなさそうで、真木嶋は緩く仰のけ反り、帆代の喉のどの奥で果てた。帆代が舌で陰茎をぐっと押し上げてくれ、上うわ顎あごにすりつけながら射精するのが堪たまらなくいい。

　すべて飲み込まれ、残ざん滓しまで綺麗に舐なめ取られて口こう戯ぎから解放される。下肢がだらしなく弛し緩かんし、頭の中は混こん濁だくしていた。

　後こう孔こうを指でゆっくりと拡ひろげられ、柔くほころんでから胡桃くるみを揉み込まれる。埋うめ込んだ指三本を横に揺ゆり動かされたり、前後に大きくスライドされたりする頃ころには、すっかりとろとろに蕩けていた。

　たっぷりと時間をかけて帆代を受け入れるための準備を施されたところに、帆代の熱く滾った硬こう茎けいを挿そう入にゆうされる。奥を擦り上げられたとき、それだけで真木嶋は強い快感に鳥とり肌はだを立てて、射精を伴ともなわないまま絶頂してしまった。

「──っ……！」

　声も出ない。全身が引き攣つり、脳まで痺しびれて真っ白になる。

　音が遠とお退のいて、瞼まぶたを開いても薄うすい膜まくを張ったみたいにぼやけていた。

「……はぁっ、はぁ……あ……」

「今……イッた？」

　茫ぼう洋ようとしたところに突とつ然ぜん放ほうり出された心地ここちで、何も答えられない。

　涙なみだに滲にじむうつろな視界に、踏ふみ堪こたえるような表情の帆代が見える。

「俺がすることに感じてるあんたを見てるだけで……興奮する」

　摑まれた左ひだり脚あしを帆代の肩かたに引っかけて固定され、律動が再開された。

　興奮するとの言葉を証明するように、根元まで深く繫つながった帆代自身で力強く搔き回される。

「あああっ、あっ……、はぁっ、あ、んっ……、うぅんっ、んあぁ……！」

「あんたが感じると中がびくびく震えて、俺も凄すごくイイ……」

「あ……あっ……」

　最さい奥おうに突つき挿いれられて、きつい収しゆう斂れんがとまらない。

　ひとしきり揺すり上げられ、今度はゆるやかに、内ない壁へきを舐めるようなロングストロークで抜き差しされた。

「あぁ……あっ……、あ……には、るっ……」

「ゆっくり出し挿れされんのも、好きみたいだ」

　退ひきのときが凄すごい……と耳元に吹ふき込まれる。帆代が言うとおり、狭せまく収縮した隘あい路ろを摩ま擦さつされながら、帆代のかたちがはっきりと分かるくらいに締しめ付けてしまう。

「には、二晴っ……」

　ぐちゃぐちゃとひととき内うち襞ひだを捏ねられたかと思うと、充みたされていたものを突とつ然ぜん引き抜かれた。

　身体からだをひっくり返されて、背後から、ずん、と貫つらぬかれる。最奥に嵌はめられたまま、再びさざ波のような愛あい撫ぶを施された。摘つまんだ乳首を揺らされ、汗あせばんだ内うち腿ももや、淫いん液えきとジェルで湿しめった尻しりを揉まれる。

「はぁっ、ああっ……ん、んうっ……へん、変だ、二晴ぅっ……」

「何？」

「あぁっ、ど……しよ、また……いきそぅっ……なん……」

「どうしてほしい？　この強さでイけますか？」

「あ……そのままっ……そこ擦って……ああっ、いい……気持ちいっ……」

　もがくようにしてベッドに這はいつくばると、帆代が覆おおい被かぶさってくる。

　後孔を音が立つほど攪かく拌はんされ、突き込まれるたびに雁首がシーツを滑すべった。

「ああっ、先っぽ……擦こすれるっ……」

　ぬるぬるになったシーツと下か肢しの間に手を差し込まれて、ペニスを握にぎり込まれたまま振ふりたくられると、凄せい絶ぜつな快感が真木嶋を襲おそった。

　びくびくと打ち震えながらシーツを搔き毟る。その手を帆代が優やさしく包み、絶頂のさなか、前もうしろもきつく搔き立てられてスパークした。

　帆代の手に受け止めきれなかった白はく濁だくが、さらにシーツを汚よごす。

　極点に達するたびに、快楽の波動はより大きく、深くなっているようだ。

　刺し激げきを受け止めきれず涙が溢あふれ、朦もう朧ろうとする。

　帆代に肘ひじを摑まれ、ぐっと上体を引き起こされた。背が反って、帆代の硬茎を後孔の襞でまざまざと感じてしまう。

「ふ……うっ、……ん、んぅっ……！」

「真木嶋さん……俺も、出したい……真木嶋さんの中に出したい」

　両りよう腕うでをうしろに引かれ、蕩めく後孔を後背から思いきり蹂じゆう躙りんされる。

「ああっ！　あっ、あぁ、はぁっ……！」　>>>♥

　帆代の甘い玩がん弄ろうに、真木嶋は歔きよ欷きの声を上げ続けた。

　深く突き込まれるたびに、涙が溢れてしかたない。

「二晴っ……もぅっ……落ちる……」

　きついくらいの快感に逃にげたがる軀く幹かんを抱だきしめられて、真木嶋の耳元に、帆代が小さく愉ゆ悦えつの声を吹き込んだ。イきそう、と告げられ、真木嶋は飛びそうになる気を振り起こして、ふたりを繫ぐ場所をいっそうきつく絞しぼった。

「んうっ……、っ！」

　身体の奥で、帆代の情熱が迸ほとばしる。熱い想おもいを受け止めるのと同時に真木嶋も昇のぼり詰め、ぐしゃぐしゃのシーツの波に沈しずみ込んだ。

　真木嶋の劣れつ情じようを煽あおっていたペニスを抜ぬき取られても、濃のう密みつな余よ韻いんにとっぷりと浸ひたる。

　うなじや耳に、蟀谷こめかみに、帆代の愛いとしむようなキスが降ってきて、真木嶋はうっすらと眸ひとみを開いた。

　頰ほおを寄せたシーツにとろとろと涙が染しみていく。

　逸いつ楽らくに脳が痺れて、指一本すら動かせない。

　ただ、横おう臥がした背中に、帆代の温ぬくもりは感じた。力の入らない手の甲こうの上から帆代が手を重ね、そっと優しく包まれる。

　やがて視界に色しき彩さいが戻もどり、重ねられた帆代の指に、指を絡からめて繫ぎなおした。

　帆代がそれを握り返し、真木嶋は繫いだ帆代の指にキスをする。

　今、真木嶋を囲むのは、冷たい壁かべでも暗く狭い孤こ独どくでもない。

「……二晴……あったかいな……」

　身体の内側も外側も、帆代の熱が隅すみ々ずみにまで浸しん透とうしている。

　くっついたところがまったりと溶とけ合って、わずかも離はなれがたい。

「真木嶋さん……朝まで……ここに、真木嶋さんのベッドにいてもいいです？」

「……帰れっつったら、帰んの？」

「あんたほんとに意地悪だな。放してって泣いても寝ねかさないですよ。俺まだ足りてないですからね」

「次は俺の反はん撃げきだから。枯かれるまで搾しぼり取ってやるよ」

「へぇ……それは期待で胸が逸はやりますね」

　いつもと変わらない調子の掛かけ合いが甘ったるさたっぷりで、それがなんだか面おも映はゆい。

　妙みように照れくさいついでに、真木嶋は身体を捻ひねって帆代の首筋をぐいと引き寄せ、軽く瞠どう目もくしている男の口こう唇しんを吸った。上うわ唇くちびるを舐め、柔やわく嚙かんで放す。

「明日あしたは寝ね不ぶ足そくの朝の黄色い太陽拝もうぜ、相棒」

「望むところです」

　挑ちよう戦せん的に応こたえる帆代の眸にぞくぞくしつつ、真木嶋はこれからも長い付き合いになる相棒の手を引いた。
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「さっきの、最初から通報するつもりで加害者を煽ったでしょう」

　警察へ加害者の引き渡わたしが済んで、ＲＶ車に乗り込むと、帆代がシートベルトを着用しながらそう訊たずねてきた。

　詐さ欺ぎおよびストーカー行こう為いに対する謝罪文を取り付けるべく真木嶋と帆代が説得にあたったが、往おう生じよう際ぎわの悪い男が途と中ちゆうで逃とう走そうを図はかったのだ。

　交こう渉しよう場所はビジネスホテル。簡単に逃げられるはずもないのに、土ど壇たん場ばの悪あがきだった。

　男はまず真木嶋が出した足に引っかかり、体勢を崩くずしつつもどうにか立ち上がったところを、帆代に一いち撃げきで濃のう紺こん色のカーペットに沈められた。

　依い頼らい人は隠おん密みつ処理を望んでの交渉だったが、折せつ衝しようが決けつ裂れつして通報に至ったわけだ。

「あの男はたとえ謝罪文にサインしても野放しにしているかぎり、次々とカモを見つけて同じ事を繰くり返すよ。未成年者ばかりを狙ねらってんのも、事件発覚のリスクを少なくするためだろうな。被ひ害がい者しやが周囲に相談できず泣き寝ね入いりしたり、今回みたいに被ひ害がいそのものを親が隠かくしたがったりする」

「真木嶋さんはしれっとした顔して、やることはけっこう容よう赦しやないから」

「帆代に言われたかねーよ。屈くつ強きようボディに絞しめ技わざやら関節技やらかけられて、逆にお気の毒って言いたくなる」

　片付けきれない・だらしがないと『ＳＰフェニックス』内では酷こく評ひようされている真木嶋だが、悪に対しては正義感を漲みなぎらせ、きっちりと成敗するタイプだ。同じく帆代もクールな顔をして、情け無用の対処で任務を全まつとうしている。

「依頼人には報告したんでしょ。穏おん便びん対応を望んでいた親おや御ごさんはなんて？」

「それでも逮たい捕ほされたって聞いて、安心してたよ。奥田にも逮捕の一報を入れといた。……しかし奥田が回してくる仕事は、最近どれもハイリスクで要注意だな」

　たまたまだろうけど、厄やつ介かいな案件が続いているのは事実だ。

「地下に閉じ込められたあの一件からケチがついてるみたいで……」

　真木嶋のぼやきに、帆代がじとっと湿った視線を向けた。

　地じ雷らいを踏ふんだことに気付いた真木嶋が、「あ……」と頰をわずかに引き攣つらせる。

「や、まぁ……あれは、ほら、凶きよう暴ぼうなライオンが檻おりから放たれたっていう、俺にとって衝しよう撃げきの事件でさ。べつにお前との関係があれをきっかけに変化した部分までを、『ケチがついた』とは言ってない……ぞ？」

「滑こつ稽けいなまでの慌あわてようですね」

　半眼でじろりと上方から目線をくれる帆代に、真木嶋は「うぐ……」と口内で呻うめいた。

「……意地悪言うなよ」

「分かってますよ」

　真木嶋の右手を摑つかみ、指と指を絡めてぎゅっと握ると、帆代はうっすら微笑ほほえんだ。真木嶋もどことなくほっとした表情を浮うかべる。

　バディ解散の危機もあったけれど、互たがいの気持ちを確かく認にんし合ってから、ふたりの絆きずながより強固なものになったと真木嶋は感じていた。

　振り返れば必ず真木嶋の背後に帆代がいる。たとえ真木嶋の指の隙すき間まを砂が一握すり抜けたとしても、帆代がそれをしっかりと摑んでくれる。真木嶋がうしろに倒たおれそうになったなら、帆代が逞たくましい両腕で受け止めてくれる。

　明めい瞭りような安心感に浸り、真木嶋は帆代への自分の想いを、または帆代から注がれる愛情をいたるところで嚙みしめる日々だ。

　帆代の唇が指に触ふれる。指の隙すきに舌が差し込まれ、真木嶋はぴくりと目を細めた。

「事務所に戻って今日の件の報告が終わったら、……真木嶋さんの部屋に行っても？」

　真木嶋を誘さそう帆代の声は艶つやっぽく、身の内に心地ここちよいバイブレーションをもたらす。

「ビールだけは冷えてるぞ。あ、いつ買ったか不明の冷れい凍とう枝豆と、食えるか分からないチーズが冷蔵庫の奥から出てきた」

「……あんたの保存管理能力には何も期待してません。買い物して、俺が何か作りますから」

「お前はマメな男だねぇ～。掃そう除じ洗せん濯たく料理、セックスもうまいし、優ゆう秀しゆうなＳＰで、何、どっかに俺の知らないドン引きレベルの秘密とか隠してない？　じつは二回結けつ婚こんしてますとか、来年小学生になる隠し子とか……！」

「……くだらないこと喋しやべる暇ひまがあったら、事務所に一報入れるとかしたらどうです」

　ベッドでは細部までを大事に扱あつかってくれる男は、こういうときはポイと真木嶋の手を放ほうり投げるのだ。

　そのとき真木嶋のスマホが鳴った。ディスプレイには『ＳＰフェニックス・デスク』とあり、事務所からだ。

「はぁい、真木嶋です。今、任務完かん了りよう報告をしようと……」

『真木嶋さん、ハルナがまた行方ゆくえ不明なんです。事務所に戻ってください』

「……でたよ。久しぶりにハルナが脱だつ走そうしやがった」

　帆代と水入らず、ふたりきりになれるのは一時間ばかり後回しになることだろう。

『ＳＰフェニックス』に戻るべく、帆代が車を発進させる。

「……嬉うれしそうじゃないですか。なんだかんだいって、真木嶋さんはあのころころしたメタボ犬がかわいいんですよね」

　真木嶋はにやりと笑って、シートを少しだけ倒した。こっそり盗ぬすみ見た運転中の恋こい人びとは、気骨のある凜り々りしい横顔でスマートにハンドルを捌さばいている。

　運転中の男の様子に惚ほれ直す女の子の気持ちは、こんなかんじかなぁ……などと爛ただれたことを考えたのは内ない緒しよだ。

　街中を走る車窓をなんとはなしに眺ながめていて、真木嶋はシートに凭もたれていた身をハッと起こした。

「あー、あっ、帆代、この先のショップの前で車停とめてほしいんだけど」

「なんですか。買い物？」

「ちょっとな。五分で済むから、駐ちゆう車しやして待ってて」

　フラッグショップやセレクトショップが軒のきを連ねる通りなんて普ふ段だんは来ないから、今を逃のがすといつになるか分からない。

　さっきの加害者を仕留めたときも、帆代は垂れてきたネクタイを邪じや魔まそうに扱っていたし、こういうのはきっと、タイミング。

　気まぐれに眺めていたインターネットで、目星をつけていたタイピンを某ぼうセレクトショップが一いつ軒けんだけ扱っていると知ったのだ。帆代がなくした獅し子しのタイピンと同じものじゃないけれど、値段も手て頃ごろで、クールで、きっと凄すごく似合うはず。

　貰もらい物のお返しすら忘れたころに、という、そのあたりも若じやつ干かんルーズな真木嶋だ。自らの意思で誰だれかに物をプレゼントするなんて、これまでの人生で真木嶋は記き憶おくにない。だけど初めて、自分の想おもいを添そえたものを最愛の恋人にあげたいと思った。

　これは『こいつは俺のだ』という顕けん示じ欲よくの表れで、決してオープンにはできない関係だからこその独どく占せん欲よくの露ろ呈ていだろうか。だとしたら少々恥はずかしいけど、世の恋人たちがアクセサリーを贈おくり合うことを考えれば、みんな似たようなもんだろ、と自己擁よう護ごしておく。

　自分の中に、自分の知らない感情を見つけて、真木嶋はそれがじつは少し嬉しかったりする。

　他人に執しゆう着ちやくしない自分はどこか壊こわれているのかもしれないと危き惧ぐしていたけれど、本当は、ただ、これほどの恋こいを知らなかっただけかもしれないと。

　真木嶋は緩ゆるみそうになる頰ほおに力を込こめて、目当てのショップを指さした。

　似合わないことをしているという自覚があり、渡わたす瞬しゆん間かんに自分で失しつ笑しようしてしまいそうだ。

　受け取ったとき、帆代はどんな顔をするだろうか。

　箱ごと渡す？　それとも、何食わぬ顔でつけてやる？

　でも、そのときかける言葉は決まっている。

　──お前を護まもる、お守りくらいにはなるだろ？

　いつも、たとえ隣となりにいないときでさえ、自分の大切な人を護りたいと願う。

　自分を護るためだけに強くなろうと決意し生きてきた真木嶋の変化に、真木嶋の想いに、帆代は優やさしく微笑んでくれるだろう。

　そしてきっと涼すずしい表情で、超ちよう然ぜんとこう言い放つのだ。

「俺のバディがくれたお守りを身につけてるんですから、俺は最強ですね」


おわり　









あとがき







　ルビー文庫さんでははじめまして、川琴ゆい華です。このたびは『理性が限界。』をお手に取ってくださいまして、ありがとうございます。

　今作は、『犬に吼ほえられても安全なところですました顔をしていた猫ねこが、ハプニングで落っこちて犬と直面！　みたいなイメージで』……という担当さんからのネタ振ふりが出発点です。そこから世界を広げていって、木ぼく訥とつクールな帆代と、トラブルメーカー真木嶋のコンビが生まれたわけですが、いかがでしたでしょうか。お楽しみいただけましたか？

　ルビー文庫さんでの初仕事は、文字どおりはじめてづくしでした。川琴をご存じの方は「いつもと路線が違う？」と感じるかもしれません。わりとライトでコミカルなものを書くのですが、今回はちょっと硬こう派はかな。どんな反応があるかしら、とどきどきしています。

　コンビ・バディもの、はじめてです。アクションシーンが出てくるようなお話も書いたことがなく、「アクション、マジか～」と悶もだえておりました。なんかね、あれですよ、人前で踊おどったことないのに、いきなり公衆の面前でソロダンス、みたいな気持ちです。最終的には気恥はずかしさをかなぐり捨てて踊りきりましたが（いっそ爽そう快かい）。

　そして、あくまでも自分比ですが、エロ多めです。本気のやつ（笑）を三回も入れたので。普通は真ん中のあたりのを薄めに……とか濃さを配慮するものですが、「野生的なのを求められてるわけだな。ならば！」と全部全力でもりもり頑張ってみました。

　あと、ここまでクールな攻めは珍めずらしいです。いつもは『ちょっとヘタレで受けに柔にゆう和わなイケメン』が馴な染じみで、担当さんから「川琴さんの攻めはほんとに『受け大好き！』ですよね」と言われたくらいですが、それが攻めの言動にあまり出ないように『嫌いや味み、必殺セリフ、木ぼく訥とつ！』の付ふ箋せん紙を目の前に貼って（本当です）、胸に唱えつつ書きました。

　攻めはコントロールが必要だったけど、受けはもともと好きなタイプのキャラです。

　がさつで適当で自分勝手、性質的に（漢おとこらしい、ではなく）男らしい。でも外からの男っぽい印象に反して中身は弱い。自由を好むくせに、放置されると寂しいから「え、置いてくのかよ」って一瞬残念そうな顔をする。そりゃ置いていけないね。魔ま性しようの男ですよ、真木嶋。しれっとしている真木嶋の背後で、帆代は「……っくそ」とぼやくわけです。振り回されつつうっかり夢中になるがいい──あぁ楽しい。

　そんな帆代と真木嶋を、桜城やや先生がバシッといい男に描いてくださいました。超絶かっこいいですよね♥　挿絵ラフを拝見したとき、「ほんっと素敵ですよね～！」と三回繰り返しました。とくに帆代のかっこよさが尋じん常じようじゃありません。これは真木嶋でなくても惚ほれるにきまってます！　イメージどおりの素敵な帆代と真木嶋を、ありがとうございました。

　大変大変大変お世話をかけました担当様。プロット前の萌もえ話からのネタ振りのあと、キャラたちが閃ひらめいた瞬間、「どうしてわたしも知らない萌えスイッチの場所が分かったの？」と驚きよう嘆たんしました、お風ふ呂ろ場ばで（笑）。また何か未知の扉を開けたいです。どうぞよろしくお願いいたします。

　さて、最後になりましたが、ここまで読んでくださった読者様、本当にありがとうございました。編集部のほうに本のご感想などいただけたら、とても嬉うれしいです！

　では、皆様にまたこうしてお目にかかれますように。





二〇一三年　六月　　川琴ゆい華


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト／桜城やや

デザイン／木村慎二郎（ＢＲｉＤＧＥ）
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